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日誌　一　白崎宗司が考えるべきこれからのこと






　街の片隅にその店、喫茶『ボーダーライン』はあった。

「暇だな」

「暇ね」

　アーリーアメリカン調の内装、木目のテーブルにフローリングの床、自然色を生かし落ち着いた雰囲気を醸し出す店内。

　白い薄手のカーテン越しに昼下がりの陽が差し込み店内を優しげに照らしている。

「……本当に暇だな」

「ええ、暇ね」

　呟つぶやくのは、まだ二十そこそこだろう一組の男女。

　一人は愛想の良い白髪の青年、洗いざらしたデニムのエプロンをつけカウンターの内側で白いカップを布で拭ふいている。

　もう一人は黒髪赤眼のすらりとした美女で、どこか冷たく物もの憂うげな顔でカウンター席に腰掛けていた。彼女はその黒髪と同じ色をしたロングスカートとひとつなぎになった服を着て、あまり似合わないやたらとフリフリした白いエプロンをつけ左手の薬指にはシンプルな銀のリングを嵌はめている。

　愛想の良い店長と、無愛想な看板娘といった組み合わせで、実際その通りなのだろう。

　黒髪の女は、人ひと気けのない店内を見回しその長い黒髪をしゃらりとかき上げた。

「宗そう司じ、紅茶を淹いれてくれる？　ダージリンで頼むわ」

「三百五十円」

「あなたのお小遣いから引いておくわね」

「今、酷ひどい搾さく取しゆの構造を見たぞ」

「目指せ、紅茶が美お味いしい喫茶店」

「だったらおまえが淹れろよ。おまえの方が上う手まいんだから」

「経理から接客から何でもこなせる私が紅茶まで淹れたら、あなた、いらないわよ？」

「愛する妻の為ため、不ふ肖しようわたくし、心を込めて紅茶を淹れさせていただきます」

　白髪の青年は諦あきらめたような苦笑を一つ、カウンターの内側で薬や缶かんをコンロにかける。

　その時、カランカランとドアベルが鳴り一人の客、中年男性が店内に入って来た。

「いらっしゃいませ」

「……」

　青年が愛想よく言い、黒髪の女は何も言わず赤い瞳ひとみで男を一いち瞥べつする。

　中年男性は奇妙なほどに焦しよう燥そうし、思い詰め、げっそりと頰ほおがこけていた。

「紅茶を一杯……『煉獄カサルテイリオ』の葉で」

　呻うめくような声で、男は言った。

「私の娘を、止めて、いただきたい」

　喫茶『ボーダーライン』には、もう一つの顔がある。

「詳しい話を、聞かせてもらえますか」

　人ならざる力、超常の力、異能の力で罪を犯した者たち。

　すなわち『一線を踏み越えた者たちオーバーライン』の引き起こした事件を解決するトラブルシューターとしての顔である──




「って、おまえはこの話をどこへ持っていくつもりだ！」




　──宗司によるツッコミが入ったため、冒頭より繰り広げられました森もり塚つか一いち乃の妄想劇場『荒あら谷や学園ゲーム同好会第二部・幻影編』は中断させて頂きます。ご了承ください。




「何よ宗司、これからが良い所なのに」

　寒さも厳しい冬の荒谷学園第三旧校舎一階のゲーム同好会部室、さっきまで妄想を繰り広げていた少女──森もり塚つか一いち乃のが背中を丸めてコタツに入ったまま唇を尖とがらせ言った。

『煉獄カサルテイリオ』、炎を操る異能を宿した彼女は妄想の中と同じく黒髪赤眼、ただし年齢は十六歳で学園制服の一つである黒いセーラー服を着用している。

　冷たいほどに端整な容よう貌ぼうの彼女だが、コタツの天板に顎あごを乗せてだらける姿は妙に可愛かわいらしい。全体としてはどこか、やさぐれた野良猫を思わせるものがある。

　ついでに、コタツの上には蜜み柑かんを入れた木皿が鎮座している。

「おれは『もうすぐ三年にあがるけど進路とかどうする』って聞いたはずだよな？」

　呆あきれたように宗そう司じが溜ため息を吐つく。彼もやっぱり背中を丸めてコタツ、一乃の反対側に座っていた。妄想シーンでは白髪だったが、現実では黒髪（白髪染め使用）だ。

「聞いていたわよ？　だから何となく思いついた将来を披ひ露ろうしてあげたんじゃない」

　じろっ、とコタツの天板に顎を乗せたまま上目遣いに一乃が睨にらむ。

　僅わずかな身動きに、丸めた背中で扇のように広がっていた長い黒髪が揺れた。

「将来どころかジャンル変わってるじゃねえか。おれが言いたかったのはほら、大学進学とか就職とかそういう意味の進路についてだよ」

　じっとりとした上目遣いの一乃が妙に可愛らしいのはさて置き、宗司が話題を戻す。

「そんな下らないこと、私が考えていると思って？」

「大事なことですよ！」

「自慢じゃないけれど、私、大抵の大学なら普通に受かる程度の努力してるわよ？」

「……そういや、成績学年トップクラスでしたね一乃さん」

「因ちなみに、就職の場合は永久就職を狙ねらうわ」

　急に、一乃の赤い瞳ひとみがぎらついた輝きを宿し。

「そ、そうすか」

「ええ、就職活動も熱心にしているわよ……ふふふ」

「そ、そうすか」

　これ以上は薮やぶ蛇へびになると悟った宗司はさり気なく視線を横に逸そらした。

　その動きに反応した訳でもないだろうが、コタツの側面からむっくりと銀髪の少女が体を起こす。

「ふぁーあ……あ、ソージだ、おはよ」

　キリカだ。コタツに潜もぐり込んで昼寝でもしていたのだろう。

「おう、おはよう」

　銀色の髪には少し癖がつき、薄い涙が浮かんだ青い瞳はまだ眠たげだ。

　元々猫っぽく可愛らしい顔立ちの彼女が少し幼く見えた。

「んー、んっにゃー」

　寝起きのキリカは、眠気を払うように軽く背伸びをする。白いカッターシャツの上に着た薄手のセーター越しにたゆゆんと大変豊かに実った胸が揺れた。

「……」

「……チッ」

　宗そう司じが再び視線を逸そらし、一いち乃のは赤い瞳ひとみでちらとそれを眺めて舌打ちをする。

　当事者のキリカはさして気にした様子もなく、昼寝の前に脱いでコタツの傍そばに置いていたブレザーを改めて羽織った。

「で、何の話してたの？」

　大粒の青い瞳を一度ぱちくりとさせて、宗司と一乃の顔を順番に見て小首を傾かしげた。

「進路の話だよ」

「あー、そいえば今朝、そんなプリントもらったねー」

　言いながら、キリカはむぎゅっとコタツの天板に胸を押し付けるように身を乗り出し、コタツの上の蜜み柑かんに手を伸ばす。

　そのむぎゅりんっと潰つぶれた胸に、宗司が鏡餅もちを連想したのは内緒である。

「あ、ああ、だからちょっと、そんな話をな」

　微妙に声が上うわ擦ずっている辺りが、実に情けなかった。

「んー、進路かー、キリカさんもあんまり考えたことなかったかなっ」

　蜜柑をむきながら、キリカは答える。

「意味ないしね」

「そうか」

　真冬の冷たい風が、部室の窓をガタガタと不吉に鳴らす。

　宗司は静かに頷うなずき、蜜柑を一つ手に取った。

「でも、あれだね。一応、就職希望かな」

　ふんわりと柔らかい、春の日差しのようにキリカは微笑ほほえむ。

「ソージには、責任取ってもらわないとね」

　思わずどきりとしてしまうような、少し悲しさの混ざった笑顔だった。

「善処します」

「アハハハ、やったね、言げん質ちゲット」

　一転、楽しげに笑いふと何か思いついたようにむいた蜜柑を一房、コタツの上に身を乗り出して宗司へ差し出す。

「ソージ、あーん」

「え？　あ……ああ」

　戸惑う宗司だが、その視線は前傾視線になり天板のうえでむぎゅむぎゅしている胸の谷間に釘くぎ付づけである。

「んー？　ソージー？　どーこ見てるのかなー？」

「んっ！　い、いや、べ、別に何も？」

　ニヤニヤとした猫のようにキリカが言い、宗そう司じは露骨に顔を赤くして視線を逸そらした。

「くそっ。おまえ、わかっててやってるだろ」

「もちろんだよっ」

　キリカさん、実に楽しそうである。

「じゃ、改めてどーぞっ」

　また少し、キリカが身を乗り出して宗司の口元に蜜み柑かんを運ぶ。

「あら、ありがとう」

　その手を横合いからむんず、と一いち乃のが摑つかみ蜜柑を奪い取って食べた。

「あー！　何するのさイチノ！」

　頰ほおを膨らませるキリカ、一乃は平然と長い黒髪をかき上げ微笑ほほえんだ。

「ご馳ち走そうさま。美お味いしい蜜柑だったわよ」

「おまえ、実は結構イラッとしてるだろ」

　どこかホッとしたように宗司が息を吐く。

「あら、そんなことないわよ」

　一乃は微笑んだまま数秒ほどキリカを見詰め、次に宗司へ視線を向けた。

「ところで進路の話なのだけれど、私、行きたい大学が出来たの」















「ほう？」

「マサチューセッツ工科大学に留学したいわ」

「理系の世界最高峰じゃねえか！　この短時間でおまえに何があったんだ！」

「賭かけても良いけど、多分、ろくなこと考えてないと思うよ？」

　驚く宗そう司じに、呆あきれたように呟つぶやくキリカ。

　一いち乃のは無意味に堂々と、黒いセーラー服に包まれた薄い胸を張って宣言した。

「私はマサチューセッツ工科大学で『巨乳女絶滅ウイルス』を作ってみせる！」

「下らないにも程があるぞ！」

「予想通りにろくなこと考えてなかったよ！」

「失礼ね！　人生を通して追求すべきテーマだと私は考えているわよ！」

「もうちょっと建設的なことを追求しようぜ！」

「大丈夫よ宗司、私は私を信じてるもの」

　キラキラと、輝かんばかりに美しく一乃は微笑ほほえむ。

「いつかきっと、この世界から巨乳を滅ぼしてみせる」

「綺き麗れいな笑顔を最高に無駄なシーンで浮かべやがった」

「アハハハ、まさつーせっちゅ大学も浮かばれないね」

　会話が凍る。

「……」

「……」

　宗司と一乃が、キリカの顔を見た。

　キリカが誤ご魔ま化かすように軽く頰ほおを搔かいて青い瞳ひとみを伏せる。

「マサチューセッツ工科大学よ、キリカ」

「ちゃ、ちゃんと言えるよっ！　さっきはちょっと嚙かんだだけだもんっ！」

「よし、じゃあキリカ言ってごらん」

　ひどく生なま温ぬるい眼まな差ざしで、宗司と一乃はキリカの弱りきった顔を見詰める。

　少し躊躇ためらい、キリカは意を決したようにごくりと喉のどを動かして唾つばを飲む。

「ま、まさちゅーちぇっちゅ工科大学」

　さっきより、酷ひどくなった。

　宗司とキリカの視線が、更に一段と生暖かくなった。

「うー」

　キリカは悔くやしげに呻うめき、もう一度──

「まちゃつーせっちゅ工科だいぎゃく！」

「ハハハ、キリカはカワイイなあ」

「フフフ、ええ、可愛かわいらしいわね」

　遂ついに、二人の顔には胡う散さん臭くさいほど爽さわやかな笑顔が浮かんだ。

「うううううう！」

　バンッ！　キリカがコタツの天板を叩たたきながら立ち上がる。

　天板が跳ね、一緒に蜜み柑かんを入れた木皿も跳ねて、ふわりとした銀色の髪も揺れる。

「空笑え──！」

　虚空に手を伸ばし、キリカは宣言する。

「欺あざむく影絵『道化師の栄光バツドジヨーク』！」

　召喚される割れた仮面、現出したキリカの異能、万能たる変身の力。

　自らの肉体を完璧に制御するその力を行使し、咥こう内ない、舌を適切に操作する。

「赤巻きマサチューセッツ工科大学、青巻きマサチューセッツ工科大学、黄巻きマサチューセッツ工科大学！」

　自ら難易度を上げて言い切った彼女は、腰に手を当て勝ち誇るように薄手のセーターに包まれた胸をたゆんと張った。

「ふふんっ！」

　パチパチパチ、と、宗そう司じが呆あきれたような感心したような顔で拍手を送る。

「なんつー力技だ」

「と、いうかそれ、反則じゃないかしら」

「キリカさんの異能なんだから、別に使っても良いんですっ！」

「苦しい言い訳ね」

　一いち乃のも苦笑を浮かべて、キリカに軽い拍手を向ける。

「どうでも良いけど、凄すごく久しぶりにおまえが異能使うところ見たな」

「んー、まあ、そんな頻繁に使うものでもないしね」

　仮面を虚空へと戻しながら、キリカが大おお仰ぎように肩をすくめた。

「最近はあまり修羅場も起こらないものねえ」

「アハハハ、言えてる」

　赤と青の瞳ひとみが、ちらと宗司を見る。

「平和で良いことじゃないか」

　宗司は嘯うそぶき、キリカの真ま似ねをするように大おお袈げ裟さな仕草で肩をすくめた。

「後で痛い目見るのよね、あなたが」

「うんっ、ソージがねー」

「不吉なことを言うな！」

　がらり、ドアが開いた。

　廊下の冷たい空気が部室に入り込み、それに乗って淡々とした声がする。

「お待たせしました兄さま、」

「と、おまけども」

　さり気ない口の悪さを披ひ露ろうしながら部室に入ってきたのは白しろ崎さきリリスと白崎リリス。宗そう司じの妹で鏡に映したようにそっくりの双子である。

　愛らしいが表情に乏とぼしい顔立ち、小さなポニーテイルと虹にじ色いろの瞳ひとみ、二人が並ぶと本当に全く──兄である宗司にすら──区別はつかない。

　中学二年生という年頃を考えても小さな体には、これまたお揃そろいのピーコートを着用している。外が寒かったせいだろうか、よく見れば頰ほおが少々赤くなっていた。

「お疲れリリス、クラスの用事ってのは終わったのか？」

「はい、兄さま。先ほど終わらせました」

「いらっしゃいリリス……あ」

　背中を丸めてコタツに入ったまま、一いち乃のは頰をぺたんと天板にくっつけるようにして横を向きリリスを見た。

「部室に来るなりあれだけど、あなた『マサチューセッツ工科大学』って言える？」

「は？」

　怪け訝げんそうに、左右揃ってリリスが小首を傾かしげる。

「マサチューセッツ工科大学が、」

「どうかしましたか」

「ふふっ、何でもないわ」

「むー、ちょっと嚙かんだだけなのにぃ」

　くすりと可お笑かしそうに笑う一乃と、不ふ貞て腐くされたように唇を尖とがらせるキリカ。

「おおよそ何があったか理解しました、」

「リリスはそんな面白げなイベントに参加し損そこねたことを残念に思います」

　やはり淡々とリリスが答える。

「本当は、もうちょっと建設的な話をする予定だったんだがな」

「えっ！　兄さまが建設的な話をするなんて、」

「ついに年貢を納める覚悟を決めたのですか！」

　口元に手をあて、はっきりそれとわかるほどリリスが驚いた顔をした。

「ちょっと待ってリリスさん！」

　宗司が制止するが。

「具体的にはリリスをお嫁に貰もらって、」

「あんなことやこんなことをするんですね！」

　リリスの瞳は希望の光でキラッキラ輝いていた。

「だから待てと言うとるに！」

　なおも宗司は叫ぶが、リリスは一転、きゃるんと可愛かわいらしいポーズを取り畳み掛ける。

「リリスね、お兄ちゃんのお嫁さんになるの、」

「お兄ちゃんは約束してくれたもんっ」

「はいお兄ちゃんはリリスをお嫁さんに貰もらいます！」

　この男、基本的にも応用的にも末まつ期き的てきにもシスコンである。

「ふふん、です」

　と、勝ち誇ったリリスがぺったんと薄い、むしろ無い胸を張り、背中を丸めてコタツに入っている一いち乃のとキリカを見た。

　生あい憎にくと二人の反応は鈍く、返事は気のないものだった。

「まあ、言ってなさいな」

「どーせ、ヘタレのソージにそんな度胸ないしねー」

「おまえら、その言い草は微妙に酷ひどくないか？　確かにこう、実際にリリスをどうこうするのは非常に難易度が高いと思わなくもないが」

「兄さま、リリスは基本的に兄さまを愛していますが、」

「この言われようは自業自得です」

　真顔に戻ったリリスとリリスが、虹にじ色いろの瞳ひとみでじっと宗そう司じを見詰めた。

　宗司は遠い眼めをして少し考える。妹の言葉は正しかった。

「別に誰とは言わないけれど、ハーレムを作ると宣言した馬ば鹿かな男がいるものね」

「あー、いたねー、そんな人、今、何してるんだろ？」

「リリスには皆目見当がつきませんが、」

「恐らくハーレムをしているのだと思われます」

　リリスの虹色の瞳に加えて、一乃の赤い瞳とキリカの青い瞳までじっっっっと宗司を見詰めていた。その眼まな差ざしは冷たいくせに、皆、一様に張り付いたような笑みを浮かべているのが非常に恐ろしい。

「ＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ！　ドウナッタンダロウネ！」

　真冬にも関わらず、顔に汗を浮かべた宗司が胡う散さん臭くさいアメリカ人笑いで誤ご魔ま化かそうと頑張っているが効果はない。

　心なし、彼女たちの視線が冷たくなったような気がする。

「遂ついに自宅にまで押しかけられて、なし崩しに住み着かれたりしてるのよね？」

「そーろそろ年貢の納め時だったり？」

「唯一の味方だと思っていた妹まで、敵に回ったりするのですよね？」

「ＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ……ハハハハ」

「自分の発言には責任を取らないとね宗司」

「むしろ現在進行形で責任取らせてるけどねっ」

「兄さまは愚かです」

　視線の温度は下がり続け、真冬の冷たさすらも凌りよう駕がする。

「あ、ええと、そ、その、えー」

　困ったように彷徨さまよう宗そう司じの視線、だがどこに行っても一いち乃のの、キリカの、リリスのじとっとした眼まな差ざしからは逃げられない。

　顔面どころか、背中にまで嫌な汗が流れ胃に嫌な感じが満ちて行く。

　向けられる膨大なプレッシャーに宗司が折れそうになった瞬間、不意に彼女たちは視線を外した。

「さて……と、日課も終わったことだし帰りましょうか」

「だねー、もう結構遅いし、何か遊ぶって時間でもないしね」

「はい、兄さまにもしっかりとプレッシャーをかけたことですし帰りましょう」

　立ち上がり、コタツから出る一乃とキリカ。宗司は盛大な溜ため息を吐ついてぐったりと天板の上に額をつけた。

「……おまえら、少しは手加減してくれよ」

　声を揃そろえて、彼女たちは答えた。

「嫌よ」

「イヤだよっ」

「嫌です」

　宗司が顔を上げてさえいれば、彼女たちの浮かべた素敵な笑顔が見られただろう。

　天真爛らん漫まんに純真無む垢く、真冬の寒さも吹き飛ばすような最高の笑顔をだ。

　宗司を追い詰めてそんな笑顔を浮かべるのだから、実に酷ひどい話だ。

「最近、ちょっと慣れて来た自分が怖いぜ」

　実際、自業自得は間違いないので恐らく誰にも同情されないのが宗司の哀れなところである。彼はのっそりと立ち上がり、一乃たちに続いて帰り支度を始めた。

　と、言っても荷物を纏まとめてコートを羽織る程度だ。すぐに終わる。部室の戸締りも、どうせ盗まれて困るようなものはない──部室にあるのはコタツ、仕切りで作った更こう衣いスペース、姿見、カセットコンロ、他多数のガラクタ程度である。

　そもそも山中にある荒あら谷や学園の、更に外れにある第三旧校舎で誰が盗難を起こすやら。




　宗司に、一乃に、キリカに、リリスとリリス。

　連れ立って、部室を出て行く。

　同じ家へと、帰って行く。

「よーし、帰るぞ」

「あら、外も随分暗くなったわね」

「冬は陽ひが落ちるの早いからねー」

「後一ヶ月もすれば、冬も終わります」

「だな……ん、そういや、今日の夕食当番誰だ？」

「今日部室にいなかったネコミミです」

「……大丈夫か？」

「から揚げの材料が手伝うそうですよ」

「何度聞いてもえげつないあだ名だな妹よ」




　少しずつ、日常は変化する。

　学校でも、そして家に帰っても。

「うなー、おかえりー、ばんめっしーは、もうちょっと、まつのだー」

　帰宅した一同を玄関口で出迎えたのは、長い赤毛の上にネコミミを生やした少女──フェル。間延びした平へい坦たんな声に似合った硝子がらす球だまのような瞳ひとみをしている。

　可愛かわいらしいのだが、どこかぽけーっとした感じの少女だ。

　背丈はリリスと同じ程度なのに、胸はキリカサイズという反則的な組み合わせで、身につけた肉球柄の可愛らしいエプロンの胸元はたゆーんと大きく押し上げられていた。

　ネコミミが生えていることから明らかなように、彼女は人間ではない。

　一いち乃のの異能、『煉獄カサルテイリオ』の化身、その一つだ。

　住み着いてしまった一乃、キリカと違い、家にいたりいなかったりするも家事の当番だけは律りち儀ぎに守っている。

「ただいま、そのエプロンどうしたんだ？」

　宗そう司じが問うと、フェルはえっへんとばかりに胸を張り答えた。

「フェルが、つくったのさー、にあう？」

「おおおお、頑張ったな！　似合う似合う、凄すごいぞフェル！」

　感嘆の声を上げ、宗司は歳の離れた幼い妹にするようにくしゃくしゃとフェルの赤毛を撫なで回す。一見乱暴な手つきながら、実際はそうでもないようで。

「うなー」

　赤毛の上のネコミミはぴっこぴっことリズミカルに揺れ、心地良さそうに鳴く。

「こんど、そうじにも、なにか、つくってあげるー」

「それは楽しみだな、期待してるぜ」

「えいっ、です」

「うごっ！」

　本物の妹（リリス、しかし厳密には血の繫つながりはない）が、面白くなさそうに虹にじ色いろの目を細めて宗司の足を踏んだ。

「厳しいのねリリス」

　面白がるように一いち乃のは言い、キリカはその隣で軽く肩をすくめた。

「全く、何を玄関口で騒いでいますの？」

　声を聞きつけ家の奥から更にもう一人、現在の白しろ崎さき家住人最後の一人が顔を出した。

「出ましたね、から揚げの材料」

「その呼び方は本気で止やめて下さいまし！　リ、ア、わたくしはリアですわ！」

　どこぞの姫君を思わせる少女だった。

　品のある整った顔立ち、縦に巻いた長い金色の髪、丁寧に切り揃そろえられた前髪。

　フェルと同じく、『煉獄カサルテイリオ』が化身した存在。

　フェルと同じく、家にいたりいなかったり。

　少しツン、とした印象を与えるかもしれないが他の面々に勝るとも劣らぬ美少女だ。

「……いや、それ以前に、おまえ」

　だが、宗そう司じは彼女を見て、凄すごく微妙な顔をした。

　普段のリアはそれこそ姫君のような容姿に相応ふさわしい、胸元と背中の開いた瀟しよう洒しやなドレスを身に着けているのだが。

　今は、小豆あずき色の地味なジャージを着ている。

　上だけ。

　下は、ブルマである。

　寒さ対策だろうか、ニーソックスも着用済みだ。

　良いか悪いかと言われれば大変良い。

　まさに宗司まっしぐら。

　だが、彼女は大きなボウルを胸に乗せるようにして持っていた。

　ボウルの中身はひき肉にニラとネギ、何かの餡あんだろうか。

　物凄い、日常というか家庭的というか、ブルマではしゃげない匂においがする。

「どういう格好をしてるんだ」

　宗司が小声で呻うめくと、リアは靴箱にボウルを置き少し困ったような笑みを浮かべた。

「あのドレスで料理のお手伝いはありえませんわよ」

「そりゃそうだ」

　引っ張られるように、宗司も少し困ったような顔をした。

「でも意外と似合ってるわよ、そのジャージ」

「うん、アンバランスだけど、隙すきが出来てドレス姿より親しみやすい感じ」

「下にブルマは狙ねらいすぎだと思わなくもありません」

「うなー、あざといペンギンだぜー」

「ありがとうございます……で良いのでしょうか？」

　ますます困ったように首を傾かしげるリア、縦に巻いた金髪が軽く揺れる。

「うむ！　確かに素晴らしいブルマだ。上がジャージであるのもまた良い、実に野や暮ぼったい……あれ、そのジャージっておれのか？」

　良く見れば、リアのジャージの胸元には『白しろ崎さき』と名前が記されている。胸の膨らみと抱えたボウルのため見え辛づらくなっており気付かなかったのだろう。

「ですわよ。丁度良かったので借りましたけれど、いけませんでしたかしら」

　そっ、とリアは優雅にジャージの胸、名前の辺りを指先でなぞった。

　その仕草が妙に色っぽく、宗そう司じは小さく唾つばを飲み込む。

「あ、ああ、別に、良いけど洗濯してたっけ、それ」

「……えっと、それは……あれ……ですわね」

　何な故ぜか答えを濁すリアの頰ほおが、ぽっと赤く染まった。

　もじもじくねくねと、恥ずかしそうに指先を絡めて体を揺らし出す。

「な、何？」

「えへへ、なんでもありませんわー」

「な、何？　本当に何？」

　頰を赤く染めたまま、リアは戸惑う宗司の肩をパンパンと何度も叩たたく。

「あざとい女がいるわ」

「うわー、って感じだね」















「死ねば良いのに」

「こいつはひでーぜー」

　半眼になった女性陣がリア、ではなく、何な故ぜか宗そう司じの方をじろっと睨にらみ舌打ちをした。

「あー、と、ところで、今日の夕食って何？」

　リアが落ち着くのを見計らい宗司は話題を変える。

　きゅぴんと硝子がらす球だまの瞳ひとみを輝かせ、赤毛の上のネコミミを揺らしフェルが答えた。

「ほんじつは、すいぎょうざ、はるさめすーぷ、あと、こまかいの」

「丁度良いですわ、今から皮に餡あんを詰める所でしたの。手伝ってもらえます？」

　リアが目線で、靴箱の上に置いたボウルを指す。あの中の餡は餃子ぎようざ用らしい。

「はいよ、じゃ着替えたら台所で良いのか？」

「リビングの方でやりますわ。スペースが広いほうが良いですから」

「水餃子、久しぶりね」

「変り種の餃子は作らないの？　黒砂糖とか」

「それは果たして美お味いしいのでしょうか？」

「うなー、やってみるー？」

「失敗した場合はキリカさんが責任取って食べてくださるのでしたらどうぞ」

「やめとけ、キリカ」

　口々に言いながら、宗司たちはそれぞれの部屋に散って行った。

　全員で協力して水餃子を作り夕食が始まる。

「いただきます、と」

　今日はフェルとリアも含めた総勢七人の賑にぎやかな夕食だった。

　食後は大体リビングでお茶を飲み、順番に入浴しては、また適当に自室へ引き上げる。

「おやすみなさい、宗司」

「おやすみ、ソージ」

「おう、おやすみ」

　この挨あい拶さつも、既に慣れた。

　一いち乃のとキリカは完全に家に馴な染じみ、そのうち、一乃とキリカがいないことに違和感を覚えるようになるのだろう。

　気付けば、日常はそういうものになっていた。




　自分の部屋に戻り、一人きりになった宗司は携帯電話を取り出しボタンを押した。

『ヘローヘロー、どうしたバカ息子』

「ああクソ親父おやじか、ちょっと聞きたいんだが……あんたの、その冒険家？　って職業は儲もうかるのか？」

『んん？　どういう風の吹き回しだよ。何か欲しい物でもあんのか？』

「今日、学校で進路のプリントを貰もらった」

『ほう』

「真面目まじめに将来を考えると、最低四人、最大六人……と自分の生活費が必要になる」

『なるほどね、それで似たような境遇のお父様に連絡して見たわけか』

　この宗そう司じ父、実に六人の妻的存在を持つ男である。

『息子よ……良いことを教えてやろう』

「何だ」

　父親の声に真剣なものを感じ取り、宗司の声は自然と低くなる。

『ちょっとした名家のお嬢さまだったり、父親から相続した特許を持ってたり、色々後ろ暗いことで貯ためた金があったりと、マイ嫁ーズは基本的に金持ちだ』

「マジかよ！」

『そしてパパンはあんまりお金持ってなかったりする』

「あんたヒモだったのか！」

『ちゃんと働いてるんだからヒモではねえよ！　つうかな、そもそも一人分の収入で六人面倒見るって無理に決まってんだろ。ちゃんと相手に相談して協力しろ、一人で全部背負い込むのはアホの考えだぜ』

「……むう、悔くやしいが、参考になる意見だった」

『カッカッカッ、経験者は語るってな。じゃー、せいぜい頑張れや』

「貴様もな」

　通話が終わる。宗司は携帯電話を置き天井を見上げて溜ため息を吐ついた。

「おれが、将来を真面目に考える破目になるとはなあ」

　本当ならば、とっくに、彼は死んでいるべきだった。

　それが、彼の望みと願いでもあったのだから。

　その為ために、一いち乃のと、キリカと、リリスと出会ったのだから。

　今も彼は変わらない。

　だが日常は続く、変化を伴って。






日誌　二　冷静に考えると三倍返しって酷い話だ






　その日、白しろ崎さき宗そう司じの目覚めは早かった。

「ククク……いよいよだぞ、我が共犯者」

　時刻は午前五時、これからのことを考えれば自然と笑いがこみ上げてくる。

　だが油断は禁物だ、騒いではまずい──隣室のリリスはもとより、いつのまにか一階に住み着いてしまっている一いち乃のとキリカにも気付かれてはならない。

「……ワッワワッワンッ」

　共犯者こと、赤い子犬、犬五号も静かに鳴く。

　今日は休日。

　そして三月十四日──ホワイトデーである。




　約四時間後。

「あら、まあ」

「わぁ……」

「何事でしょうか」

「うなー？」

「ペーン？」

　休日なので普段より遅く起床した一乃たち（含む赤いペンギンことペンギン二号）がエアコンの効いた温かいリビングダイニングキッチンで見たのは。

「おはよう、お嬢さんたち」

「ワワーン」

　白いボタンシャツに黒いズボンとベスト──いわゆるギャルソン風の格好をした宗司と犬五号の姿だった。

　ついでに、宗司の方は黒く染めた髪をオールバックにしている。

「なになになに、どしたのソージ！」

　真っ先にキリカが黄色い声を上げた。

「ふっ、似合うか？」

「うんっ！　すっごいカッコいいよっ！」

　ぶんぶんと、銀色の髪を揺らして何度も頷うなずく。青い瞳ひとみもキラキラ輝いて、ハートマークでも浮かんでそうな勢いだ。

「ありがとう」

　軽く微笑ほほえんで言い、視線を一いち乃のたちに動かした。

「ま……まあ、悪くないと思うわよ」

　ふんと、黒髪を揺らしてそっぽを向いて一乃は答えた。口調はそっけないものの、頰ほおは薄い桃色に染まり、ちらちらと宗そう司じを見ている。

「はふぅ……、」

「大人びた兄さまも素敵です……」

　こちらの妹、リリスとリリスは乙女チックに胸の前で両手を絡ませとろんとした上目遣いで宗司を見ていた。見事なまでにときめいている。

「うなー、すげーぜ、そうじ、まごにも、いしょうだー」

「ハッハッハッ、フェル、それは褒ほめてないぞ？」

「うなー、フェル、まちがえたー、でも、いけてるぜー？」

「ハッハッハッ、それでも疑問系なんだな」

「うなー」

　フェルの長い赤毛の上で、ネコミミが元気良くぴこぴこ左右に揺れる。

　硝子がらす球だまの瞳ひとみもキラッキラ輝き、好物を目の前にした子どものようだ。

「ペーン」

「ワンッ！」

『煉獄カサルテイリオ』の獣たち、同じくギャルソン姿の赤い子犬が直立し胸を張る。

　赤いペンギンが小さな手（羽）で熱烈な拍手を送っていた。

　こちらはこちらで、好評なようである。

「そ、それで宗司。犬五号共々、そんな素敵、もとい、珍しい格好をしてどうしたの？」

「今日はホワイトデーだろ」

「ワワンッ！」

「だから、おれたちからの感謝を込めて色々と用意させて貰もらったぜ」

「ワンッ！」

　宗司が手で、犬五号が顔で、普段食事をしているテーブルを指した。

　テーブルの上には大皿が二枚、片側には一口サイズに千切ったレタス、スライスしたトマトにきゅうり、玉ねぎ、ハム、ベーコン、ゆで卵、ツナ等々の野菜や塩気のある品々が所狭しと並んでいる、もう一枚には苺いちごや林りん檎ご、バナナ、缶詰の桃といった甘いものが同じように種々並べられていた。

「うな？　なんだか、まとまりがない、めにゅーだね」

　ぴっこりとネコミミと一緒にフェルが首を傾かしげた。

　一乃たちも同じような感想を抱いたのか、視線がオールバックの宗司に集まる。

「そりゃそうだ。これクレープの具だからな」

「ワンッ」

　宗そう司じは小さく苦笑して答え、犬五号が一緒に頷うなずく。

「あら、洒落しやれたことをするじゃない」

「ううんっ、キリカさんはちょっと感心したよ」

「クレープの具材ですか、兄さま頑張ったのですね」

「うなー、そうじ、はりきってるなー」

「ペーン」

「まあな！　折せつ角かくだから張り切ったし頑張ったぜ！」

　一いち乃のたちの反応は上々と、宗司は機嫌良さそうにリビングと繫つながったキッチンへ。

「じゃあ、少し待っててくれ。すぐにクレープの皮を焼いて持って来るからな」

「ワワーン！」

　犬五号もぺこりと小さな頭を下げて宗司に続いてキッチンへ向かう。

　一乃たちはその黒いベストに包まれた背中を見送り、各々テーブルについた。

　向かい合った三人掛けソファーの片側にリリスとリリス、もう片方に一乃とキリカ、一人用のソファーにフェルが腰を下ろす。

「……これ、私たちも着替えてくるべきなのかしら？」

　ふと、一乃は自分の格好を見て言った。

　宗司と犬五号に驚かされて忘れかけていたが、彼女たちは寝起きの姿だ。軽く顔を洗って寝癖を整えた程度の身だしなみでパジャマを着ている。

　因ちなみに、一乃のパジャマは大き目のワイシャツに色気も何もない黒のスラックスだ。

　ワイシャツは前のボタンが取れており、代わりに安全ピンで留とめている。三月にしては薄着かもしれないが、屋内は空調が効いているので問題ない。

「んー、気にしないで良いんじゃないかな。一応、朝ごはんだし」

「そもそも今から着替えていると、」

「時間がかかります」

　一乃の隣に座るキリカは、蛙かえるのイラストがプリントされた厚手のシャツに色褪あせたジーンズ。ただし、蛙のイラストはグレープフルーツも驚きなキリカの胸部に圧迫されて盛大に歪ゆがんでいる、具体的には大きく横に広がり謎の生命体にしか見えない。

　対面のリリスとリリスはシンプルに猫さん模様のパジャマだ。少し子どもっぽいが可愛かわいらしいデザインが、可愛らしいリリスに良く似合っていた。

「うなー、くれーぷのやける、いいにおいが、するー」

　フェルに至っては、既に食欲で頭がいっぱいになっているようだ。実際、キッチン部分からは生地の焼けるバター、ホットケーキに似た匂においが漂って来ていた。

　鼻で匂いを嗅かぐ代わりのようにネコミミをぴこぴこと揺らすフェルは、猫の足跡（肉球）模様のパジャマを着ていた。色は違うが、リリスのパジャマに似たデザインだ。

「ワンッ！」

　そうこうしている内に、宗そう司じより一足早く犬五号がキッチンから姿を見せた。ギャルソン姿の犬五号は後ろ足で立ち、頭と前足で銀色の丸いおぼんを支え、ぴょっこぴょっこと器用に運ぶ。

「──くっ！」

　何な故ぜか、一いち乃のが唇を嚙かみ凄すごい形ぎよう相そうで犬五号を睨にらむ。

「イチノ、カワイイって言いたいなら、素直に言いなよ」

「……五月蝿うるさいわよ」

「ワーン」

　一乃たちのテーブルに、犬五号がおぼんを置いた。

　その上には、アイスクリーム、ホイップクリーム、チョコレートクリームに蜂はち蜜みつ、プレーンヨーグルトと、これまたクレープの具材が入った小皿が載っていた。

　続いて宗司も現れた。こちらはクレープ生地を重ねた皿を手に持っている。

「おまたせ」

　ギャルソンの格好をして働く宗司は案外とさまになっており、一乃たちは何となくその姿を目線で追いかけていた。

「さ、好きなだけ召し上がれ」

　静かに、テーブルに皿を置きテーブルを囲む一乃たちを見て宗司は言った。

　それが合図になって、いただきますと唱和した一乃たちがクレープに手を伸ばした。

　各人、思い思いの具材を包んで自分のクレープを包んで行く。

「んーと、ゆで卵に、ツナに、レタス……かな」

「ちょこばななー、ちょこに、ばななー」

「私は……定番だけど苺いちごにしてみましょうか」

「リリスはどうしましょうか。ハムに、玉ねぎ、チーズも合いそうです」

　宗司が張り切って具材を用意したので種類が多すぎ、迷ってはいるが楽しそうだ。

「おれ、追加の生地焼いてくるな」

　そう言って、宗司は再びキッチンに消える。

　しばらくして、またキッチン部分から生地の焼ける匂においが漂い始めた。

　ふと思い出したように、一乃はクレープを包む手を止めて周囲を見回す。

「……あら、犬五号はどこに行ったのかしら？」

「うな？　ふぉこにふぃるよ」

　クリームとフルーツを山ほど詰め込んだクレープを頰ほお張ばってリスのように顔を膨らませたフェルが、リビングの隅、丁度、一乃の後ろを指差した。

「ぺーん」

「……マンボウ？」

「ぴよー？　ぴよっ」

「ぞーう」

「ウッサー」

『煉獄カサルテイリオ』の獣たち、赤いペンギン、マンボウ（タライ入り）、ひよこ、ミニゾウ、ウサギが勢揃ぞろいして小さなテーブルを囲んでいた。

　そちらではクレープではなく、パンケーキに各々好みの具材を載せて食べている。

　パンケーキなのは動物ハンドではクレープを包むのが難しいからだろう。

「わう、わうわう、わんっ」

　ギャルソン姿の犬五号は、文字通り他の五匹の獣たちの給仕をしてぴょこぴょこと忙しく動き回っていた。

「微笑ほほえましい光景ですね、」

「お人形遊びのようです」

　リリスの漏らした感想に、一いち乃のとキリカが頷うなずいた。

「でも、なんで犬の子だけ働いてるのかな？」

　銀色の髪をふわりと揺らし、きょとんとキリカが首を傾かしげる。

　同じように一乃も黒髪をしゃらりと揺らし、キリカとは逆方向に首を傾げた。

「ホワイトデーだから、かしら？」

「ふぉうだよー」

　ごっくん、フェルは口いっぱいのクレープを飲み干して答えた。

「『煉獄カサルテイリオ』では、いぬごごうが、ゆいいつの、だんせいかく」

「あら、ハーレム状態ね」

「んーむしろー、ななにんきょうだいに、ひとりおとこ、ってかんじかな」

「それ、凄すごくきつそうなんだけど」

「想像を絶する肩身の狭さです」

「そうでもないぜ。みんな、なかよし。ぺんぎんが、いろいろ、きがつくやつだから」

「ペン？」

　名前を呼ばれ、ペンギンが一乃たちの方を向いた。

　つぶらな瞳ひとみが、実に可愛かわいらしかった。

「……そう、気遣いを」

　一乃たちはペンギンを見て、それから、視線をフェルに向けた。

「うな？」

　またも破れそうなぐらいに具材を詰めたクレープを作成中のフェルが、ネコミミをぴこんっと不思議そうに傾かしげる。

「なるほど」

「だろうねー」

「海よりも深く理解しました」

　本来のまとめ役、序列一位がこれである。序列二位のペンギンが気を回し気苦労を背負い込むしかないのだろうと一いち乃のたちは揃そろって納得した。

「うなっ！　いま、なにか、しつれいなおーらを、かんじた」

「……何でもないわよ」

「うなー？」

　硝子がらす球だまの瞳ひとみを半分閉じて、じとっと疑わしげに眺めていたが。

　すぐどうでも良くなったのだろう、フルーツとクリームを山盛りにしたクレープをあーんっと、一口で口の中に放ほうり込んだ。

　行儀はよろしくないが、もぎゅもぎゅと頰ほおを膨らませて食べる姿は楽しそうだ。

「おまたせ、追加の皮を持って来たぞ……ん？」

　両手に皿を持った宗そう司じが、フェルのすぐ隣で足を止める。

「動くなよフェル」

「うな？」

　ぴっこりと、ネコミミが動きを止め口の中のクレープを飲み込んだ。

　彼女は気付いていないのだろう、頰と唇の端に山盛りクレープを包んで食べる間に跳ねたクリームがついていた。

　宗司はフェルの隣で片かた膝ひざをつき、指二本で彼女の頰に触れる。

「な、なにそうじ？」

「いいから、じっとしてろ」

　戸惑うようにフェルの硝子球の瞳が揺れた。

　珍しくフェルが緊張しているように見えるのは、すぐ隣で跪ひざまずく宗司が普段と違う雰囲気を──ギャルソンの格好にオールバックにした髪形──放っているせいだろう。

　雰囲気のせいだと理解していても、恋する乙女の瞳には普段の三割増しカッコよく見えてしまう。

　一乃にキリカ、リリスも照れたように頰を赤く染めて宗司とフェルのやり取りをじっと見詰めていた。

「う、うなぁ」

　ふっくらと弾力のある彼女の頰を、宗司は指先で少し強く撫なでるようになぞりクリームを拭ぬぐって行く。

　どうということのない仕草にすら、フェルの心臓はドキドキと鳴る。

　カチリ──と、宗そう司じのスイッチが入った音を、誰か聞いていただろうか。

「おまえの可愛かわいい頰ほおに、クリームがついていた」

　普段の宗司には似合いもしない気取った台詞せりふをクールに言ってのけるや、当たり前のような自然さでクリームのついた指先を舐なめた。

「ふっ」

　トドメに、やはりクールな、しかしクールさの中に優しさが混ざった小さな笑み。

「うなぁっっっっっ──！」

　フェルが爆発した。

　ように、びっくんと大きく背筋を伸ばしネコミミもまた天を指してピンと屹きつ立りつした。

　顔が真っ赤だ、首筋まで。

「……う、うなぁー」

　フェルは硬直している。しかし、口元は夢見心地に緩んでいた。

「あ……あ、あなた」

　十秒近い沈黙があり、ようやくという感じで一いち乃のが口を開く。

「す、凄すごいわね、何だか、色々と」

「ありがとう一乃。ふっ、恥ずかしい話だが、今日のために料理教室に参加していた甲か斐いがあったというものだな」

　あくまでクールに答え、宗司は何事もなかったかのようにクレープを載せた皿を置く。

「夕食用にビーフシチュー、デザートのためにパウンドケーキの準備もしているから期待しておいてくれ」

「アハハハハ、イチノの凄いは、そ、そういう意味じゃないと思うんだけど」

「兄さまが、カッコいい」

「そんなに褒ほめてくれるなリリス、さすがに照れ臭い」

「でもどうして──」

　はっ、と一乃は気付いた。鋭く、キリカを、そしてリリスを見る。

　彼女たちも同じ事に気付き、同じ目をしていた、そう狩人かりゆうどの眼まな差ざし。

　思い起こせば、冗談で『オレサマ系台詞レッスンテープ』を聞かせた際（四巻参照）も、白衣やらのコスプレをさせた際（五巻参照）もわかりやすく外部から影響されていた。

　今日の宗司はギャルソン姿にオールバックと、気合の入った格好。

　おまけにホワイトデーにかける意気込みも並々ならぬものがある。

　役に入り込む、と言うべきか──すなわち今の宗司は。

「宗司が……イケメン化している」

「イケメン化？」

「そう、イケメン成分の過剰摂取による血中のイケメン濃度が上昇、高まりすぎたイケメン成分が表出し遂ついには自らもイケメンとなってしまう。これをイケメンバイオハザードと呼び厚生労働省でも注意を──」

「そ、そんな、恐ろしいよっ」

　いつものくせで思わず冗談に走った一いち乃のとキリカを他よ所そに。

　リリスが、動いた。

「兄さま、具材の種類が多すぎてリリス迷ってしまいます、」

「そこで、兄さまにチョイスしてもらえればと思っています」

「ああ、勿もち論ろん構わないさ」

　妹の頼みにイケメン化した兄は快かい諾だくする。

　なお、このイケメンは宗そう司じのイメージ上のイケメンであるため実在するイケメンとは多少異なる場合もあるだろうが気にしてはならない。

「ではではどうぞどうぞ、」

「こちらへどうぞ」

「ありがとう」

　リリスとリリスに促うながされるまま、宗司は二人の間に腰を下ろした。

　すかさずリリスとリリスは身を寄せ、宗司を挟み込むように膝ひざと膝をくっつける。

「ふっ、仕方ないお姫さまたちだ」

　クレープを包み辛づらくなるだろうに宗司は文句らしい文句も言わず、余裕のある大人びた態度でリリスに小さく微笑ほほえみかけた。

「それではお姫さま、どのようなクレープがお好みで？」

「は、はい、リリスは甘いのが良いです、」

「リ、リリスの方はごはんっぽいのでお願いします」

「わかった。少し待っていてくれ」

　芝居がかった台詞せりふで軽くリリスをときめかせ、宗司はクレープを包み始めた。

　片方はツナサラダにチーズを混ぜるようなチョイスを、もう片方には桃に蜂はち蜜みつを和あえるように。こっそり通った料理教室の成果か、実に鮮やかな手つきだ。

「ああっ、クールな兄さまも素敵です、」

「こんな兄さまにいじめられたいです……」

　うっとりと、恍こう惚こつめいた表情でリリスとリリスは宗司の横顔を見上げていた。

「さあ、どうぞ」

　包み終えたクレープを両手に、宗司がそれぞれのリリスの口元に差し出した。

「いただきます、」

「いただきます」

　うっとりとした顔と声でリリスはクレープを口に運んだ。

「美う味まいか？」

「はい、美お味いしいです」

「なら良かった」

　声を揃そろえてリリスが言い、最後に宗そう司じが飛び切りの笑顔を浮かべる。

　リリスに喜んでもらえたのが嬉うれしいのだと、相手にも伝わるような朗ほがらかな笑顔だ。

　大人びた態度をしていたかと思えば、不意打ちのように見せた子どものような無防備な笑顔、そのギャップがリリスの胸を貫いた。

「ほふぅ、」

「はふぅ」

　束つかの間、クレープを口に運ぶことも忘れて熱っぽい溜ため息を漏らすリリス。

「もっと食べたくなったら、いつでも言うんだよ」

　頭を撫なでるように、リリスの柔らかな髪を指先ですくい宗司が立ち上がる。

　そのまま視線を二人へ──一いち乃のとキリカへ向けた。

　リリスのためのクレープを作っている頃から、宗司は一乃とキリカがじっこちらを見詰めていることに気付いていた。

　熱心な眼まな差ざしとは少し違う、『いいなー』という感じの視線だった。

　ついでに一乃の後ろ辺りにいる『煉獄カサルテイリオ』の獣たちが空気を読んでリビングから撤退（食べかけのパンケーキを持って）しているが、それは置いておこう。

「ふっ──」

　イケメン化した宗司の脳髄は、一乃とキリカを見詰め返し、瞬時に的確な二名連続攻略プロジェクトを組み上げる。

　イケメンならこの程度出来て当然、おお、イケメンの何と恐ろしいことか。

　さらに、宗司の狡こう猾かつなるイケメン頭脳は同時攻略より連続攻略が確実と判断する。

「キリカ、手元を見た方が良いな」

「えっ、あっ、わっ、ホントだっ！」

　あわわっと慌てるキリカ、半分だけ齧かじっていたクレープから蜂はち蜜みつヨーグルトが垂れて彼女の手はべとべとに汚れている。

「問題ない、おれに任せろ」

　ギャルソン姿の宗司は片かた膝ひざをついて跪ひざまずき、ベストの胸元に差していたナプキンをすばやく抜き取りキリカの手を拭ぬぐった。

「あっ……んっ」

　ぎゅっ、と掌てのひらを包み込むように握られてキリカの青い瞳ひとみが僅わずかに揺れた。

　普段とは違う大人びた宗司の顔がすぐ傍そばに、キリカの胸は思わず高鳴る。

　そのせいだろうか、キリカにはナプキン越しに触れた指がひどく熱く思えた。

　掌てのひらを、甘く撫なでられているような錯覚。

「はううう、こ、これ、ダメだ、変な気分になるよぅ」

「動くなよ。おれが綺き麗れいにしてやる──」

　渋く、低く、囁ささやくような声がキリカの耳みみ朶たぶを震わせる。

「……ん」

　こくん、と僅わずかに肩を震わせ小さくキリカは頷うなずいた。

「良い子だ」

　やがて静かに、宗そう司じがナプキンをキリカの手から離す。

　終わった、と思いキリカが小さく安あん堵どの混ざった息を吐く。

「キリカ」

「な、なに、ソージ」

　だがその安堵を貫くように、宗司がくいとキリカの顎あごに手を添えた。

「唇」

　吐息が触れるほどの距離、片かた膝ひざをついた姿勢のまま青い瞳ひとみを見詰められ、青い瞳もまた見詰め返す。

　銀色の髪が僅かに揺れたのは、キリカの鼓動が激しすぎるせいだろうか。

「ダメ……」

　半ば無意識的に、彼女はその目を閉じて少しだけ唇を綻ほころばせた。

　目を閉じ鋭敏になった感覚が、唇に触れた熱い感触を脳に伝える。

　それは、花びらの縁ふちをなぞるようにキリカの唇を撫でて行く。

　ぽうっと、キリカの頭は熱く蕩とろけて行く。

「取れたぞ、キリカ」

「……え？」

　目を開けて、青い瞳をぱちくり。

　キリカの唇についていた蜂はち蜜みつを指の腹でなぞり拭ぬぐい終えた宗司は、キリカをぞくりとさせるような笑みを浮かべて言った。

「何を勘違いしてんだキリカ？」

「……ううう、ソージのイジワルぅ」

「ふっ、いじめて欲しそうな顔をしていたおまえが悪い」

「うううー」

　声だけは拗すねたように、キリカが顔を背そむけた。

　その頰ほおは桃色に染まり、青い目元はとろりと潤うるんでいた。

　吐息もまた心なしか熱く、今もほうと艶つやの混ざった溜ため息をついている。

　それ以上は追及せず、宗司はすくりとキリカの傍そばから立ち上がり視線を動かした。

　赤い瞳ひとみが、宗そう司じを待ち構えていた。

「ふふふ、なかなかやるじゃない」

　高慢かつ優雅に、すらりとした脚を（ワイシャツの下、スラックスに包まれているのが多少残念だ）組み一いち乃のは言う。

「でも、私が他の女のようにちょろい相手だと思わないことね」

　現状では誰よりちょろい女が唇の端を吊つり上げ不敵を装っているが、赤い瞳は泳いでいるわ、顔は真っ赤だわと酷ひどいものである。

　というか、明らかに何をされるのか期待している顔である。

　宗司は不敵に笑った。

「おまえが何の話をしているのか、おれにはわからないな」

「あら、それは随分と面白い話ね」

　半歩、宗司は一乃に近寄る。

　キリカと同じソファーに座っている一乃には、それで十分距離が詰まる。

　不意に、宗司の足がもつれてよろめいた。

「くうっ」

　苦々しく呻うめいた顔を隠すように、掌てのひらで覆う。

　おお、何と言うことか急激なイケメン化による反動がいよいよ最後の一人となったこの段階で襲ってきたのだ。

「宗司！」

「え？　ソージどしたの！」

「兄さま！」

「うなっ？　うなー！」

　一乃が叫びを上げ立ち上がると同時に、宗司の体を受け止めた。

　拗すねていたキリカ、うっとりしていたリリス、呆ぼう然ぜんとしていたフェルも叫び声に反応して我を取り戻し腰を浮かす。

「す、すまん。大丈夫だ。座ってくれ」

　あくまでクールに、ギャルソン姿の宗司は答える。

　だが宗司を抱きとめた一乃の赤い瞳は鋭い。

「あなた、最近あまり寝てないでしょう」

「ぐっ」

　宗司が呻く。図星だった。料理教室で習った諸もろ々もろを、同居している一乃たちにばれないよう深夜こっそり復習して今日に備えていたのだ。

「ねえソージ、今日、何時起きしたの？」

「……五時だ」

「もしかして兄さま、それはこの後に続くビーフシチューや、」

「パウンドケーキの仕込みなども含まれていますか？」

「…………ええと、はい」

　段々と、普段の調子に戻りつつある宗そう司じが微妙に弱々しく答えた。

「うなー、がんばり、すぎて、がそりん、きれたー？」

　概おおむね、その通りである。疲れが溜たまっていたのだろう。

「馬ば鹿かな人」

「バカだね」

「兄さまは馬鹿です」

「やーい、ばーか、このばーか」

「やかましいわ！　折せつ角かくのホワイトデーなんだから少しぐらい張り切らせろよ」

「それが馬鹿だと言うのよ、バァカ」

　宗司の弁解は即座に叩たたき落されたが、彼女たちの表情は木こ漏もれ日のように柔らかい。

　一いち乃のは呆あきれたように溜め息を吐つくと、長い黒髪をかき上げソファーに戻り。

「ん」

　ぽんぽんと、両の掌てのひらで自分の膝ひざを叩いた。

「……何だよ」

「私の膝を貸してあげる。少し寝なさいな」

「いやそう言われても。この後にも予定が」

「手伝うわよ、私たちが」

　重ねて催促するように、一乃がぽんぽんと再び膝を叩いた。

　今は黒いスラックスに包まれた太ふと股ももだが、宗司は何度もその下にある白い肌と引き締まった太股を目にしている。

　宗司は迷うように他の少女たち、キリカ、リリス、フェルを見た。

　彼女たちは何も言わなかった。

「……わかったよ、じゃあ少しだけ休ませて貰もらう」

　疲労と一乃の太股に負けた宗司は皺しわにならないようベストだけ脱いで三人掛けのソファーに、一乃の膝枕に横たわった。

「おやすみなさい」

　囁ささやくような声と共に、一乃はそっと宗司の目ま蓋ぶたを撫なでた。

「ああ……おやすみ」

　頭を預けた一乃の膝は淡い花の香りがした──一乃の匂においがした。

　赤ん坊のように両手足を軽く丸め、宗司はあっという間に眠りへ落ちていった。




「……ソージ、寝ちゃったの？」

「ええ、寝たわよ」

「子どもみたいな寝顔をしてます」

「うなー、かわいいよね」

「ですわね。張り切りすぎてエネルギー切れなんて、馬ば鹿かみたいですわ」

「あらリア、ペンギンはやめたの？」

「こっちも一旦お開きですわよ」

「そう」

「イチノ、とりあえず十五分交代でどうかな？」

「ええ、良いわよ」

「では、リリスたちはいまのうちに片付けをしておきますか」

「うなー、てつだうぜー」

　半ば以上眠る宗そう司じの耳に、そんな会話が聞こえた気がした。

　みんな、優しい声をしていた。






日誌　三　高校二年最後のゲーム同好会






　三学期、終業式が終わった。

　時刻は昼をやや回った頃、宗司はいつものように部室へ向かった。

「うーす、今日はどうするよ……んぅ？」

　部室には一いち乃のにキリカ、リリスとリリス。要するにいつもの面々がいた。

「遅かったわね宗司」

「やほー、ソージラブー」

「お疲れさまです兄さま」

　最近大活躍であったコタツは部屋の隅に追いやられ、久方ぶりに古びたテーブルが中央に鎮座していた。ついでに、どこから調達したのかは不明だが電気ストーブがある。

「掃除当番だったんだよ……ん？」

　答えながら、宗司は小さく首を傾かしげた。

　一乃たちは制服でなく、ノースリーブのシャツにミニスカートという格好。

　テーブルの上には、ラケットが人数分置いてあった。

「ああ、テニス？」

「そう、テニスよ」

　しゃらり、長い黒髪をかき上げながらテニスウェア姿の一いち乃のが立ち上がる。

　宗そう司じにその姿を見せ付けるように、片手を腰に片手を後頭部に、色っぽいしなを作り赤い瞳ひとみでウインクを一つ。

「ふふっ、どうかしら」

　悪戯いたずらっぽく、僅わずかに微笑ほほえんだ。

　すらりとした一乃の体、テニスウェアから伸びた手足も眩まぶしい。

　そして宗司は、孫を見守る祖父の如ごとき眼まな差ざしで言う。

「外はまだ結構寒いのに、そんな薄着で動き回るなんて元気だな」

「せいっ！」

「ぎゃあ！」

　ぼっかん、と宗司の頭を一乃がラケット（ガット部分）で殴った。

「な、何をする！」

「そんな枯れ果てた感想は求めてないのよ！」

「さすがに今のはないよソージ」

「はい、いくらなんでも悲し過ぎます」

　赤い瞳を吊つり上げて怒る一乃、青と虹にじ色いろの瞳を細めて呆あきれるキリカにリリス。

「そう言われてもな……」

　叩たたかれた部分をさすりながら、宗司は困ったような顔をした。

「テニスウェアって言うけど……普段のワンピースとか夏場の薄着と何が違うんだ？」

「……」

「……」

「……」

　一乃が、キリカとリリスへ視線を向けた。

　キリカとリリスが席を立ち、お互いの姿を観察するように眺める。

　ノースリーブのシャツに、ミニスカート。スレンダーな一乃の体を、柔らかそうなキリカの体を、幼く小さなリリスとリリスの体を包んでいる。

　確かに、冬場ならともかく、夏場ではありふれた格好である。テニスウェアであることは間違いなく、これも一種のコスプレであることは間違いないのだが……

「そう言われてみれば、確かに」

「テニスラケット持ってないと、限りなく普段着と言うか」

「特徴がありませんね」

　宗司の言葉の正しさを認めざるを得ず、若干トーンダウンする女性陣。

「私としたことが……なんて愚かな」

　特に一いち乃ののショックは大きかったのか、テーブルに手をつき肩を震わせている。

　触れてはいけない、硝子がらす細工のような空気が彼女を覆う。

「そ、そもそも、何だって突然テニスを始めるんだ？」

　空気を変えようと、乾いた声で宗そう司じが聞いた。

「え、えっとねっ。そもそもは『高校二年、最後のゲーム同好会を記念して何かやろう』ってイチノが言い出したんだよ……」

　ノースリーブシャツ、豊かな胸の前で指を合わせるようにしてキリカが答える。

「リリスは中学二年生ですが、」

「面白そうなので賛同しました」

　こちらは淡々と、リリスとリリスが鏡合わせに並んで言う。ただ、スカートの短さが気になるのか、何度かスカートの表面を掌てのひらで撫なでていた。

「……なるほど、で、テニス？」

「うんっ」

「はい」

　銀色の髪を、小さなポニーテールを揺らしてキリカとリリスが頷うなずいた。

「どうせなら、わたしたちが普段絶対しないようなことをしようって話になって」

「何があるかと考えた結果、テニスはどうだろうという話になりました」

「ううむ、確かに、テニスをやる機会はないだろうなあ」

「道具はともかく、広い場所が必要ですし、」

「競技自体は有名でもルールを詳しく知っている人は少ないですから」

「うん、実際わたしたちもフェルがお使いに行ってる間にルールのこと調べようって言ってたぐらいだしね。調べる前にソージ来ちゃったけど」

「あん、そういやあのネコミミが……」

「──あったわ！」

　突然、一乃が叫んだ。

「ど、どうしたんだ？」

　思わず、宗司、キリカ、リリスの視線が彼女に集まる。

　すらりと、刃やいばのように堂々たる笑みを浮かべて一乃は告げた。

「テニスウェアは、ただの服ではない」

「なに──！」

　部室の空気を塗り替えるような、厳おごそかな声。

　持論を覆されるのか、宗司が緊張を顔に宿す。

　心底どうでもいい話ではあるのだが、その無意味な緊張感に吞のまれキリカとリリスもまた表情を引き締め、あるいは消した。

「知っているかしら宗そう司じ、テニスウェアに付随する『アンダースコート』と呼ばれるものの存在を！」

　拳こぶしを握り、赤い瞳ひとみを輝かせ、無意味に力強く彼女が叫ぶ。

「ぬぐううう！」

　やっぱり雰囲気に流され、宗司は顔中で驚きよう愕がくを表現しながら一歩下がった。

「アンダー、スコート……だと？」

「その様子では知らないようね」

　余裕に満ちた態度で、彼女は薄い胸を強調するように腕組みをする。

　傍そばにいるキリカもまた、その青い瞳を見開き銀色の髪を振り乱して驚きを顕あらわにする。

「そんなっ！　イチノ、イチノは──まさか！」

　ただならぬ様子に、宗司は息を吞のむ。

　表情に乏とぼしいリリスですら、はっきり理解できるほどの驚き、そして僅わずかな畏い怖ふを込めて揺れる虹にじ色いろの瞳で一いち乃のを見ていた。

「ありえません、森もり塚つか一乃、」

「死ぬ気ですか」

　アンダースコートとは一体──宗司の緊張は、否いや応おうなく高まって行く。

　はた、と宗司は気付いた。

　コスプレという概念から考えアンダースコートとは恐らく身に着けるものだろう、アンダーつまり何かの下に。

　そして加えて、何な故ぜ一乃は、わざとらしく腕組みをしたのだ。

　わざわざその薄い胸を強調するように。

　閃ひらめき、まさしく閃せん光こう。

　読めた──内心で、宗司が会心の笑みを浮かべる。

　時を同じくして、不敵に傲ごう慢まんに華麗に微笑ほほえむ一乃が腕を解ほどき、自らの肩口に添えた。

　そのまま少し力を入れて、シャツの肩部分を左右にずらせば。

　宗司が推理した『アンダースコート』、すなわち胸部分に装着する、テニスウェアに必須の何か特殊な衣装が顕になる。

　完璧な読み筋だと、宗司は胸中で自画自賛した。

　理解していれば、何が飛び出たところで、恐れることは何もない。

「……」来い、受け流してやる。

　彼はそう心の中で、立ちふさがる一乃に語りかけた。

　読み通り、一乃は肩に触れた手を──

「残念でした」

　電光石火、手を下ろし。

「本当は、こっち」

　ミニスカートの裾すそを、見せ付けるように持ち上げた。

「──────っっっっっ！」

　二重の意味で不意をつかれ、宗そう司じは赤い絵の具でも浴びたように激しく赤面する。

「い、いいいい、いち、いち、いち、おま、おまえ」

　酸欠の金魚を連想させる勢いで口をぱくぱくさせる宗司に、一いち乃のは赤い唇の端を吊つり上げて勝ち誇った笑みを浮かべた。

「これがアンダースコートよ、下着の上から着用するもう一枚の下着、とでも言うべきかしら。デザインは色々あるけれど、フリルのついた白が一般的ね」

　うろたえる宗司を眺めるのが楽しくて仕方ないのか、赤い瞳ひとみに邪よこしまな輝きが浮かぶ。

「ほらテニスウェアはスカートの丈が短いでしょう。でもテニスをするならば激しく動き回る必要がある。そこで見えても良いようにアンダースコートを着用するの。役割的にはブルマやスパッツ、短パンと同じね。テニスだけでなく、チアリーディング等でも使われる比較的一般的なものよ」

「そ、そう、そう、なのか」

　今更やっと、という感じで返事をし、宗司は掌てのひらで赤い顔を覆い隠した。















「ふふっ、可愛かわいい反応ね。どうしたの、もっと見ても良いのよ？　別に見られたって何の問題もない衣装なんですもの」

　上機嫌の彼女は、闘牛士のように摘つまんだスカートを左右に振って宗そう司じを誘う。

　しゃらりふわり、スカートと共に長く艶つやのある黒髪が左右に揺れて淡い花が香る。

　宗司の顔面には赤絵の具が追加され。

「ま、まさか……そこまで、捨て身になるなんて……」

「リリスも、さすがに、真ま似ねできるかどうか……」

　キリカとリリスすら、顔を赤くして恥ずかしそうに青いあるいは虹にじ色いろの瞳ひとみを伏せた。

　ガラリ、部室のドアが開く。

「ただいまー」

　長い赤毛の上にぴっこりとネコミミを生やした、キリカの胸とリリスの身長を併せ持つ少女──フェルが、同じくテニスウェア姿で部室に入って来た。

「あんだーすこーと、にんずうぶん、ちょうたつしてきたぜー」

「…………………………え？」

　長い長い沈黙の末、森もり塚つか一いち乃のは自分の下半身に視線を向けた。

　テニスウェア、摘んで持ち上げた短いスカート、堂々と見せ付けていたその場所に。

　アンダースコートはまだそこになかった。

「─────ッッッッッ！」

　一乃は声にならない悲鳴をあげた。




「ま、まあその……元気出せよ」

「……」

　一乃は何もない壁かべ際ぎわに体育座りで座り込み、背中を丸めてじっと壁を見詰めていた。

　テニスウェアで、今はちゃんとアンダースコートをはいていた。

　長い黒髪の流れた背中が、ひどく煤すすけていた。

「あれは、その、悲しい事故だったんだ」

　本当に悲しい事故である。

　アンダースコートがないのでフェルに調達を頼んだことを忘れていたとは。

　一乃が凹へこんでしまうのも、無理はない。

「えーと、イチノ紅茶飲まない？　ほら、リリスが淹いれてくれたよ」

　すぐ傍そばで、慰めようと頑張っている宗司とキリカ。リリスはテーブルで紅茶を淹れ、フェルは面倒ごとが起こるのを察して逃げ出した。

「…………とおいせかいに、たびにでたいです」

　大変虚うつろに、一乃の声が響く。

「あ、あれだよイチノ！　ここは前向きに考えようよっ！」

「まえむきに？」

　ちらと肩越しに、一いち乃のがドブ川のように淀よどんだ眼まな差ざしを向ける。

「うんっ！　黒で肌触りが良いちょっと高級品を身につけてる時で良かったと思えばっ」

「…………みんなしねばいいのに」

　一乃が再び心を閉ざした。

「…………キリカ、今のはない」

　ついでに宗そう司じも思い出しちゃって赤くなった顔を隠した。

「ごめん、わたしも途中から、これはダメだと思ったんだけど……」

　しょんぼりと、キリカの方も少し肩を落とし銀色の髪も萎しおれる。

「全く、見ていられませんね、」

「ここはリリスの出番でしょうか」

　紅茶を淹いれたリリスとリリスがそれぞれの手にカップを一つ、宗司とキリカに渡す。

「兄さまも沢さわ村むらキリカも、」

「紅茶でも飲んで落ち着いてください」

「ああ、ありがとうリリス」

「ありがと、助かるよ」

　入れ替わるように、宗司とキリカが半歩下がり、代わりにリリスが体育座りして壁を見詰める一乃の傍そばに立った。

　そしてリリスとリリスは、鏡を合わせたような静かな顔で淡々と語りかける。

「元気を出して下さい森もり塚つか一乃、」

「痴ち女じよキャラ的には美お味いしいシチュエーションではありませんか」

　ごんっ。一乃が壁に頭を打ち付けた音である。

「……と、トドメを刺しやがった」

　否いな。

「そもそも、今更下着を見られた程度で恥ずかしがる必要はありません、」

「それ以上の醜しゆう態たいを、どれだけ晒さらしていると思っているのですか」

　ごんごんっ。

「確かに、自分でスカートをめくり上げて、」

「これ見よがしに下着を披ひ露ろうする姿は凄すさまじいものがありましたが」

　ごんごんごごんっ。

「自分の注意力のなさと間抜けさを怨うらむしかありません、」

「まさに自業自得、ざまあみろです」

「もう止やめてリリスっ！　イチノの心もさすがにデッドゾーンだよっ」

「そうだぞ！　そろそろ一いち乃のが泣きかねない！」

「……わたし、なかないもん」

　しかし、リリスは表情一つ動かさずに言った。

「これでも手加減はしています、本来ならキャラクター崩壊も覚悟で、」

「高笑いを上げながら森もり塚つか一乃の周りをぐるぐると回り」

「黒パンツ、黒パンツ、黒パンツ、」

「と手拍子しながら囃はやし立てたいところです」

「えげつないにも程があるよっ！」

「おれの妹の中に邪悪極きわまりない悪魔が育っていた！　悪い妹だ！　悪い妹がいる！」

　心の傷を躊ちゆう躇ちよなく抉えぐりに行くリリス、恐るべし。

　あのシスコン宗そう司じの胸中にすら薄ら寒いものが吹き抜ける、が。

「ですが兄さま──」

　くるりとリリスは振り返り宗司を見た。

「そんな悪い妹は、」

　きゃるん、と鏡合わせのリリスとリリスが小悪魔めいて左右対称にウインクを一つ。

　内緒話でもするように、可愛かわいらしく人差し指を小さな蕾つぼみのような唇に当てた。

「お嫌いですか？」

「大好きです！」

　シスコンが力強く叫んだ。もう駄目だ。

「わーい、兄さまー、」

「リリスも兄さまが大好きです」

「うん、おいでリリス」

　瞳ひとみを輝かせ、両手を広げる宗司。

　リリスとリリスもまたキラキラと虹にじ色いろの瞳を輝かせ宗司の腕の中に飛び込んだ。

「でも、今回はやりすぎです」

　ごっちん、ごっちん。

「はうー、ごめんなさいです兄さま、」

「うにー、ごめんなさいです兄さま」

　拳げん骨こつ落とされた頭を抱えて、リリスが蹲うずくまる。

「反省してるなら良し……だが」

「……ソージ、イチノの周囲がこう、どよんとしてるよっ」

「コンナセカイ、ホロボシテヤル」

　一乃は末まつ期き的てきな状況にあった。黒髪は艶つやを失い、彼女の周囲だけ重力が増し、空気が腐ったようにさえ見えた。

「何てことだ！　もう、おれには一いち乃のを救う方法はないのか！」

　己の無力さに宗そう司じが歯は嚙がみをする。

「ソージ、残念だけど」

　キリカがそっと青い瞳ひとみを伏せ、悲しげにその豊かな胸を持ち上げるように腕を組んだ。

「……、」

「……」

　ぶっちゃけ自分たちが元凶であると理解しているリリスは空気を読んで沈黙した。

　実は結構楽しかったことも内緒である。

　順調に黒くなっている妹たちだが、果たして誰の影響を受けたのだろうか。

「こうなれば、強引にでも──」

　それはさておき、宗司が覚悟を決めたその瞬間。ゆっくりと一乃が、振り向いた。

　目が死んでいる、赤い炎のような瞳は今にも吹き消されてしまいそうだ。

「宗司……」

「な、何だ、一乃」

　消え入りそうな声で呼ばれ、宗司は奇妙な緊張を覚えた。

　じっ、と何十秒か一乃は宗司を見詰めて、ちょこんと小さく頭を差し出した。

「撫なでて」

「な、撫でる？」

「十分間、『可哀かわい相そうだったね、でも嫌いにならないよ、一乃が頑張ってること知ってるよ』って言いながら撫でて」

「台詞せりふ指定まで……」

　宗司はちらとキリカ、そしてリリスを見た。

　彼女たちは黙って頷うなずいた。

「わかった、じゃあ十分間、全力で撫で撫でさせてもらう」

　極きわめて真面目まじめに、表情を引き締めて宗司はそっと差し出された一乃の頭に掌てのひらを置く。

　しゃらりとした黒髪からは、淡い花に似た香りがする。

「か、可哀相だったね、でも嫌いにならないよ、一乃が頑張ってること知ってるよ」

　やがて十分が過ぎた。

「ふぅ、どうやら私としたことが少々取り乱してしまったようね」

　凜りんと、長い黒髪をかき上げて一乃は言った。

「わー、ホントに十分丁度で立ち直ったよ」

「はい、リリスは少々森もり塚つか一乃を侮あなどっていたのかもしれません」

「何でもいいよ、とりあえず一乃が正気に戻ってよかった」

「さあ全すべての過去を洗い流すためにも！」

　色々なものを振り払うように、一いち乃のは大おお袈げ裟さに、大きく黒髪を揺らし体全体を使ってテニスラケットで窓を指した。

「今年度最後のゲーム同好会を記念してテニスをするわよ」

　そのまま、つかつかと窓に向かって彼女は歩いて行く。

「いや、コートどうすんだよ」

　不思議に思いながら、宗そう司じは彼女の後を続く。

「大丈夫よ！　コートはこの燃えるテニス魂でどうにかするわ！」

「物理的に無理だろ、スペース足りねえよ」

　荒あら谷や学園は山中にあり、第三旧校舎はそのハズレ。

　周囲に多少のスペースはあるが、少し向こうは山の木々が立ち並んでいる。とてもではないがテニスコートを作るスペースはない。

「大丈夫よ宗司。見なさい、既に主審が一名、副審が二名そこで待機しているわ」

「ペンッ！」

「ワンッ！」

「マンボーウ」

　窓枠のすぐ傍そばに待機していたらしき赤いペンギンと、子犬と、タライに入ったマンボウが元気良く片手を上げた。

「さらに、ボール拾いも三名」

「ウサー」

「ぴよー」

「ゾーウ」

　山中へ繫つながる木々の陰からひょっこり、ウサギにヒヨコにミニゾウが出現した。

「うん、だからコートどうするんだっていう根本的疑問はどうするんだ」

　軽く手を上げて獣たちに挨あい拶さつを返しつつ、宗司がぼやく。

　しかし一乃は全く話を聞く気配はなく。

「あの子達たちの努力を無駄にしない為ためにも、行くわよ！」

　すたっ、一乃が窓枠を踏み外へと跳んだ。

　黒髪がなびき、スカートがめくれてアンダースコート（白、フリルつき）が見えた。

「じゃ、わたしも」

「リリスも失礼します」

　宗司の横を通り過ぎるように、キリカとリリスも窓枠を乗り越えて屋外へ出た。

　一乃と違ってジャンプせずに普通に乗り越えたのでスカートの中身は不明である。

　第三旧校舎の外へと降り立つ一乃たち。

　その黒い、銀の、柔らかな髪を三月のまだまだ冷たい風が揺らしノースリーブシャツとミニスカートで構成されたテニスウェアの上から体を撫なでて行く。

「くしゅん」

　全員揃そろって、可愛かわいらしいくしゃみをした。

「はい、撤収するわよ」

「テニスはどうした！」

「ソージ、こんな寒いのにテニスとか正気じゃないよ？」

「そうだね、一番最初におれが指摘したよね」

「そもそも兄さま、いい加減正午を回っているのですから、」

「食事にしませんか」

「言われてみれば確かにお昼時ですけれど！」

　窓枠を再びよじ登り、ぞろぞろと一いち乃のたちは部室に戻って行く。

「……何て行き当たりばったりの奴やつらだ」

　呆あきれて溜ため息を吐つく宗そう司じの視線の先で、一乃たちは部室の隅に置いていた鞄から昼食の弁当箱を取り出していそいそと昼食の準備を始めていた。

「まあ良いか、確かに腹も減ったし」

　改めて、宗司は校舎の外、『煉獄カサルテイリオ』の獣たちの方を向く。

「おーい、おまえらも一緒にメシ食わないか？」

「ペーーーンッ！」

　わっ、と獣たちが歓声を上げた、

「うなー、きょうの、おべんとうは、なにかなー」

　さり気なく、一匹逃げ出したはずのネコミミが混ざっていた。

「マンボッ、マンボッ──マンボーウッ！」

　喜んで飛び跳ねていたマンボウが、飛び跳ねすぎてタライから落ちた。

「マンボーウ！　しっかりしろマンボーウ！」

「うなっ」

「ペーン！」

　リーダー（であるはずの）フェルより素早く、ペンギンがぴくぴくと地面で痙けい攣れんするマンボウをタライに戻してタライごと頭の上に乗せた。

「ナイスだペンギン！」

「ペーン！」

　サムズアップし、ペンギンを褒ほめ称たたえる宗司。

「よーし、みなのものー、しゅっぱつだー」

　一応リーダーであるフェルに従い、獣たちが移動を始める。どうやら表から回って部室まで来るつもりらしい。

「宗そう司じ、寒いから窓を閉めてくれるかしら。それとテーブルをコタツに戻して欲しいのだけれど」

「おう、了解」

　窓を閉め、宗司は一いち乃のに頼まれた仕事に取り掛かる。

　少しして、

「みなのものー、とうちゃくだー」

　部室のドアが開きフェルと獣の一団が現れ賑にぎやかな昼食が始まった。

　それはきっと、テニスよりも今年度最後のゲーム同好会に相応ふさわしい光景だった。






日誌　四　夜桜






「春休みになったことだし、お花見に行かない？」

　朝に一乃が言い、皆が賛成した。

「おっ、いいねー」

「じゃあまずは食料の準備だね」

「寝袋も必要ですね」

「よーし、フェル、さくらのかくれめいしょを、おしえちゃうぞー」

「あまり騒いではダメですわよ？」

「え？　花見、だよな？」

　しかし、もうこの段階で何かおかしかった。




　その夜。

「昨日、『二年最後のゲーム同好会がどうのこうの』ってやった翌日に戻って来ることになるとは思わなかったぜ」

　穴場といえば、これ以上ない穴場であろう。

　荒あら谷や学園第三旧校舎、いつものゲーム同好会部室の外にピクニックシートを敷き彼らは車座に座っていた。

　まずないだろうが、誰かに見つかった場合のことを考えて制服姿だ。

　宗そう司じがブレザー、一いち乃のとフェルがセーラー服（色違い）、キリカがブレザーでリリスはワンピース。リアだけは、いつもの胸と背中が開いた赤いドレスを着ていた。

　ピクニックシートの上にはお茶とジュースのペットボトルに紙コップ、桜餅もちと道明寺の甘かん味みを詰めた重箱だ。夕食は既に終わらせて来ているので夜食になるのだろうか。

　しかし、まだ誰も手をつけていない。

　誰もが、桜を見上げていた。

「綺き麗れいね」

　一乃が、独り言のように呟つぶやく。

「……うん」

　誰かが独り言のように頷うなずいた。

　校舎と山の間にぽつんと一本、桜がその花を咲かせ、夜風に花びらを散らしていた。

　夜桜。淡い月と星の明かりを浴びて孤独に佇たたずむ姿は幻想的ですらある。

　光の加減のせいか、散る花びらは白く照らされているようだった。

　くるくる、と吸い込まれるような美しさに言葉は少ない。

　夜風は静かで、月光は淡く、街の喧けん騒そうは遠く、深しん々しんと夜桜は雪のように降る。

　花びらが落ちる。夜のような一乃の黒髪に、夜にすら輝くキリカの銀髪に、リリスとリリスの柔らかな髪に、ネコミミが生えた長い赤毛へ、金色の巻き毛に。

「……」

　宗司は自らの額に落ちた花びらを、指先で摘つまみ上げた。

「無粋を承知で言うが、昨日まで、桜なかったよな、ここ？」

　夜桜に見み蕩とれていた一乃たちが視線を外し、宗司の方を向いた。その顔には揃そろって安あん堵どのようなものが浮かんでいる。

「……良かったわ、私だけじゃなかったのね疑問に思っていたの」

「うんっ、インパクトに吞のまれて言い辛づらかったけど、なかったよね昨日まで」

「こういう不思議な現象が起こったときは、大体犯人がいるものです」

「あー、わたくし、超心当たりがありますわ」

「おれもだ」

　宗司たちの視線が、今度は赤毛のネコミミ少女──フェルに向いた。

　フェルは硝子がらす球だまのような瞳ひとみで宗司たちを見詰め返し、静かに告げる。

「どうも、みなさんのよそうどおり、はんにんのふぇるです」

「やっぱりおまえか」

「うなー。しゅはんはフェルだけど、じっこうはんは、ななばんめ、うさぎだぜ」

「ウサギ？　ちょっと意外な名前が出て来たな」

「それで、これはどういう桜なのかしら」

「ふつうの、さくらだよ。あしたには、かれちゃう、まぼろしみたいな、もんさ」

「儚はかない話だねっ」

「月下美人のようです」

　因ちなみに月下美人とは一晩だけ花を咲かせるサボテンの一種である。

「まあ、一晩咲きの桜程度なら、害もなさそうですわね」

　言葉とは裏腹に、リアは眉み間けんに皺しわを寄せ警戒しているような顔つきだった。

「だいじょうぶだよー、ほんとうに、ただのさくら、なんのがいも、まじでない」

　証明するように、フェルはリアの縦に巻いた豪ごう奢しやな金髪に落ちた花びらを摘つまみ、ぱくりと食べて見せた。

「うなー、あんまり美お味いしくない」

「当たり前だろ、ほら、口直しに桜餅もちでも食えよ」

「わーい、そうじ、さんくゆー」

　宗そう司じがフェルの方に重箱を寄せると、彼女は片手に桜餅、片手に道明寺を持ち大口を開けて齧かじり付いた。嬉うれしいのだろう、表情こそ変化しないが赤毛の上でネコミミが元気良く跳ね回っていた。

　花より団子を地で行く姿に、突然の夜桜出現に驚いていた宗司たちも和なごみ、我知らず口元に笑みのようなものを浮かべた。

「花見のために桜まで用意してくれたと思えばありがたいことじゃないか」

「そういう考え方もありますね」

「だぜだぜー」

　フェルが今度はペットボトルに手を伸ばし、その赤毛の上でネコミミがピンと立つ。

「うなー、そういえば、かんぱい、してなかった。のみもの、まわすぜー」

「おっ、悪いな。ありがとう」

「きがきくだろ、よめにしてもいいんだぜ？」

「しません」

　と、フェルが飲み物を紙コップに注そそいではどんどん回して行く。

　バケツリレーの要領で次の相手に回し、車座になっている宗司たちを丁度一周、全員の手に飲み物が渡った。

「では、この私、森もり塚つか一いち乃のが音頭を取らせて貰もらうわ」

　すくり、長い黒髪を揺らし立ち上がった一乃は赤い瞳ひとみで全員を見回して言う。

「乾杯」

　かんぱーい、と残りの面子めんつが続き紙コップに口をつけた。

「あら、美お味いしいわねこれ」

「うん、レモン味？」

「爽さわやかで、後味が良いですね」

「ですわね」

「……ん？」

　ただ一人、宗そう司じだけが紙コップを口につけたところで手が止まる。紙コップの中には透明な液体。用意していた飲み物はお茶とジュースでどちらも色がある。少し疑問に思いフェルの方を見やれば。

　いつのまにか、フェルの隣にラベルも貼っていないペットボトルが置いてあった。加えて彼女もペットボトルの中味を飲んでいない。

　にやり──フェルが笑う。

「にやり、のんだな、おめーら」

　邪悪な声に、一いち乃のたちの動きが止まった。

「そっちが、フェルの、ほんめいだぜ」

「貴様！　何を盛った！」

「うなっなっなっ、『すなおになりすぎちゃう』ふしぎな、くすりさー」

　高笑いをするように、ネコミミを激しく左右に揺らしてフェルが告げる。

「素直に」

「なりすぎちゃう」

「お薬」

「ですの？」

　不思議そうな顔をしていた女性陣が、はっ、と気付いたように宗司の顔を見た。

「てめえら、はずかしいすがたを、さらせー」

「──ッッッ！」

　次の瞬間、ドクンと一乃たちの心臓が強く脈打ち──一斉に逃げ出した。

　一乃が、キリカが、リリスとリリスが、口元を押さえ窓を乗り越え部室に飛び込む。

　しかし足音は止まらない、そのまま部室からどこかへ走り去ったのだろう。

　果たして、彼女たちの身に何が起きたのか。

　逃げなかったリアは、ぼうんと音をさせ人間形態から赤いペンギンの姿に変化した。

「ペ、ペーン」

　そのまま、ピクニックシートの上に横たわり眠り始めた。

「うなー、しょうえねるぎーなぺんぎんにもどって、あまったりそーすを、げどくにあててやがる。なかなか、やるじゃん」

「じゃねえよ、おまえ何した！」

　ぐわし、宗そう司じはフェルの胸倉を摑つかんで詰め寄った。

　手の甲にたゆんたゆんなフェルの胸が当たっているが今はそれどころではない。

「だいじょーぶ、だいじょーぶ、きけんはないよ」

　硝子がらす球だまの瞳ひとみは相変わらず感情を見せず、焦る宗司の顔を映す。

「とってもあんぜん、むがいな、なぞの、おくすりです」

「不安を搔かき立ててくれてありがとう、そのネコミミ引っこ抜いて良いか？」

　ぴくぴくと震える宗司の眉み間けん、胸倉を摑む手にも力が入る。

「いいのかー、フェルにかまってて、いちのたちが、どうなるか、わかんないぜー？」

「このネコミミマジで性た質ちが悪いな！」

「うなー、おもしろいことになるかなーって、おもったの、ごめんなさい」

「くうう、素直に反省されると何だか責め辛づらい」

「ごめんなさい、フェル、はんせいしてます」

　キラキラキラ、硝子球の瞳から許して光線が発射される。

　根本的な部分で甘ちゃんな宗司は胸倉を摑む手を緩めるしかなかった。

「わかったよ、一いち乃のたちが倒れてたりしたら困るし探しに行くか」

「うなー、がんばれー」

　ピクニックシートから宗司が腰を上げる。元凶は暢気のんきに両手を振り見送る体勢だ。

「……」

　にこりと、宗司は微笑ほほえみかけた。

「うなー？」

　ぴょこんと可愛かわいらしく長い赤毛を僅わずかに揺らしてフェルが首を傾かしげた。

　五分後。

「じゃ、行って来るからな。余計なことはしないように」

「うなー、フェル、よいこにしてるよー、いってらっしゃーい」

「ぺーしゅぺー、ぺーしゅぺー」

　一乃たちを捜しに行く宗司を、桜の幹に縛り付けられたネコミミ少女と寝息を立てるペンギンだけが見送っていた。




「とりあえず部室に入って……校舎の中を捜してみるか」

　よいしょと窓枠を乗り越え部室に入る、しんと静まり返った暗い部室、中央にはコタツが置かれて部屋の隅には布製の仕切りで作った簡単な更こう衣い室。

　一応ぐるりと見回すが特に人影もなく、宗司は廊下に続くドアを開けた。

「あ、そーじ、いた」

　いた。

「キリカ……だよな？」

「ん」

　廊下に立ち尽くしていた、幼い少女が、こくんと小さく頷うなずいた。

　以前にも見たことがある、一いち乃のがロリカと呼んでいた十歳児程度に縮んでしまったキリカだ。いや、その時よりも更に少し小さいか。

　恐らくは異能『道化師の栄光バツドジヨーク』の力で補正したのだろう、身につけている制服、ブレザーも小さくなった体に合うサイズとなっている。

　幼くなった顔立ちは全体的に丸くぷにぷにとして、特に頰ほおはつきたての餅もちのようだ。

　しかしその表情は、どこか不安そうで青い瞳ひとみも伏し目がちだった。

「ええと、どうしたんだ？」

　廊下に膝ひざをついて目線の高さを合わせ、親戚のお兄さんのように優しく話しかける。

「ん」

　不安そうな青い瞳が上目遣いに宗そう司じを見た。

「つかまえたー」

　一転、にこっと無邪気に笑う。

「ちゅー」

　キスされた、唇に。

「ぬおっあぁつああああ！」

　びっくりした宗司が跳ね上がる。

　唇がマシュマロみたいに柔らかいとか、ふわふわな銀髪から甘いミルクみたいな良い匂においがしたとか、こんな小さい女の子にドキッとしたとか、無邪気な笑顔が何気に凄すごくカワイイとか。色々理由はあるがとにかく大混乱だ。

　混乱のあまり、頭を抱えて無意味にぐるぐる回っている。

「なんべばばっしゃああ！」

「わー、ぐるぐるだー、あははははは」

　幼いキリカはご機嫌だ。宗司が跳ね上がる寸前、首筋にぎゅっと両手を回して抱きついていた彼女は宗司の回転と一緒にぐるぐる回っている。

　体が軽いため、キリカの両足は完全に浮きリボンで二つに括くくった銀髪がびゅんびゅんと大きくなびき揺れていた。

　恐らく公園の遊具みたいで、楽しいのだろう。

　徐々に回転速度が落ちる、宗司の精神も落ち着きを取り戻す。

「落ち着け、おれ、とりあえず、うん、子どものすることだ」

「ちゅー」

「悪いのは全部フェルが飲ませたあの薬のせいだ」

「ちゅー」

「素直になりすぎちゃう薬だったか？」

「ちゅー」

「幼児退行的な効果が出てるし、理性が弱くなるって解釈で良さそうだ」

「ちゅー」

「体も一緒に戻ってるのは、多分、異能との相性が良かった……悪かったせいだな」

「ちゅー」

「っていうか、さっきからキリカが酒臭いわ！」

　独り言を呟つぶやきながら考えをまとめる宗そう司じと、すっごく嬉うれしそうな顔をして何度もキスを繰り返す幼いキリカ。

　柔らかくてぷにぷにした唇が当たる感触は大変に心地良いものがあったが、その回数が十回を越えたあたりで宗司がわしりとキリカの頭を摑つかんだ。

　同時に、腕だけで抱きついていたキリカを支えるように片手をキリカの腰に回す。

「とりあえず、止まってくれ」

「んー、ちゅー、だめ？」

「いや……駄目、じゃないけど…………その、今は困る？」

　青く無む垢くな瞳ひとみに見詰められ、宗司は言葉に詰まる。

「じゃあ、いまじゃなければ、いいの？」

「ええええええ」

　宗司の額に汗が浮かぶ。良いか良くないかで言えば良くないのだが……

「ねーねー」

　幼いぷくぷくした顔、キラキラと輝く青い瞳が無邪気過ぎて。

「ま、まあ、今じゃないなら」

　断りきれなかった。

「うん、じゃあキリカがまんする！」

「そ、そう、偉いねキリカ」

「うんっ、キリカよいこだよっ！」

「うんうん、キリカは良い子だね」

　ぎこちない笑顔を、腕の中の幼いキリカに向けて宗司は言った。

　しかしどうして、こんなにキスをしたがるのだろうか。

「むねのあたりが、ぽかぽかするから」

　不覚にもドキリとした。




　幼くなったキリカを抱えて廊下を歩く。三月の夜、空調のない第三旧校舎の気温は低いがキリカの小さな体は湯たんぽのように温かかった。

「……キリカ、寒くないか？」

「へいきー」

　ぎゅーっとしがみつくようにキリカは宗そう司じの首筋に手を回して抱き付いたままだ。

　軽いので歩き辛づらいということはない。そのまま一階の廊下をぐるりと回るが他に人の気配はなく、教室（実質、物置）は大半が施せ錠じようされている。

　ふと、二階へ上がる階段に人影が見えた。

「誰か、いるのか？」

　人影を追いかけるように、宗司は二階へ続く階段を登る。

「キリカ、ここで待っててくれ。何かあったら大声でおれを呼ぶように」

「うんっ、らじゃー」

　階段の途中にキリカを残し、宗司は二階の廊下に足を踏み入れた。

　誰もいない、慎重に足を進め、廊下の突き当たり最初の角を曲がる。

　リリスがいた。

「あにさま」「兄さま」「兄さま」「兄さま」「あにさま」「兄さま」「兄さま」「兄さま」「兄さま」「兄さま」「兄さま」「あにさま」「あにさま」「兄さま」──

　七歳ぐらいの幼いリリスから、見慣れた十四歳のリリス、少し大人びた十六、十八、二十程度のリリスまで様々な年齢のリリスが薄暗い廊下にぞろりと集まっていた。

　僅わずかな月と星の明かりに照らされて虹にじ色いろの瞳ひとみが輝いていた。

「うおっ」

　シスコンの宗司も思わず小さな声を上げる。

　動物でも昆虫でも植物でも構わない、『群れ』の持つ複数個体が一体化しているような威圧感。何十人もいるリリスが色とりどりの瞳でじっとこちらを見詰めていた。

「や、やあリリス」

　微妙に引きつった顔で、宗司は軽く手を上げ挨あい拶さつをする。

「──こんばんは、兄さま」

　見事に揃そろった声でリリスたちは答え、完璧に同調した動きでぺこりと頭を下げた。

　そして、ざっざっざっと一いち分ぶの隙すきもない行進の如ごとく宗司の傍そばまで歩いて来る。

「リ、リリ、リリス？」

　正直、怖い。

　ちょっと逃げたい。しかし相手は可愛かわいい妹、それはあんまり……と迷っているうちに、宗司はぐるりと囲まれた。

　小さなリリスから大きなリリスまで、ずらり並んで宗そう司じをじっと見詰めている。

　すたりと、リリスの輪の中から一人、見慣れた十四歳のリリスが一歩前に出た。

「兄さま、どうぞ、リリスにご命令を」

「……え？　命令？」

「はい、これだけのリリスがいれば兄さまのいかなるご命令にもお応こたえできます」

「いや命令しろって言われても困るんだが……」

「そ、そんな、兄さま」

　正面のリリスが一歩下がる、周囲を囲むリリスもショックを受けたような顔だ。

「リリスに死ねと言うのですか！」

「どういう論理展開でそうなるの！」

「兄さまがリリスを必要としないと言うなら、兄さまを殺してリリスも死にます！」

　しゃきん、どこで調達したのか正面のリリスが包丁を取り出した。

「待って待って待って！　必要、リリスさん超必要！」

「ですよね！」

　リリスが見ている側の頰ほおが緩んでしまいそうな、朗ほがらかで明るい笑顔を浮かべる。

「もう兄さまってば、リリスをびっくりさせないでください。うふふ」

「は、はははは」

　しかし、包丁を未いまだに握ったままのため宗司は引きつった笑顔しか出て来ない。

「リリス、気付いたんです」

「そ、そうなんだ」

「はい、リリスは兄さまのために存在しているんですよ」

「う、うん？」

「だから、兄さまはリリスに何をしても良いんです」

「へ、へえ……」

「その代わり、兄さまもリリスのものなんです」

　朗らかな笑顔が怖い。周囲を囲むリリスたちが一々相あい槌づちを打ってるのも怖い。

　後ずさりすると、リリスたちも同じだけ移動して宗司を逃がさない。

「だから、リリスから離れるなら兄さまは死なねばなりません」

　包丁を持っていないほうの手を、リリスが差し出した。

　拳こぶしを握って、小指だけ立てた『指切りげんまん』の体勢だ。

「約束ですよ」

「あ、ああ、良いよ。約束だね」

「はい、兄さまとリリスの、約束です……えへっ」

　子どもっぽい仕草に、宗司の緊張と恐怖も和やわらぎリリスの小指に自分の小指を絡めた。

　宗そう司じとリリスは声を揃そろえ、絡めた指を上下に揺らしながら言い出した。

「ゆーびきーりげんまん」

「うそーついたら」

「首を切り落とします」

「え？」

「ゆーびきった」

「あの、リリスさん？」

「どうしました兄さま」

　笑顔はそのままに、瞳ひとみから光が消えた。

「噓うそじゃないなら、約束できますよね兄さま」

「あにさま」「兄さま」「兄さま」「あにさま──」

　空っぽの灯とう篭ろうのように、瞳どう孔こうから輝きの消えたリリスたちの輪がじわりと小さくなる。

「愛しています、兄さま」

「あ、ありがとう……」

「当然です、妹ですから」

「ええと、とりあえず、一人に戻ってくれる？　会話し辛づらいから」

「それは、命令ですか兄さま」

「じゃ、じゃあ命令で」

「はい！　兄さまの命令でしたら喜んで！　総員撤収！」

　一転、眩まばゆいばかりの満面の笑みを浮かべてリリスが叫ぶ。

　周囲を囲んでいたリリスたちはあっと言う間に廊下の向こうへ走り去って行った。

「兄さま、次の命令はありませんか？」

　表情に乏とぼしいリリスの顔には、虹にじ色いろの瞳に、わくわくが溢あふれていた。

　嬉うれしくて嬉しくて仕方がない、そんな感じである。実に可愛かわいらしいものだ。宗司は物凄すごい勢いでビビッているが些さ細さいな問題だろう。

「つ、次？　ああ、次の命令、命令ね……」

「はい兄さま、命令してください……あっ」

　もじっと恥ずかしそうに指先を絡め、頰ほおを桜色に染めてリリスは続けた。

「……えっちな命令でもリリスはオッケーです」

「なん……だと……」

　焦る宗司、リリスはちらちらと上目遣いでおねだりでもするように宗司を見ている。

　その時、第三旧校舎に女性の悲鳴が響き渡った──

「にゃぁぁぁぁぁぁぁぁあああ！」

　訂正、鳴き声が響き渡った。

「助かった、もとい、今の声は……一いち乃のか！」

　声は校舎の外から聞こえた、宗そう司じが他の二人を捜しているうちに入れ違ったか。

「行くぞ、リリス！」

「はい、兄さま」

　その後をリリスが追いかけて駆ける。

　二階の廊下から、階段へ、その途中で幼いキリカを回収。

「あ、そーじ、いま、すごいこえがした」

「ああ、一緒に行こう！」

　小さなキリカの体を抱きかかえ、一階に下りた。

　リリスが一瞬、面白くなさそうな顔をしたがそれはさておき。

「声は……こっちの方から」

　校舎を出て裏手に回る、見事な夜桜にピクニックシート、放置されたぐるぐる巻きフェルとすぴょすぴょ眠る赤いペンギン。

「一乃、いるのか！」

「いるよー」

　フェルが返事をし、硝子がらす球だまの瞳ひとみを上へ向けた。宗司たちもそちらを向く。

　淡い月光に照らされて、白く咲いた桜の花が──爆発した。

「にゃっにゃーん！」

　正しくは、木の枝に登っていた一乃がビックリ箱を思わせる元気のよさで花びらを舞い散らせながらジャンプした。

「あ、いちのだ」

　一乃が両手をいっぱいに伸ばして桜の枝からジャンプする。ふわりと揺れる黒髪の上には作りもののネコミミが、手には猫手袋が、ついでにふんわりとめくれたスカートの腰からはこれまた猫尻尾しつぽが伸びていた。

　猫である、赤い瞳をした黒猫である。

　ぽかーんとしている宗司、特にリアクションのないリリス、何だかわからないが嬉うれしそうにパチパチと拍手をしているキリカ。

「あ、あの、一乃さん？」

「にゃーん。あら、宗司じゃない」

　口調は普通だった、しかし赤い瞳はぐるぐると回り明らかに正気ではなかった。

　むしろ口調が普通であることがおかしいレベルだ。

「ねーねー、いちのは、なんで、そんなかっこうをしてるの？」

　無邪気に青い瞳を輝かせてキリカが問う。

「昔の話よ」

　ネコミミ猫手猫尻尾しつぽを装着した一いち乃のが、桜の花びらの絡んだ黒髪を手袋つけたまま器用にかき上げて溜ため息を吐ついた。

　ぐるぐると回る赤い瞳ひとみが切なく、ひどく哀かなしげに遠くを見詰める。

「まだ小学生にもなっていない頃、私は猫になりたかったの」

「そうなんだー、きりかも、ねこさんすきだよー」

「そうなの、気が合うわね」

　キリカが小さくなっていることもまるで気になっていないようだ。どういう酔っ払い方だろうと内心で思いながらも宗そう司じは黙って二人のやり取りを聞いている。

「でも、母は私に超次元宇宙大魔王となって欲しかった」

「どんな母親やねん！」

　黙って聞いているつもりが、思わずツッコミを入れてしまった。

「旅館を経営しているちょっと夢見がちな母親よ。にゃんにゃん」

「夢見がちのレベルかそれ！　あと、最後のにゃんにゃんがちょっと可愛かわいかった！」

　因ちなみに、にゃんにゃんとは右手左手の順番でにゃんっと手首を曲げる仕草である。

　上級者になると手首を曲げると同時に逆方向へ首も傾ける。

「あー、なんてかわいそうな、いちの。ほんとうは、ねこになりたかったのに、ちょうじげんうちゅうだいまおうになれという、ははのねがいのために、そのおもいを、むねのおくにかくしていたのだー」















　桜の幹に縛り付けられた、ネコミミ少女がわざとらしく言って来た。

「そのひめたおもいが、くすりのちからで、よみがえった、かんどうだー」

「うるせえよ緊きん縛ばくネコミミ、そもそもあれ薬ってかアルコールだろ！　こいつら単に酔っ払っておかしくなってるだけだろ！」

「そうともいうー」

「ああもうこのネコミミめ！　だがまあ、アルコールならそのうち醒さめるし……」

　と宗そう司じがフェルにツッコミを入れ、少し目を放している間に。

「んーと、こんなかんじかな、にゃん、にゃーん」

「良いわよキリカ、実ににゃんにゃんな感じでにゃんだわ」

「にゃんにゃん、です」

「リリスも素晴らしいわ、明日からでも猫としてやっていけるレベルよ！」

　にゃんにゃん、が伝染していた。

　しかも揃そろって、ネコミミ猫手猫尻尾しつぽを装着している。

「じゃあ、せーので行くわよ」

「兄さま、リリスの可愛かわいい姿をごらんください」

「そーじ、みててねー」

「せーの」

　息を揃えて大中小。

　月光を浴びた夜桜の下。

「にゃん、にゃん、にゃんっ」

　可愛らしく猫の真ま似ねをしながら、腰を揺らして猫尻尾をくねらせ。

「にゃっにゃにゃにゃー」

　何かアイドル顔負けの振り付けで踊りだした。

「にゃーにゃー、にゃんっ」

　揺れる黒髪、銀髪、小さな尻尾。

「にゃにゃ、にゃーんっ」

　ぴょこんと跳ねた片足に、くにゃんと曲げて手招く手首。

　とりあえず楽しそうである。珍しく笑顔など浮かべておる。

「………………まあ、可愛いから良いか！」

　宗司は考えることをやめて、酔っ払った彼女たちに迎げい合ごうした。

「それでこそだぜ、さあ、そうじ、フェルといっしょに、てびょうしだ」

「おう！」

　しゅっぽんと縄抜けしたフェルが宗司の隣に移動し、観客と化した両名は一いち乃のたちの動きに合わせて手拍子をし。

「そして、これもつかうがいいさー」

「これは、ええと、なんか光る棒か！」

　サイリウムである。まあ、光る棒でも間違いない。

　コンサートなどで左右に振って盛り上げたり応援したりの意を示す、らしい。

「応援、ありがとうにゃーん」

　一いち乃のが可愛かわいらしくウインクをしながらそんなことを言い。

「にゃーん！」

　宗そう司じとフェルが、元気良くニャーンを返しながらサイリウムを左右に振っていた──




「……な、なにが起きてますの。お花見はどうなりましたの」

　復活したリアが、この光景を目にして呆ぼう然ぜんとしたのは別の話である。






日誌　五　志望遊戯（正妻）・前編






　春休みの、ある一日のことである。

「……？」

　何が起きたのだろうかと、宗司は思った。

　目が覚めて真っ先に視界へと入ったのは見知らぬ白い天井、眠っていたのは安っぽいパイプベッド、服装自体はパジャマ代わりに着ていたジャージのままだ。

　この白さは病室？　しかし、病院に特有のあの匂においがしない。病やまいと死と消毒液の匂いがしない、するのは微かすかに甘い……女の匂い？

「目ガ覚めタヨウネ」

　ボイスチェンジャーを介した声、罅ひび割われた鐘が軋きしむような音が宗司の耳に届いた。

　体を起こす、ベッドの周囲をぐるりと囲まれていた。

　一、二、三、四、五。

　五つの裸エプロンであった。

　名めい状じようしがたい雰囲気に、驚きの声すら上げられず宗司は目を見開く。

　年の頃は恐らく宗そう司じと同年代からやや下、高校生から中学生程度。エプロンは全すべて同じ純白で、品を失わぬ程度の僅わずかなフリルが飾られたどこまでも清潔で清せい楚そな代しろ物もの。

　しかし身長や体格はまちまちであり、エプロンを押し上げはち切れんばかりの胸から掌てのひらで包み込めるほどに愛らしい胸、人形細工のようにすらりとした真っ白な脚があるかと思えばたっぷりと柔らかそうな固めたマシュマロのような太ふと股ももがあった。

　否いな、よく見ればエプロンの下に水着をつけているようだ。

　裸エプロンならぬ水着エプロン。残念なような安心したような複雑な気分になるかもしれないが、問題はそこではない。

「おまえらは……何だ？」

　裸エプロンたちは、全員、目の部分をくり貫ぬいた紙袋を被かぶっていた。

「はっきり言って凄すごく怖いですよあなたたち！」

　裸（水着）エプロンと言えばご褒美である、だがしかし、これはない。

　色気とか可愛かわいらしさとか、そういうのは全部どっかに消えている。

「フフッ、訳あってマだ正体ヲ明かすワケにはイカナイノダケレド」

　軋きしむ声で、裸エプロンの一人が言った。五人の中では下から二番目サイズの胸をした裸エプロンであった。

「っていうか、おまえ一いち乃のだろ」

「……エ？」

「いや、だから、おまえ、一乃だろ」

「…………人違イよ。ソンナ黒髪ロングも眩まぶしい家事万能ノ素敵な大和撫子なでしこ違ウ」

「最後なんでカタコト風味なのか知らんが、まあ、あれだ……紙袋で顔を隠して、ボイスチェンジャーで声を変えて、それは良いよ？」

　宗司は凄く、凄く申し訳なさそうな顔をした。

「おまえのその、自慢の黒髪が思いっきり紙袋の外に出てるぞ」

「………………」

「後、体格とかでもある程度わかった」

「………………」

　無言で、ブービー乳裸エプロンは紙袋を外した。

　しゃらりと流れるように揺れた黒髪、凜りんと冷たさを感じさせる美び貌ぼう、赤い炎の瞳ひとみ、すらりとした体に真っ白なエプロンと水着だけをつけた一乃が現れた。

「まずは、私の正体を見破れたことを褒ほめてあげましょう」

「本気で正体を隠すつもりだったの、あれで！」

「アハハハ、やっぱりばれちゃったか……んー、よいしょっと」

　続いて一乃の隣の裸エプロン──トップ乳裸エプロンも紙袋を外した。

　余談だが、トップでも油断は禁物である。宗そう司じの見立てによれば二位とは僅きん差さだ。

「いやー、キリカさんはどうせバレるから止やめた方が良いって言ったんだけどね」

　ふわふわの銀髪、活発で生命力に溢あふれた愛らしい顔立ち、青い瞳ひとみ。

　トップ乳に相応ふさわしくエプロンの胸元は二つの立派な丘で盛り上がっている。思わず背伸びをして上から覗のぞき込みたくなるような立派さだ。きっと丘と丘が作る深く見事な谷間を拝見できるだろう。

「やっぱり、そっちはキリカか」

「うんっ、キリカさんだよっイエィ！」

　太陽のような笑顔を浮かべて、キリカが元気良くブイサインをした。

「で、一人飛ばして、そっちがリリスだな。今日は一人か？」

「はい、兄さま」

　ブービー乳よりさらに薄く平たい、もはやナッシング乳と呼ぶべき裸エプロンが静かに紙袋を外した。

「ご想像通りのリリスです。一応、正体を隠すつもりで一人で参加です」

　宗司の妹で、双子だ。今日はもう一人を置いて来たようだ。中学一年生という幼さ故ゆえに背も低く、胸も無いが、それでもなお彼女は魅力的だ。

　幼さを残した顔立ちは西洋のお人形さんのようで、虹にじ色いろに変化する瞳は神秘的だ。白いエプロンで包装された体つきは幼いが、逆に言えばひたすらに無む垢くでもある。

　宗司がシスコン気味であることを差し引いたとしても、思わず抱きしめて、守ってあげたくなるだろう。

　リリスは雛ひな菊ぎくのようにはにかんだ笑みを浮かべて言う。

「顔が見えなくても、兄さまはちゃんと、リリスを見分けられたんですね」

「うん、見分けられないほうがおかしいからね」

　宗司は困ったような顔で答え、先ほど飛ばした一人に戻る。

「そんで、おまえはフェルだな」

　言われた胸サイズは一位キリカに迫る惜せき敗はい二位の裸エプロンは、かぽっと紙袋を外す。

　零こぼれ落ちるように長い赤毛、その上に生えたネコミミが、背伸びでもするようにぐぐいっと一度大きく伸びてぺたりと腰を落とす。

「うなー、せいかーい。まあでも、らくしょうだよねー」

「最初はびっくりしたが、まあ冷静になれば」

　彼女──フェルは奇妙な少女だ。一いち乃の以上に長くしなやかに伸びた燃える赤毛、感情の見えない硝子がらす球だまの瞳、リリスのように小柄で幼い体に、キリカに迫るほど発育した胸。とぼけた間延びした口調で喋しやべっているが、その奥底には何があるのか。

　大人と子どもを無む理り矢や理り同居させたような、アンバランス。

　だからこそ、目が離せない、放ほうっておけないという気持ちにさせるものがある。

「うなー？」

　いつのまにか、宗そう司じは彼女を見詰めてしまったのだろう。

　フェルがネコミミをぴっこりと揺らして首を傾かしげていた。

「あっ、いや」

　何か言い訳めいたことを言おうとした宗司を遮るように、フェルはごそごそとエプロンの胸元に手を入れて小さな丸い、飴あめ？　を取り出した。

「そうじ、あめ、たべるー？」

「いや、別に腹が減ってる訳じゃないからな」

　小さな手に乗せて差し出された飴を遠慮しながら、心の中だけで苦笑する。

　本当に、摑つかみどころのない相手だ。

「消去法ってわけでもないが、最後はリアか」

「ですわね」

　最後の裸エプロン──胸囲は第三位。しかし、第四位を遥はるか後方に置いてけぼりにした限りなく二位に近い第三位乳である。

　窮屈な紙袋から解放されるのは、縦に巻いた豪ごう奢しやな金髪、姫君を思わせる品のある顔立ち、鮮やかな唇からは小さな溜ため息が漏れた。

「ふぅ、わたくし、紙袋って苦手ですわ」

　こりを解ほぐすように彼女が軽く首を左右に回す、縦巻きロールの金髪が振り子のように軽く揺れる。

「おまえも付き合いが良いな」

「どういたしまして、ですわ」

　と、彼女は裸エプロン、胸の谷間から取り出した羽はね扇おうぎで口元を隠す。

「ですけど、お付き合いだけで、この催しに参加した訳でもありませんわよ」

　羽扇で口元を隠したまま、軽く身を捩よじってリアは艶つやのある流し目を宗司に送る。

　瞳ひとみをたっぷりと、意味ありげな妖あやしい輝きで濡らした流し目だ。

　宗司が思わず息を吞のむ。リアの艶と、思い出したこの状況に。

　見知らぬ部屋で、彼女たちは何を企たくらんでいるのだろうか。

　改めて、宗司は順番に彼女たちを見た。

「ふふっ」

　赤い瞳、彫像の顔をした一いち乃の。

「アハハハ」

　銀髪碧へき眼がん、笑顔のキリカ。

「……」

　虹にじ色いろに、幼さと静けさを宿したリリス。

「うな？」

　何も映さない硝子がらす球だま、見詰めるフェル。

　そして──

「では、始めましょうか」

　唇を隠し眼まな差ざしで誘うリアが呟つぶやき、羽はね扇おうぎを中空へと放ほうり投げた。

「──！」

　反射的に宗そう司じは羽扇を目で追う、投げられたそれは放物線を描き宗司の頭上を通り過ぎて行く。

　ぱしっ。

　片手で、宗司は羽扇を摑つかんだ。

　視線をリアに戻す。そして気付いた。

　リアしかいない。

　エプロン姿の金髪縦巻きロールしかいない。

　そして、部屋の四方の壁に、それぞれドアが出来ている。

「始まりは、下らないことでしたのよ」

　少し哀かなしげに微笑ほほえんで、リアは言う。















「あれは昨夜のことでしたわ。わたくしたちはいつものように集まって、『一週間お疲れさまでしたパジャマパーティー』をしていましたの」

「すいません、それ凄すごく初耳です」

　ないがしろである。

「わたくしが、あえて誘わないように説得したのですわ……逆に言えば、あなたも週末前の夜だけはゆっくり出来ますのよ？」

「お心遣い、ありがとうございます」

　海よりも深い感謝の念を抱いた。

「どういたしまして、ですが、先日はそれが裏目に出ましたわ」

「裏目に出た？」

「切っ掛けはそう、誰かが言った、何気ない一言」




『私たちの中で、一番、お嫁さんに向いているのは誰かしら？』




「あああああああ、何となく事態が理解できてきた！」

　頭を抱えて叫ぶ宗そう司じ。ふぅとあくまで品良く溜ため息を吐つくリア。

「当然、我こそはと主張し合ったのですけれど決着がつくはずもなく。最後はあなたに裁定を押し付ける形になりましたわ」

「仲良しだなおい」

「それは、あなたのおかげですわね」

「おれに何をしろと？」

「今、少し照れました？」

「やかましいわ！」

「相変わらず、かわいい人ですわね」

　くすくすと可お笑かしそうに笑い羽はね扇おうぎで口元を隠そうと──羽扇が無いことに手が止まる。

「ほら」

「……ありがとうございます、ですわ」

　リアの方も若干照れ臭そうに頰ほおを染め、羽扇で口元を隠した。

「話を戻しますわね」

「ああ頼む」

「決着をつけるため彼女たちはルールを決めました。自らが最も得意とする『嫁スキル』を使いあなたを打ち倒したものが勝者、と」

「成る程。しかし、何でおれはこんな部屋にいるんだ？　そもそも、ここどこだ？」

　宗司はぐるりと部屋の中を見回した。

　白い天井、四方にドア、粗末なパイプベッド。

「ここは『煉獄カサルテイリオ』の結界の内側ですわ。いつだったか、随分前に、スーパー銭湯で個室風呂を露天風呂風にしたことがあったでしょう」

「あ？　あーあー、あったな、あれの変形か」

　当シリーズ六巻を参照していただきたい。

　手元に無いのならば、本屋に走って頂きたい。

　宣伝である。

「四方のドアはそれぞれ、玄武げんぶ、白びやつ虎こ、青せい龍りゆう、朱雀すざくの間へと続いていますわ。そこで、四人の誰かがあなたを待ち受けています」

「ふむ……誰かその無駄に大おお仰ぎような名前を止める奴やつはいなかったのか？」

　きっと、聞いてはならないことだったのだろう。

　リアが数秒ほど沈黙し、何事もなかったかのように再び喋しやべり始めた。

「ルールとしては、あなたが『部屋から出られなくなったら』敗北ですわ」

「うわすっげえ不安になる単語が出た」

「各々の極きわめた嫁スキルを振るう女たちの攻勢に耐え、反撃で足腰立たないようにするのが勝ちパターンですわよ」

　そういうことであるらしい。

「あなたが敗北すればそれで終わり。勝てばまた次のドアに挑んでもらいますわ」

「ううむ、おれが一部屋目で負けたとして、残りの三人は納得するのか？」

「もっともな疑問ですわね」

　ふぅ、と裸エプロンリアが何度目かの溜ため息を吐ついた。

「最初はバトルロワイヤル形式で計画していたのですけれど、それだとあなたを倒す前に女同士で潰つぶし合う可能性が高すぎたのでこのような形になりましたわ」

「あー、確かに、その光景が目に浮かぶようだ」

　実際、目に浮かんだ。

　要するにゲーム同好会部室で繰り広げられる（最近は頻度が減ったが）修羅場だ。

　ふと、目の前でルール解説をしているリアのことを不思議に思った。

「おまえは、参加しないのか？」

「あら、それはわたくしを誘ってますの」

　甘い声で言いながら、リアはくすぐるように掌てのひらで宗そう司じの頰ほおを撫なでた。

　顔を赤くしたのはそれだけが理由でもあるまいが、確かに先ほどの台詞せりふは誘っているように受け取られても仕方が無い。

「え？　あ、いやいや、そんなつもりは別に！」

　慌てたように弁解をすると、リアは子どものように頰を膨らませた。

「それはそれで、何だか不愉快な話ですわね、もう」

「えええええと、決してキミが嫌いとかそういうわけではなくてだね」

「冗談ですわよ。単に今回は裏方というだけです」

「今回は、なのか」

「ええ、どうせ、何度でも似たようなことが起こりますわよ」

「違いない」

　納得したように、宗そう司じは一つ頷うなずくとパイプベッドから出て床の上に立った。

「『嫁スキル』ってのが不吉だが、折せつ角かくだ、付き合いますか」

「意外ですわね。もう少し嫌がるかと思いましたけれど」

　リアの声を背中に、宗司は一番近くにあったドア──玄武げんぶのドアに手をかける。

「そこはまあ、惚ほれた弱みだな」

　鬼が出るか蛇が出るか。

　宗司はドアを開け、その中へと踏み入った。




　──玄武の間──

「ようこそ、兄さま、」

「ようこそ、兄さま」

　ドアの向こうは浴室だった。

　白しろ崎さき家の浴室を、二回りぐらい大きくして余裕を持たせたような感じである。

　もうお湯を張ってあるのだろう、空気は心地良い熱と湿り気を帯びている。

　一見、普通。だがここは『煉獄カサルテイリオ』の結界の中だ、油断は出来ない。

　宗司は警戒も顕あらわに、周囲を観察する。

　だが何もない、リリスとリリスが湯船の縁ふちにちょこんと腰掛けているぐらいか。

「お待ちしていました」

　ふわりと、白い湯気をまとい二人に戻ったリリスとリリスが立ち上がる。

　湿り気を帯びた髪、しっとりと濡ぬれた虹にじ色いろの瞳ひとみに白い肌。

　薄く上気して桜色に染まった肌に、白いビキニタイプの水着が張り付いていた。

「リリスこそが四神最強、水属性の『嫁スキル』使いの名に懸けて、」

「お風呂で兄さまを射止めちゃいますっ！」

　可愛かわいらしい口調に幼い顔、無邪気ですらある笑みを浮かべてリリスは宣言した。

「……」

　宗司がごくりと一度、唾つばを飲む。いつのまにか、服が消えていた。海水パンツ姿になっていた。この空間なりの気遣いと良心だろうか。

　慎重に、探るように、宗司は浴室を進み、湯船の傍そば、リリスの前に立つ。

　自然と体に汗が浮かんでいた。

「風呂、か」

　水属性の嫁スキル、意味はさっぱりわからないが嫌な予感だけはしていた。

　リリスは無邪気な笑顔を浮かべたまま、何だか楽しそうな雰囲気を漂わせている。

　体が自然に弾むのか、リリスとリリスは左右にほんの僅わずか揺れている。

「はい、お風呂です。一日の疲れを癒いやし、心身ともにリフレッシュする回復の泉、」

「そこにリリスの優れたお嫁さんスキルが加われば鬼に金棒、猿さるに核ミサイル発射ボタン、どんな疲労も一撃必殺です！」

　ぐっ、とガッツポーズを取ったリリスとリリスが最高に可愛かわいい。

　このまま持ち帰って硝子がらすケースに入れて永久保存したいぐらい可愛い。

「リリスのお嫁さんテクニックで、」

「兄さまに最高のリラックスをプレゼントしちゃいます」

「そ、そうか……」

　リリスとリリスが左右対称に浮かべる素敵な笑顔だ。

　しかし宗そう司じは先程から落ち着きなく警戒した小動物の如ごとき視線を周囲へ走らせている。

「あの兄さま……お風呂に入るのですから、」

「もっと気を楽にしても良いと思うのですが」

「いや、何が起きるのかと思ってな」

　未いまだに緊張している宗司の声、リリスとリリスが一度虹にじ色いろの瞳ひとみをぱちくりとさせる。

「普通に、お風呂に入って、リリスサービスで兄さまの背中を流すだけですよ？」

「え、そんだけ？」

　問われ、リリスとリリスは口元に手を当てて考えた。

「お望みとあれば、リリスが背中を洗って、」

「リリスが前を洗うコースに切り替えますが」

「ううん、水着だしぎりぎりセーフか？」

「もしくはとっておきコースとして、」

「リリスのこの幼い体の全すべてを使って兄さまを洗ってさしあげますが！」

「遠慮します！　いや、それか！　スポンジが普通じゃないんだな！」

　犯人を見つけた名探偵のような顔で、宗司は無意味にリリスを指差した！

　おもむろに、リリスとリリスが湯船に浮かべた洗面器を持ち上げた。

　石せつ鹼けんやシャンプーと一緒に、お風呂用スポンジが入っていた。

「リリスが一目惚ぼれして買ってしまったクマさんスポンジを使う予定です」

「あっれー？　えー？　何か普通じゃなーい？」

「今回はそういうテーマですので」

「じゃ、じゃあ、もしかして、今回はおれ、普通に安心して、こう、楽しんじゃって良いの？　罠わながあったり、油断してるとあっという間にとって食われたりしない？」

　思わず、宗そう司じはリリスとリリスに詰め寄り（湯船の両縁ふちに座るリリスとリリスの間に入るような体勢だ）問うた。

「はい」

　虹にじ色いろの瞳ひとみでじっ、と見つめてリリスとリリスが小さく頷うなずく。

　幼い体の緩やかな隆起に沿って、湯気に濡ぬれて桃色に染まった肌を水滴が流れ落ちる。

　湿り気を帯びた柔らかな髪からだろうか、石せつ鹼けんに似たリリスの香りがした。

「驚くべきことに、今回、そういうのは一切ない予定です！」

「マジで！」

「マジです」

「なーんだ、お兄ちゃん緊張して損しちゃった」

　後頭部に手を当てて、宗司は明るく笑う。

「もう、兄さまってば、」

「心配性なんですから」

「ハハハ、いやー、まいったな」

「エへヘ、でもリリスはそんな兄さまも、」

「カワイイからリリスは大好きです」

　宗司の笑顔に引っ張られるように、白いビキニ姿のリリスもくすくすと笑った。

「では兄さま、背中を流す下準備として、」

「まずは湯船で体を温めてください」

　湯船の両縁に座ったリリスが立ち上がり、ごく自然な動きで宗司の腕に自分の腕を絡めて湯船の中へと誘う。

「よーし、お兄ちゃん安心してお風呂に入っちゃうぞ」

　両腕に当たる仄ほのかな胸の感触その他に相そう好ごうを崩した宗司が、ゆるーんと緩みきった顔で湯船に浸つかった。

「あー、良い湯だな」

「はい、熱すぎず、温ぬるすぎず、良い塩あん梅ばいです」

　家庭用よりは多少広い程度の湯船で、リリスに挟み込まれたまま浸かること数分。

「さて兄さま、体も十分に温まったことでしょうし、」

「そろそろ体を洗いませんか」

「はーい」

　先程からずっと見ていてイラっとするぐらい幸せそうな顔をした宗司──リリスとリリスの小さな膨らみの偉大な力である──がこれまたリリスとリリスに両腕を取られたままざばりと音をさせて湯船から出る。

「さあこちらですよ」

　促うながされるままに、宗そう司じは白い小さな台形の浴室用椅い子すに腰掛けた。

　ここでようやくリリスとリリスは宗司の腕を放し、背後に回りこむと手て際ぎわよく背中を流す準備を始める。

　洗面器にお湯を汲くみ、クマさんのスポンジで石せつ鹼けんを泡立てる。

　あっという間に真っ白な泡でクマさんスポンジはあわあわになった。

「では兄さま、リリスが、」

「兄さまの背中を流して気持ちよくしてあげますね」

「はーい」

　相変わらずダメっぽい感じの緩んだ声で宗司が答えたが、リリスとリリスにはそこが可愛かわいらしく見えるのだろう桜色の唇に小さく笑みを浮かべてスポンジを動かし始めた。

　ごしごし、ごしごし──

　四本の腕、二つのスポンジが宗司の背中の上で動く。

「おおおおおー」

　あまりの心地良さに、宗司は変な声を上げた。

　否いな、声どころか、顔の方も目め尻じりが垂れ更にでれっとしたひどいものである。

「どうですか、兄さま、」

「気持ちいいでしょう」

　両方の耳に顔を近づけて、リリスとリリスが息を吹き込むように囁ささやいた。

　小さな手で泡立てたスポンジを操り、彼女たちは優しく背中を洗っていく。

　力は入れていない、むしろくすぐったさを感じる程度。

「おおお……こ、これ、は……ふおー」

　それだけなのに、全身から余計な力が抜け変な声が垂れ流し状態になってしまう。

　きめ細かい泡で、撫なでられているような感触。

「リリスが、お風呂を選んだ理由はこの技に自信があったからです」

　水属性の『嫁スキル』使い──

「お風呂で温めた体に施すことで、通常の十倍近いリラックス効果を与える技術。系統としては東洋医術、鍼しん灸きゆう、経けい穴けつと言われる概念に近いでしょうか」

　淡々とリリスは語る。

「新陳代謝を活発化させて発汗を促し、筋繊維の一本一本から疲労を拭ぬぐい去り、全身から老廃物を排出させる」

　撫でるような手つき、だが、良く見ればほんの少しだが強弱があり緩急がある。

　ごく繊細なピアノを引く手つきか。

「うっ、あっ、こ、れは──」

　確かに、この驚くべき心地良さには並々ならぬ技を感じる。

「と、いう設定です」

「って設定かい！」

「『玄武げんぶの間』なんて大おお仰ぎような名前がついているので、」

「リリスも少し頑張って冗談に乗ってみました」

「まったく、おれの妹もお茶ちや目めになったもんだ」

「そんなリリスも可愛かわいらしいと思いませんか？」

「大変思います！」

「それでこそリリスの兄さまです、では、ごしごし……」

「あー、気持ちいー、変な声が出るー」

「どうぞ兄さま、もっと、出しちゃってください」

　リリスとリリスはくすくすと悪戯いたずらっ子のように笑いながら宗そう司じの背中を洗って行く。

　最後に、背中に残った泡を洗面器に汲くんだお湯でざばーっと洗い流して。

「おしまいです」

「おしまいです」

「あー、おっ、終わりか、ありがとさん……ん、んー」

　礼を言って洗ってもらって綺き麗れいになった首や肩をぐるりと回してみる。心なしか、普段より動きが軽くスムーズだ。本当にマッサージ効果もあったのかもしれない。

「ううん、ありがとうリリス凄すごい気持ちよかったぜ」

　キラン、と歯を白く輝かせた宗司スマイルと共に礼を言う。

「ありがとうございます兄さま、」

「頑張った甲か斐いがありました」

　リリスとリリスは小さくはにかみ、でも、嬉うれしそうな顔をした。

「えへっ」

「えへっ」

　その笑顔に、宗司のシスコン魂が燃えた。ついでに別の思惑を抱いた。

「これは、お兄ちゃんとしてもお礼をせざるを得ないな！」

「え、いえ、そんな、これはリリスが、」

「好きでしたことですのでお礼など」

「遠慮はいらない──」

　静かに、だが有無を言わさぬ動きで宗司はリリスからお風呂スポンジを奪い取った。

「さあ」

　彼の双そう眸ぼうに、炎が宿る。

「お礼に、リリスの背中を流させるんだ！」

「は、はい！」

「わかりました兄さま！」

　その良くわからない迫力に押されてリリスとリリスは頷うなずく、宗そう司じは間髪を入れず片方のリリスを摑つかんで立場を入れ替える。

　リリスの片方がお風呂用椅い子すに座り、スポンジ片手の宗司がその背後に立つ。

　もう一人のリリスは何も言わず、邪魔にならないよう浴槽の縁ふちに腰をかけて待機した。

「ふむ」

　しっとりと雫しずくに濡ぬれた桜色の肌、剝むき立ての桃のような背中を見詰め宗司は一人頷く。

「あの、兄さま？」

「ふむ……」

　リリスが着ている白いビキニの結び目は、丁度、背骨の上にあった。

　ふと宗司は、指先でその背中に触れた。

　ぴくん。

　リリスの肩が揺れた。

「な、何だか、恥ずかしいです」

　首だけで彼女が振り返った。虹にじ色いろの瞳ひとみは潤うるみ、頰ほおは熟した桜んぼのように濃い。

　ひどく気恥ずかしげで、何か哀願するようで。

「兄さま、その、お願いですので……優しくしてください」

　有あり体ていに言ってみれば、いじめたくなる愛らしさだった。

「勿もち論ろんだよ、リリス」

　穏やかに微笑ほほえみ、彼は泡立てたスポンジを桜色に染まったリリスの背に当てた。

　リリスが望んだとおりに優しく、まずは肩の下を。

「はうっ」びくんっ。

「ん、どうしたんだいリリス」

「い、いえ、何でもありません」

　ぎゅっ、とリリスは胸を隠すように（水着は着ているが）自分自身を抱きしめた。

　恐らく彼女の心臓はばくばくと激しく脈打っているのだろう、緊張と羞しゆう恥ちが、ますますその皮膚感覚を鋭敏にして行く。

「ごしごし、と」

「……っ」

「んー、こっち、かな？」

「はぁん、あ、あにさま、そこは」

「おっとリリス、あんまり動かないでくれ。上う手まく背中を洗えないだろ」

「そ、そんな、兄さま、わ、わかって、やって、っるぅ」

「次は脇わき腹ばらー」

「きゃうんっ！」

　顔どころか体中真っ赤にして身悶もだえるリリスを、宗そう司じは実に悪い笑顔で眺めていた。

　その光景を浴槽の縁ふちに座ったリリスはもじもじと体を揺らしながら見詰めていた。

「兄さま……凄すごく悪い顔です、でも、素敵です…………」

　宗司は明らかに楽しんでいる、そして学習している。

　リリスの反応が良かった部位──リリスの体の弱いところを把握するつもりなのだ。

　把握して、順番を待っている、このリリスに……

「リリス、兄さまに、何をされてしまうのでしょうか」

　高鳴る小さな胸を、そっと掌てのひらで押さえてリリスが呟つぶやく。

　もう一人のリリスのあげる甘い声を聞きながら、虹にじ色いろの瞳ひとみを期待に濡らして。

　………………

　…………

　……

『玄武げんぶの間』の外で、リアはドアが開くのを待っていた。

　内部は密ひそかにモニターしている。決着がついたのも理解している。















　静かにドアが開いて、その男が姿を見せた。

「おかえりなさいまし宗そう司じ、どうやら、リリスに勝ったようですわね」

「ただいまリア、ん、どうした、顔が赤いぞ」

「な、何でもありませんわ」

　慌てて羽はね扇おうぎで顔を隠し、リアは改めて宗司に問うた。

「リリスはどうなさいましたの？」

「ああ」

　宗司は爽さわやかに、事情を知らない少女が一目惚ぼれしそうな程に素敵な笑顔で答える。

「今頃、湯船の中で良い夢を見ているんじゃないかな」

　言葉巧みにリリスを丸め込み、背中以外も洗った男はそう答えた。

「ですのね……」

　思わずその光景を思い出して、リアは少し目線を逸そらす。

　リリスの無表情な顔は完全に蕩とろけ、口の端から涎よだれは零こぼれ、声も我慢できず身悶もだえる姿。

　目の前にいる男を、悪魔のようだと彼女は思う。

「リア──」

　優しい声で、彼は言った。

「おれは、全員に勝つつもりだ」






日誌　六　志望遊戯（正妻）・中編






　青せい龍りゆうの間──

　名前だけは凄すごい、白しろ崎さき家リビングにそっくりな部屋で女は待ち構えていた。

「うなー、まちくたびれたぜー」

　純白のエプロン、顔を覆う紙袋、ぴょこんと飛び出たネコミミに長い赤毛。

「さいきょうにして、しょうたいふめい、かぜぞくせい『よめすきる』つかいだー」

「ようフェル」

　今度はジャージ姿になった宗司が言った。

　ぴきり、とソファーの上で仁王立ちし、純白のエプロンに収まりきらないたゆんとした胸を張って勝ち誇っていた自称『正体不明の風属性嫁スキル使い』が固まった。

「うなっなっなっ、なにを、いってるのか、わからないなー」

　動揺も顕あらわに、紙袋の上で生えたネコミミがぴっこぴっこ揺れている。

　少し可哀想になった宗司は、焦ったような顔をして叫んでみた。

「……くううっ！　風属性の『嫁スキル』使い、一体何者なんだこいつは！　おれには正体がさっぱり分からないぜ！　あの紙袋の下にはどんな顔があるんだ！」

「くくく、おしえてやろう、これが、かみぶくろのしたの、びしょうじょがおだー」

　ババーン、フェル、もとい、謎の女が被かぶっていた紙袋を脱ぎ捨てる。

　長い赤毛、ネコミミ、硝子がらす球だまの瞳ひとみ、表情に乏とぼしいが愛らしい顔立ち。

「なにぃぃぃ！　おまえ、フェルだったのか！」

「うなっなっなっー、そのとーり、フェルだったのさー！」

「くそうっ！　全然わからなかった！」

「うなっなっなっー、おろかものめー」

　すっごく嬉うれしそうに、フェルの頭の上のネコミミがぴっこぴっこ踊り狂い、そのまま後ろに倒れるんじゃないかと言うほどに胸を張る。

　宗そう司じの視線も純白エプロンを突き破らんばかりに膨らんだ胸に釘くぎ付づけだ。

「……ちょっと気に入ったのか、紙袋」

「うん、すげー、たのしかった」

　たゆゆんっと胸を揺らして、ぐぐいっと姿勢を戻したフェルが頷うなずく。

　硝子球の瞳に満足そうな輝きが浮かび、ネコミミは相変わらずぴこぴこ揺れている。

「そいつは良かった」

　宗司の顔には、幼い妹とままごとした兄のような柔らかい笑みが浮かんでいた。

「ところで、風属性って何だ？　水属性が風呂ってのはわかりやすかったが」

「おそうじさー」

「成る程、何となくわかるようなわからないような接点だ」

　ぐるり、宗司が周囲を見回す。

　見れば見るほど、白しろ崎さき家のリビングにそっくりの青せい龍りゆうの間である。

　フェルが仁王立ちしているソファー、ガラス窓にテーブル、テレビまである。

「掃除するのか」

「そのとおりだぜー！」

　ぴょこん、とソファーの上に仁王立ちしていたフェルが跳ねるように体勢を変えた。

　ソファーに行儀良く腰掛け、白いエプロンの膝ひざをぽんぽんと両手で叩たたく。

「さあ、くるがいい」

「……ん？」

　ちょっと意味が理解できない宗司が小首を傾かしげた。

「みみそうじ」

「ああ！　掃除ってそっちか」

「うん、フェルが、そうじを、きもちよくしてやるのだー、そして、めろめろになれー」

　ぽんぽん、とフェルがまた誘うように膝の上を叩く。いつの間にか、彼女の手には梵ぼん天てん（白いふわふわしたタンポポの綿毛のような部分）のついた耳かきが握られていた。

「ううむ、若干照れ臭いが……まあ、良いか」

　少し躊躇ためらいながらも、宗そう司じはソファーに横になりフェルの膝ひざに頭を乗せた。

　ふぎゅんっ。

　だろうか、エプロン一枚を隔てた弾力のある柔らかさが宗司の頭を包んだ。

　フェルの膝は干したての布団のような、太陽の匂においがした。

　意味も理由もなく、奇妙な懐かしさが胸にこみ上げる。

「はじめていいー？」

「……ああ」

　視線の先には何も映っていないテレビ、宗司は小さく返事をして目を閉じた。

　フェルが、そっと、手を動かす。

　ザリッ。

「いてぇ！」

「あ、みすったー」

「いきなりかよ、このネコミミが！」

「うな、あばれると、あぶないよー？」

　宗司が身を起こそうとする、フェルが上体を倒してがっちりと抑え込む。

　というか、胸と膝で挟み込む。

　キリカに匹ひつ敵てきする胸部突起を持つフェルならではの技であろう。具体的には、一いち乃のとかリリスにはまず不可能な技である。

「──っ──！」

　ぴたりと、宗司は動きを止めた。止めざるを得なかった、顔は真っ赤だった。

　当たり前であろう、頭部右半分に膝、左半分に巨乳──誰が動けようか。

　極上の枕と、極上の羽毛布団に包まれたようなものである。っていうか、動くと色んな部分に当たるから動けないんだけどね。

「わ、わかった、大人しくしてるから……耳掃除、続けてくれ」

　か細い声で宗司が訴えると、フェルは素直に上体を起こした。

「おっけー、じゃあ、りべんじ、いくぜ」

「お、おう」

　ゴシュッ。

「いってえええ！」

「うなー、みすったー」

「おまえ、いいかげんにしろよ！」

　今度は挟み込まれる前に、宗司は素早く身を起こしてフェルを睨にらんだ。

　耳の穴が痛すぎて半泣きである。

「……そうじ、フェルは、いま、きがついた」

　真面目まじめな顔をして、申し訳なさそうにネコミミをぴっこりと伏せて彼女は告げる。

「むねが、おおきいので、ひざのうえが、ちょう、みえづらい」

「あ、うん……そうなんだ」

　追及する気が失うせるというか、何と言うか。宗そう司じは気恥ずかしげに頰ほおを搔かく。

「もうてんだった」

「ま、まあ、次はこの反省を生かして別の方向にチャレンジしたら良いんじゃないかな」

「うなー、そうする。ごめんねー」

　しょんぼりと萎しおれたネコミミ、小さな肩も落ち、心なしか硝子がらす珠だまの瞳ひとみも曇りがち。

「気にするなって、おれは全然怒ってないから。ほーら、宗司君スマイルだよ」

「わーい、そうじくんすまいるだー、きゅぴーんって、かがやいてるー」

「はっはっはっ、今日は三倍増しで輝いちゃうぞー」

「さんばいだー、さんばいだー」

　宗司君スマイル（凄すごく頑張って浮かべるオモシロカッコイイオモシロ笑顔）の効果によりフェルは立ち直った。赤毛の上のネコミミも元気良く屹きつ立りつしている。

「よーし、お礼ってのも変だが今度はおれがフェルの耳掃除を……」

　途中で、言葉に詰まった。

　耳掃除。

　フェルの頭に生えているネコミミにすれば良いのか、それともあの長い赤毛に隠れているが人間と同じ位置にも耳があるのか。

　だとすれば、上の耳は飾りか？

　次々と疑問が湧わいて来る。

「な、なあフェル。おまえ、その……赤毛の下にも耳があったりするのか？」

「え？」

「だから、その、人間と同じ位置にも耳がね」

「え？」

「ほら、ネコミミがさ……」

「え？」

「あ、ごめん。なんでもない」

　恐らく、聞いてはならぬことだったのだろう。

「うなー。そうじが、みみそうじ、してくれるの、ありがとー」

　赤毛の下に関するやり取りなどなかったかのように、フェルが話を繫つなげた。

　ネコミミは嬉うれしそうにパタパタしていたが、硝子球の瞳に表情はない。

「う、うん……そうだね」

　なんとも曖あい昧まいに、宗そう司じは頷うなずいた。

「じゃあ、こうたいだね」

「交替？　あ、ああ、そうだな、今度はおれが膝ひざ枕まくらだな」

「うなー」

　宗司が身を起こすと、フェルがその膝に倒れこむようにして頭を乗せた。

　意外にずっしりとした重さを宗司は膝の上に感じる。

「たのんだぜー？」

　ここだ、ここだ、と示すようにネコミミがぴこぴこと左右に揺れていた。

「……」

　ごくり、と無言のまま宗司は唾つばを飲みフェルの手から耳かきを受け取る。

　この長い赤毛をかき上げたいという衝動を我慢して、まず耳かきを握っていない方の手でネコミミに触れた。

「うなんっ」

　ふにんっ。

　求ぎゆう肥ひという、もちもちした菓子がある。

　フェルのネコミミはそれと同じ感触だった。

「…………」

　ふにふにふにふにふに。

「うなっなっなっなっ」

　楽しかった。

「うなー、そうじ、そこはだめー、フェル、とろけるから」

　上等なマッサージを受けている時のような、緩んだ声でフェルが言う。

　宗司は目を閉じ、少し考えた。

「すまん」

　ふにふにふにふにふにふにふにふにふにふにふにふにふにふにふに。

　ふにふにふにふにふにふにふにふにふにふにふにふにふにふにふに。

　耳かきを放ほうり投げ、宗司は必殺の両手ふにふにを繰り出す！

「うなっなっなっなっなっなななななななななななな」

　小気味よく、ぴくんぴくんと震えるフェルの背筋、体、たゆゆゆゆんと揺れる胸。

　だが今はそれ以上に、このネコミミの、ふにふにした感触がたまらない！

　宗司の眼まな差ざしは真剣そのものであった。

　フェルの頰ほおは赤く染まり、肉体は火ほ照てり、全身から力が抜けているようだった。

「──！」

　閃ひらめき、軽くツイストを加える。

「うなぁー」

　まるでネコミミがフェルを操作するスイッチであるように、腰がくねった。

「すまない、フェル」

　宗そう司じが口く惜やしげに唇を嚙かみ、再び謝罪する。

「もう、我慢できそうにない」

「う、うなぁ……いいよ、そうじ、きて」

　何という自己犠ぎ牲せいの精神か、ネコミミふにふにの魔力に憑つかれた宗司を赦ゆるし少女はその硝子がらす球だまの瞳ひとみを静かに閉じた。

「うおおおおおおおおお！」

「うなぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　野獣の如ごとき咆ほう哮こうをあげ、宗司が両のネコミミをふにふにくにくに弄もてあそぶ。

　甘さの混ざった声で鳴き、フェルが宗司の膝ひざの上で身を捩よじらせて悶もだえる。

　ある種の楽器のように、青せい龍りゆうの間にフェルの心地良さ気な鳴き声が響き渡った。




　……三十分近くも経たったか、青龍の間から出てきた宗司の顔はつやつやしていた。

「随分と、お楽しみだったようですわね」

　蔑さげすむようなリアの眼まな差ざしから、宗司は視線を逸そらす。

「合意は貰もらったぞ」

「その言い訳は最低ですわ」

　リアは溜ため息をひとつ、閉じた羽はね扇おうぎを口元に当てた。

「わたくしの体も、中々のものですわよ」

　冗談なのか本気なのか、宗司には判断が出来なかった。

「フェルに勝てなかった」

「でも負けてませんわ」

「そうかもしれないな」

　宗司は頷うなずき、三つ目の扉を開けた。




　ドアは白びやつ虎この間へ繫つながっていた。

　その内装はというと、これまた見慣れた部室である。

「あっ、ソージだ。いらっしゃーい」

　見慣れた部室では裸（水着）エプロン姿のキリカが、部室中央の古びたテーブルで優雅にお茶をしていました。

　白いカップに紅茶の香り漂うティーポット、六分の一程減ったホールのアップルパイ。

　パイをもふもふと食べていたキリカが、太陽のような笑顔を浮かべて宗そう司じを見た。

「ソージもどう？　アップルパイはキリカさんのお手製だよ」

「おっ、良いのか。じゃあ遠慮なく」

　気付いたら制服姿になっていた宗司はテーブルにつく、対面に座っているキリカがいそいそとパイを取り分け紅茶を注そそいでくれる。

　パイはまだ焼き立てなのだろう、香ばしいバターと甘い林りん檎ごの匂においがした。

「どうぞ召し上がれ、だよっ」

「いただきます」

　白い皿に取り分けられたパイ、宗司は添えられたフォークで口に運ぶ。

　さくり、パリパリのパイ生地が破れる食感、続いて煮た林檎の蜜みつのような甘み。僅わずかに残った酸味が林檎の甘ったるさを歯切れの良いものに変えていた。

「美お味いしいでしょ？」

「うん、美う味まいな。甘いのに、さっぱりしてる」

　頷うなずき、宗司は一口紅茶を飲んだ。濃い目に淹いれたストレートティーの渋さが口の中に残ったパイを洗い流す。

「おまえ、将来はケーキ屋で食ってけるんじゃないか？」

「アハハハ、じゃあソージが一緒にお店開いてくれる？」

「自動的に、一いち乃のやらリリスもついて来るぞ」

「じゃダメだねっ」

「酷ひどい言い草だな」

　くつくつと宗司は少し笑った。キリカも一緒になって少し笑い。

「あっ、いけない忘れてたよっ」

　慌てた様子で席を立った。

　対面に座っている宗司にも全身が見えるように、わざわざ横に回って咳せき払いを一つ。

　それが合図だったかのように、光が差し込みキリカを照らす。

　輝く銀の髪、煌きらめく青い瞳ひとみ。

「ようこそ、白びやつ虎この間へっ！」

　アイドルが歌の振り付けでするように、両手を上げて大きく一回転。

　銀色の髪でふんわりと弧を描き、エプロンの裾すそからちらりとブルーストライプの水着を覗のぞかせて。

　すたっ、宗司の前で綺き麗れいに止まり青い瞳のウインクを一つ。

「わたしが真の真の四神最強、大地の嫁スキル使いホワイトキリカさんだよっ！」

　ブイサインと共に、彼女は宣言した。

「おお！」

　何だかわからないが感心してしまった宗そう司じが拍手をする。

「イエーイ、応援ありがとっ！」

「で、ええと、大地属性？」

「イエスッ、ジャンルはお料理だよっ」

「それでアップルパイか」

「ここでソージに重要なお知らせがあります」

「ん？」

「えーと、実はね」

　さっきまでたゆゆんと胸を張っていたキリカが、急にもじもじとし始めた。

　たゆゆんな胸を前腕で下から持ち上げるようにしながら、胸の前で指先を絡めている。

「キリカさんの嫁スキルはその名も『キリカさんケーキ』と言いまして……」

「あー」

　この段階で既に内容の予想がつく宗司だったが一応、キリカの台詞せりふを待つ。

「ヒントは、生クリームと各種フルーツだよっ」

「うん、そんで、おまえがスポンジなわけだな」

「アハハハ……ソージ正解」

　困ったような声で笑い、キリカは顔を俯うつむけるようにして小さく頷うなずいた。

　要するに、キリカの体にクリームやらフルーツやらを飾り付けてというアレだろう。

　どちらからともない沈黙が、二人の間に流れる。

　やがてキリカは上目遣いにほんの少しだけ顔を上げて宗司を見た。

「…………する？」

　青い瞳ひとみと、桜色に染まった頰ほおが可か憐れんだった。

「や…………やめとく」

　宗司は赤くなった顔を見られないように掌てのひらで隠しながらそう答えた。

「アハハハ、だ、だよね。さすがに、ちょっと、あれだよねっ」

　安心半分、残念半分、そんな顔をしたキリカが少々上うわ擦ずった声で笑いながらもう一度テーブルにつき、冷めた苦い紅茶を一息に飲み干した。

「一応、誤解されないように言うと……これ考えたの、わたし……もちょっと含まれてるけど、わたしだけが考えたわけじゃないからねっ」

「ん？　つまりどういうことだ？」

　妙な台詞に首を傾かしげると、キリカはずずいっと身を乗り出し語り出した。

「えっとね、そもそも話は昨日の夜に遡さかのぼるんだけど」

　テーブルの上でむにんっ、と押し潰つぶされたエプロンに包まれた胸──正面に座る宗司には作り出されたその谷間が、大変によく見えた。

　白いエプロンの縁ふちは地面、二つの膨らみは山と山、そして作り出された山やま間あいの谷。

　絶景である。しかし宗そう司じは気合で視線を逸そらし、キリカの青い瞳ひとみをじっ、と見詰めて話を聞く体勢に持って行く。

「昨夜は、誰がどの属性を選ぶかで熾し烈れつな争いが繰り広げられたんだよ」

「ほう」

「具体的にはスリーアウト制枕投げで」

「楽しそうだなおい」

「そしてキリカさんは最下位、いまいち地味な大地属性に決定」

「大地は大切だぜ？　料理も」

「うん……でも、その時は違ったの。そう、フェルが持って来たテンションが上がる不思議なジュースでキリカさんたちはグデングデンだったから──」

　ぐっ、と、キリカは拳こぶしを握り立ち上がった。

「大地属性の地味なイメージをくつがえすため、一発派手にやっちゃおうとみんなでアイデアを出し合った結果が『キリカさんケーキ』だったのさ！」

「だったのさ、じゃねえよ！　アホだろおまえら！」

「このアイデアの凄すごいところは、数々のオプションプランがあることなんだよ。『スポンジだって美お味いしいよ』プランとか『フルーツだけじゃ物足りないよねっ』プランとか」

「詳細な説明は遠慮します」

「どれも、冷静になっちゃったら実行できないような過激オプションだから残念ながらキリカさんは今回不戦敗のリタイアです」

「なるほどね。つうか、おまえら滅め茶ちや苦く茶ちや楽しそうだな。おれも呼べよ、ちょっと寂しいだろ、具体的には枕投げには呼べよ」

「アハハハ、でもソージが混ざったら、矢や面おもてに立つのはソージだよ」

「やっぱそうなりますよねえ」

　諦あきらめに近い溜ため息を吐つき、宗司は一口アップルパイを食べて紅茶を飲んだ。

　キリカも腰を下ろし、空のカップにポットから紅茶を注そそぐ。

「そんなこんなで、最近のキリカさんたちは基本的に仲良しです」

「良いことじゃねえか」

「昔は喧けん嘩か九、仲良し一ぐらいの割合だったけど、今は随分仲良しの比率が高くなってもうビックリだよっ」

　もくもくとキリカもパイを食べている。

「すっっっごく気に入らなかった相手でもさ、共通の目的があると仲良く出来ちゃう」

「ふむ……美う味まいな、このパイ」

「ん、ありがと。それからおめでとソージ、私たちは確実にソージの望まない方向へ進んでいる。ソージが大嫌いな、ハッピーエンドへ」

「いやいや、おれはハッピーエンド好きですよ」

「自分が含まれていないハッピーエンドは、でしょ。個人的にはソージの願いを叶えてあげたいんだけどね」

　ふぅ、と甘い林りん檎ごの香りがする溜ため息をキリカはついた。

　両りよう肘ひじをテーブルについて、じっ、と青い瞳ひとみで宗そう司じを見詰めた。

「困った話だよっ、わたしも今が楽しくて仕方ない」

　宗司が青い瞳を見詰め返すと、彼女は木こ漏もれ日のように柔らかく微笑ほほえんだ。

「ソージは、どうしたいの？」

「長期戦は覚悟した」

「ふぅん」

「当面の問題は、将来的に生活費をどうやって確保するかだな。大学に進むにしても、高卒で働くにしてもその辺りが問題だ」

「それ、誰かに相談したの？」

「親父おやじには」

「良いの、キリカさんにそんなこと言っちゃって？」

「どうせ、次はおまえに相談するつもりだった」

「んー、相変わらずキリカさんは信頼されてるね」

「ああ、信用してるよ。何か良い知恵があったら教えてくれ」

「オッケ、考えとく。非合法ラインはあり？」

「なしの方向で頼む」

　宗司は自分の皿にあったパイを食べ終え、紅茶を飲み干し立ち上がる。

「じゃあ、おれはそろそろ行くよ」

　白びやつ虎この間──部室を出て行こうと、キリカに背を向け歩き出す。

「ねえ、確かソージのお父さんって三人ぐらい奥さんいたよね？」

「最近、六人に増えたそうだ」

「アハハハ、それは凄すごいね。でも数だとソージも案外負けてないよ？」

「勝ちたくねえよ」

「わたしね、少し、その奥さんたちの気持ちがわかる」

　しゃらりと、彼女は一いち乃のがするように銀色の髪をかき上げた。

「多分、最初は『わたしとあなた』の関係でいようとして争ってた。でも気がつけば『わたしたち』でいることが自然になって、それは『わたしとあなた』と同じぐらい大切な関係だって気付いちゃう」

「何が言いたい」

「ねえソージ、そういう関係を何て呼ぶかわかる？」

「……教えてくれ」

「『家族』、だよ」

　不思議な響きをもって、その言葉は宗そう司じの胸に響いた。

「わたしたちは変化する──変わらないあなたを、一人残して」

「悪くない」

　宗司は言った。

「おれが最後に裏切って、敵に回ればいい話だ」

「出来るの？」

「『零白夜ラスト・エレメント』で感情を凍らせる」

「そうじゃないよ」

　青い瞳ひとみは静かに、表情のない宗司を水面のように映し出す。

「あなたのやってることは、もう、何の意味もないんだよ」

　降り積もった雪のように静かに、彼女は言う。

「わたしたちは、『世界』よりも、『わたしたち』をとった──

　異能があなたを殺すためにあるというならば、

　殺せないほど完璧に制御する。

　もしもあなたが『世界』を滅ぼすならば、

『わたしたち』は世界を棄すてる。

　どうせ、最初から棄てられている側なのだから」




　太陽のように明るく、キリカが笑った。




「っていう、『悪い冗談バツドジヨーク』はどうかなっ！」

「返せ！　さっきまであったシリアスな空気を返せ！」

「アハハハ。でも、そうなったとしても大丈夫っ」

「何がだよ」

「わたしがいつでも『裏切り者』なってあげるからっ」

　笑顔を浮かべて、身を乗り出して、パイと紅茶の味がするキスをした。

「──！」

「悪いことは、全部キリカさんと一緒にしようねっ」

　驚く宗司に、青い瞳を一つ閉じ、可愛かわいらしいウインクを。

　最高に魅力的な笑顔を浮かべて、彼女は言った。













日誌　七　志望遊戯（正妻）・後編






「どうしましたの？」

「何がだ」

「悩み事でもあるような、難しい顔をしてますわ」

「そうか、まあ大したことじゃない」

「ふふっ、折せつ角かくのゲームですもの楽しみなさいませ」

「ああ、そろそろ行くとする」

「最後の相手は、森もり塚つか一いち乃の。強敵ですわよ」

　くすくす、と、彼女は羽はね扇おうぎで口元を隠して優雅に笑う。

「御武運を」

　リアの声に見送られ、宗そう司じは朱雀すざくの間のドアを開けた。




　ドアの向こうは薄暗く、狭い部屋だった。

　桃色がかった弱い照明、微かすかに甘い花の香り。

　目算では六畳程度、その大半を、巨大なベッドが占めている。

「ようこそ、朱雀すざくの間へ」

　一いち乃のはベッドの上で腕を組み、仁王立ちして宗そう司じを待ち構えていた。

　ホワイトブリムを載せた長い黒髪、フリルのついた白いエプロン、同じく白のニーソックス──どこからか吹く強い風に煽あおられ揺れなびく。

　はためくエプロンの下には黒く、布地が少ない、サイドが紐ひものビキニがある。

「ふふっ、私こそが真しんに本当にマジでガチな四神最強、火属性のくちゅん──」

　風に吹かれながらの格好良い名乗りの最中、実に可愛かわいらしいくしゃみだった。

　無言で一乃が指を鳴らすと、どこからか吹いていた風が止まった。

「何度も練習していたというのに、こんな失敗をするなんて」

　独り言を呟つぶやくと、何事もなかったかのように彼女は再び名乗りを上げる。

「私こそが真に本当にマジでガチな四神最強、火属性のスキル使い」

　赤い唇を吊つり上げて嫣えん然ぜんと微笑ほほえみ、しゃらりと長い黒髪をかき上げ。

「闇やみ夜よに咲いた一輪の花、裸エプロンメイド森もり塚つか一乃」

　最後の仕上げとばかりに、一度強い風が吹いた。

　かき上げた黒髪が風になびき、フリルのついたエプロンがふわりと揺れる。

　一乃はベッドの上に両りよう膝ひざをつき、膝立ちになって嫣然と微笑む。

「炎のように熱いご奉仕で、あなたを溶かくちゅん……」

　咳せき払いを一度して、一乃は言い直した。

「炎のように熱いご奉仕で、あなたを溶かしてあげるわ」

　赤い唇を吊り上げた艶なまめかしい微笑みと共に、絡みつくように甘い視線を彼へと向ける。

　しなやかな指先で誘い、彼女は宗司をベッドへ招く。

「…………」

　が、宗司のリアクションは無かった。ちなみに、こっちは制服姿に戻っている。

「…………あら？」

　桃色の弱い照明を浴びたまま、一乃がベッドの上で首を傾かしげる。

　宗司はじっ、と静かな眼まな差ざしで裸エプロンメイドの一乃を見詰めていた。

「……良いでしょう、説明してあげるわ」

　艶なまめかしい微笑みに、若干の焦りを混ぜて彼女は言う。

「私は火属性、ジャンルは夜よ伽とぎ、そこに私自身のオリジナリティとして奉仕なるメイド要素を加えたからこその裸エプロンメイドよ！　下にビキニがあるのはご愛あい嬌きようね」

「なるほど」

「この黒髪に映えるホワイトブリム、フリルのついた愛らしいエプロン、太ふと股ももが眩まぶしいニーソックス──メイド服に存在するメイド的要素を最低限にして最大限抽ちゆう出しゆつすることで、私は裸エプロンとメイドを両立させたわ」

「なるほど」

「更には清せい楚そな純白のメイドエプロンの下に黒ビキニを着用してギャップを演出するというこの隙すきのなさ！　どう、凄すごいとは思わなくて！」

「なるほど、凄いな」

　静かな相あい槌づちを打つ宗そう司じは、内心で、感動に似た感覚を味わっていた。

　変わらないものはない、とキリカは言った。

　だが、変わらないものがここにあった。

「何なのよあなたは！　そんな孫を見る祖父みたいな慈愛に溢あふれた顔をして！」

「一いち乃の、おれは、おまえのことが好きだよ」

「え？　え？　あ、あ、ありがとう？」

　突然の告白に頰ほおを染め、一乃は困惑しきった声を上げる。

　恥ずかしげにもじりと身を捩よじり、白い背中で長い黒髪がはらりと揺れる。

　宗司は変わらず、穏やかに微笑ほほえみ彼女を見ていた。

　変わらない日常の象徴を、一乃の中に見つけてしまった。

「気にしなくて良い。続けてくれ一乃、おれは、おまえのことを見ていたい」

　本当に静かで、穏やかで、それでいて満足したような遠い微笑。

　思わず、一乃の胸にきゅんとした甘いものが湧わき出し──ふと、思った。

「ちょっと待ちなさい。それってつまり『おまえがどんなアピールしようと一ミリも興味ない、性的な意味で』という意味合いにとれるのだけれど？」

　宗司は少し考えた。

「まあ、そういう意味にも取れなくないな」

「そう」

　一乃が微笑んだ。大輪の花のような華やかで美しく、毒の香りがする笑顔だった。

「宗司、ちょっと、こっちに来てくれるかしら」

　見み蕩とれてしまいそうな笑顔を浮かべ、彼女は改めて宗司をベッドの上へ招く。

　内容はともかく、口調は確実に命令のそれだった。

「…………あれ、一乃、怒ってる？」

　さっきまでの余裕はどこへやら、宗司の額にはうっすらと汗が滲にじみ声は乾いている。

「怒ってないわよ。だから、こっちに来なさい」

　重ねて招かれるが、宗司の足は進まない。

「どうしたのかしら？　私が何をしても、あなたは気にしないんでしょう？」

「いえ、決してそういう訳ではなくですね。わたくしは、一乃さんのことを大変魅力的な女性だと思っておりますし、それはもう日常のちょっとした仕草がドキドキものだということも強く主張いたします、ですから──」

「宗そう司じ」

　絢けん爛らんと、華は微笑ほほえむ。

　ホワイトブリムに、フリルつきエプロン、ニーソックス。

　裸エプロンメイドが、三度、彼を手招く。

「……はい」

　無限の諦あきらめを込めて、宗司は靴を脱ぎベッドに上がった。

　ぎしり、とスプリングが重たい音を立てて軋きしむ。当たり前だがベッドの上はあまり良い足場ではない、一歩進むごとに足が沈み激しく動き回れば転倒の危険もある。

　そして、宗司が彼女の間合いに入った。

　瞬間、音もなく一いち乃のの腕が蛇のように伸びた。

「くっ！」

　膝ひざ立だちから直立へ、伸び上がるような動きと共に顔を狙ねらって放たれた貫ぬき手て。

　自ら膝を落とし体勢を崩すことで宗司は貫手を避よける、爪つめが頰ほおを掠かすめ僅わずか血が滲にじむ。

「はあっ！」

　避けられたと見るや、一乃は貫手の軌道を変え手刀へ、体勢が崩れ無防備にさらけ出された首筋目掛けて斧おのの如ごとく振り下ろす。

　がぎり、その手刀は宗司が掲げた前腕に阻はばまれた。

「ちいっ──」

　すかさず一乃がエプロンの裾すそを跳ね上げるような膝蹴げりを放つ。

　だが、宗司は膝蹴りよりも一瞬早く自ら一乃にぶつかっていった。

　タックルに近い、一乃の膝蹴りは不発に終わる、一乃の太ふと股ももを両腕で抱え込み、フリルのついたエプロンに包まれた腹を顔面で押すようにしてベッドに倒す。

　淡い花の香り、一乃の匂においが鼻に届く。

「このっ、離しなさい！」

「ぐっ」

　倒された一乃がもがくようにつま先をばたつかせて宗司を蹴った。肉にぐいと爪先がめり込む感触、太股を抱きしめるようなホールドが緩む。

　その隙すきを逃さず一乃は横転し宗司の下から逃げた。

「逃がすか！」

　大おお雑ざつ把ぱに伸ばした宗司の手が一乃のエプロンを摑つかむ、背中側で結ばれた紐ひもを摑んでいる、紐が解ほどけエプロンが脱げる、一乃は取り逃した。

　回転の勢いを利用して、彼女は素早く立ち上がった。

「手ごわい女だ」

　宗そう司じもまた、同じタイミングで立ち上がり軽く構える。

　その眼まな差ざしは油断なく、一いち乃のを見据える。

　長い黒髪に載せたホワイトブリム、太ふと股ももを強調するようなニーソックス。

　エプロンの下にあった黒いビキニは布地が三角で、サイドは紐ひもであった。

　動き回ったせいか、桃色がかった照明のせいか、彼女の白い肌は僅わずかに赤い。

「──やるわね」

　一乃が赤い唇を吊つり上げ不適に笑う。

「エプロンを脱がされるとは思わなかったわ」

「そうかい」

　宗司もまた、にぃ、と強く笑う。

「知っていて？　メイドにとってエプロンは神聖な意味を持つの」

「……はい？」

　怪け訝げんそうな宗司を無視して、一乃はむしろオペラ歌手のように堂々と力強く語り出す。

「エプロンを脱がされたメイドは、相手を殺すか愛するしかないと法で定められて──」

「ません！　なんだその物騒なメイドは！」

「メイド業界では常識よ？」

「噓うそだっ！　それ以前に、おまえメイドじゃないだろ」

「愚かな人ね」

　しゃらり、黒髪をかきあげたその手を一乃は胸の上に置いた。

「メイドとは魂の在あり方、職能や資格のレベルで語れると思っているの！」

「職能や資格のレベルで語るべきもんだよメイドは！　立派な職業ですよメイドさん！」

「因ちなみに先ほどの法は発展し、今日ではご主人さまが自らの手でメイドのエプロンを脱がすと『私の生涯のメイドになってください』とプロポーズしたことになるわ」

　ぽっ、と一乃は赤みのさした頰ほおに手を添えてはにかんだ。

「末永く大切にしなさいよ、ご主人さま」

　思わず『はい』と、頷うなずきたくなるぐらい魅力的な笑顔だったがそこはぐっと我慢。

　どうやって反論してやるべきか──

「隙すきあり、かしら」

　しゃらり、長い黒髪が揺れた。なびいた。一乃が突っ込んだ。

　ベッドの上という足場の悪さをものともしない綺き麗れいな足運びだった。

「なっ！」

　勝手に戦いが終わったと思い込んでいた宗司の反応が遅れる。

　一乃のラッシュが来る。

　拳こぶし、膝ひざ、肘ひじ、手刀、再び膝、拳──

　体勢が整わぬまま、辛うじてその攻撃を受ける。

　衝撃で体が揺れる、踏みしめるべき足元は不安定なベッド。

　崩されるのは時間の問題、ならば。

「これで、終わりよ！」

「自分から倒れてしまえば良い！」

　握った拳こぶしを叩たたきつけるような一いち乃のの一撃が放たれる。

　宗そう司じがクマのように両腕を広げて、前のめりに倒れる。

　拳が宗司の肉体を打つが、逆方向に倒すほどの力はなかった。

「え？」

　殴られながら宗司は一乃の体を摑つかみ、そのままベッドの上に押し倒す。

　ぼすん、ベッドの上で二人の体が軽く跳ねる。

　今度こそ逃さぬように、宗司は両手両足を使い一乃の細い体を押さえ込んでいる。

「簡単な話だな、一発二発殴られたところで死ぬわけじゃない」

「ふふっ、だから殴られながらでも摑んでしまえば勝ち目があるということね」

　宗司はともあれ、一乃の方も満足そうな顔をしていた。

　動き回ったせいだろう、ホワイトブリムを載せた黒髪が、エプロンを剝はぎ取られ黒の紐ひもビキニと白のニーソックスで包まれた体はしっとりと汗ばんでいる。

「なんで殴り合ってんのかわからんが、おれの勝ちだな」

「ええ、どうして殴り合いになったのかはともかく、殴り合い『は』あなたの勝ちね」

　くすり、一乃が続けた。

「気付いていたかしら？　私の着ているビキニね、サイドが紐なの」

「それが？」

　きょとんと不思議そうな顔をしている宗司が面白いのか、一乃はくすくすと酷ひどく愉快そうな声で笑う。

「紐ビキニは半分以上観賞用ね、当然だけど激しい運動には適していないわ」

「むっ、つまり」

　段々と一乃の言いたいことがわかって来たのか、宗司の視線は細い首筋肩を通り過ぎて黒いビキニで包まれた胸元へ移動する。

「結び目、とっくに解ほどけちゃってるわね」

「……そうですね」

　ばっ、がしっ、ぎゅっ──

「一乃、貴様！」

「どこへ、行こうと言うのかしら」

　宗司が慌てて身を起こそうとする、すかさず一乃が自由になった手で宗司を摑み、逆に逃さぬよう握り締めた。

　くすくすと、彼女は蝶ちようが舞うように笑う。

「いえ、その、一いち乃のさんに是非水着を直していただきたく思いまして、わたくしは離れた場所で目と耳を閉じて待機していようかと思いましたはい」

　蛇に睨にらまれた蛙かえる状態、宗そう司じは焦りを浮かべて一乃の手を解ほどこうとしているが腕の細さに似合わぬ腕力で全く外れない。

「ああ困ったわ。どうしてか紐ひもの結び方が思い出せないわね。このまま体を起こしたら水着がぺろんと落ちてしまうでしょうね。ぺろんと落ちたら当然目の前にいる誰かさんに裸を見られてしまうわね。どうしようかしら、悲鳴を上げる？　責任を取らせる？　ひょっとして本格的に襲われるかもしれないわよね、男の子はみんなケダモノですもの」

「すんごい楽しそうですね一乃さん！」

「ええ、とっても」

　素晴らしいまでに美しい、満面の笑みを彼女は浮かべる。

「あなたを困らせるのって、最高に楽しいわ」

「おまえの性格の悪さも最高だよ！　くそっ、この、手を離せ」

「い・や」

　上にのしかかっている宗司が逃げようと身を捩よじり、下で押し倒されている一乃が逃がさないように拘束している実に珍妙な綱引きは少々宗司の分が悪いか。

「そうだ！　目を閉じてれば良いんじゃないか！」

「安心なさい、あなたが目を開けるまで待っててあげるわ」

「容赦ねえなおい！」

「はい、時間切れ」

　宗司ごと押し上げるように、一乃が身を起こした。

　当然、胸に張り付く薄布──黒ビキニも仄ほのかな隆起からずり落ちていく。

「──ッッッッ！」

　このままでは、見えてしまう。

　だがもはや宗司にそれを防ぐ手段はない。

　一乃を押し倒そうと力をこめているが、彼女の押し上げる力の方が強い。

　拮きつ抗こう状態にあったのは数秒、宗司は、押し切られた。

「残念だったわね」

　一乃の上体が完全に起きた、宗司の眼前で、黒ビキニが。

　はらり。

　と、落ちた。

「うわあああああああああ……あ、ああ？」

　宗そう司じが絶望の叫びを上げ、そして、気づいた。

　胸部に張り付く白い、何か、パッドのようなもの。

　いわゆるヌードブラジャーである。素材の吸着力を利用して紐ひも等の支えなしで体に貼り付けるタイプの下着である。

「ふふっ」

　赤い瞳ひとみの性悪猫が、にやにやと笑っていた。

「テニスウェアの時の仕返しよ、宗司のバァカ」

「逆恨みじゃねえかよ、それ……」

　宗司はがっくりと肩を落とし、安あん堵どが混ざった盛大な溜ため息をついた。

「因ちなみに、下にも似たような手品が仕込んであるのだけれど、見る？」

「見ません、ああもう、心臓に悪い」

　溜め息をもう一度、宗司は立ち上がり一いち乃のに手を差し出した。

　一乃はその手を取り、宗司に引っ張られるようにして立ち上がる。

「ありがとう」

「どういたしまして」

「満足したから、帰って良いわよ」

「そうさせてもらいます、つうか、おまえ、最初からこれが狙ねらいか？」

「半分は、そうね」

　残りの半分は言うまでもなかろう、夜よ伽とぎの実践である。

　ルール的に見れば一乃の誘惑を退しりぞけ部屋を出られるので宗司の勝ち、だが、実際は良いように遊ばれた疲労感と敗北感を肩に宗司は朱雀すざくの間を出て行く。

　何にせよ、今日のゲームはこれで終わったのだ。




　そう──思っていた。

「ああ、疲れた……やっと終わっ…………たあ？」

「あ、あら？　ええと、お、おかえりなさい、ませ？」

　中央の部屋ではリアが、半裸だった、脱ぎかけていた、着替えシーンだった。

　裸（水着、魅惑の黒ビキニ）エプロン姿から着替えようとしていたのだろう、エプロンを外し、水着の上を取り、下を脱ごうとしていたところであった。

「な、なんでだ？」

　縦に巻いた長い金髪で要所が絶妙に隠れた二つの膨らみから、キリカに匹ひつ敵てきするばゆゆんな胸から、宗司は顔を真っ赤にしながらも視線を逸そらせない。

「あ、あの、四人倒して終わりだと思っていたら五人目がいたという、お約束を、するためにその、わたくしが、待機して、いたのですけれど」

　こちらも顔は真っ赤で、軽く涙目で、やや混乱しているようで……

「いやああああ、な、何を凝視していますのよ！」

「ぬおおおおお、ダ、ダイナミックに揺れていっぐはあっ」

「見ないでくださいましっ！　見ないでくださいましっ！」

「ぐおっ、がはっ、ぬぐおっ！」

　ばゆゆーんと豊かな胸を揺らしながらのボディーブロウ、宗そう司じの目線はそのダイナマイトな膨らみに釘くぎ付づけで防御なんて出来るわけがない。

　もんどり打って地面に転がる宗司を、とどめとばかりに踏んで、踏んで、踏みつけた！

　良いぞリア！　宗司は弱った虫のように痙けい攣れんしている！

「ですわ！　ですわ！　ですわ！」

「ぐおっ、がはっ、ぐっ……」

　まだ混乱しているのか、宗司が気絶してもリアの容赦ない踏みつけは続き。

　ゲームの終了を知って一いち乃のたちが戻って来るまで宗司は踏まれ続けた。

　悲劇的なことに宗司が気付いた時、その素晴らしくダイナミックな光景は脳裏から消えていた。

「ううむ、何かとても良いものを見たような気がするんだが、ううむ……」

「気のせいですわよ、このおバカ！」













日誌　八　一乃さん風邪を引く






　ぼんやりとした頭で、一いち乃のは天井を見上げていた。

「ひょっとして、裸エプロンメイド姿で風に吹かれながら台詞せりふの練習をしていたのが悪かったかしら」

「多分、つうか、間違いなくそれだな」

　白しろ崎さき家の一乃とキリカが使っている部屋（本来なら宗そう司じの両親の部屋）、一乃が寝ているベッドは四人ほど同時に眠れる大きなベッドだ。本来なら、ベッドの中央を横切る遮光カーテンで二つに区切り互いのプライベートスペースを確保するが今はそのカーテンを畳んである。

　ベッドが大きすぎるのもあるが、家具は少ない。一乃にしてもキリカにしもて多少の着替えと私物を持ち込んだ程度で大半はそれぞれの家に置いたままだ。

「折せつ角かくの春休みに…………馬ば鹿かみたいね」

　広いベッドに横たわり呟つぶやいた声は、文字通り熱に浮かされたようだった。

　三十八度少々の熱、着替えが簡単なようにシャツ一枚だけの姿で上に薄いのから厚いのまで四枚ほど布団や毛布の類をかけている。

　風邪で弱った心に広すぎてがらんとした部屋は不安を搔かき立てるが、今は違う。

「水、飲むか？」

　サイドテーブルに置いた水差しを手に、宗司が抑え目の声量で告げた。

「……貰もらうわ」

　汗で濡ぬれ肌に張り付いた黒髪をかき上げて、一乃がゆっくりと身を起こす。

　掛け布団で覆われていた上半身が顕あらわになる。白い肌は汗に濡れて薄赤く上気し、着ている白いシャツも湿り気を帯びていた。

「……ふぅ」

　半開きの唇から漏れるアンニュイな溜ため息、目の前に差し出されたコップを両手で包むように握り、こくこくと喉のどを動かして水を飲む。

　発汗で水分を失った体に、水分が染みこむようだ。

「食欲はあるか？」

「あまり、ないわね」

「リリスがおかゆ作ってるから、少しでも食べとけ」

「……ん」

　こくりと小さく一乃が頷うなずいた。

「食べたら風邪薬だな」

「…………苦いのは嫌よ」

「我慢しろ、飲んだら桃缶とプリンをやるから」

「何よその子ども扱い」

「冗談だよ、別に苦くない普通の錠剤だ」

「そう…………桃缶とプリンも冗談？」

「そっちは本当、キリカが買いに行ってるところだ」

「………………そう」

　熱で赤みを帯びた顔、唇が少し笑顔を作るように緩んだ。

「楽しみなんだな」

「別に、楽しみじゃないわ」

「そうか」

　くつくつと宗そう司じが小さく笑い、一いち乃のが頰ほおを膨らませ潤うるんだ赤い瞳ひとみで宗司を睨にらむ。

「シャツ、新しいのに替えるか？」

「まだ良いわ」

「そうか」

「もう、行って良いわよ」

「リリスが来るまでは、傍そばにいるさ」

「……馬ば鹿か」

　ごろり、と赤色に染まった顔を隠すように一乃が体を横にして背中を向ける。

　黒髪の隙すき間まから一瞬、白い、今は風邪でほんのりと赤い首筋が覗のぞいた。

　会話が途切れる。静かに誰かがドアを開ける。

「リリス？」

　と、宗司が言いながら振り向き。

「……」

　一乃もまたごろりと体を半回転させドアの方を見た。

「あれ？　誰もいない……あ、いた」

　ドアの下の方に、モフモフした赤いウサギ──ウサギ七号がいた。

「ウサー」

「ど、どうやってあの身長でドアを開けたんだ」

　ウサギにしては大きい方だが、どう頑張ってもドアノブに手は届かないはずだ。

　しかし、そんな疑問に答えるつもりもないのか赤いウサギはぴょんぴょんと跳ねながらベッドの傍、宗司の隣にまでやって来た。

「ええと、見舞いに来たのか？」

「ウサッ！」

「ああ、見舞いらしいぞ良かったな一いち乃の」

「ええ、ありがと──ごほっ」

「大丈夫か？　ほら水、落ち着いたら飲めよ」

　一乃が急に咳せき込み、宗そう司じがサイドテーブルの水差しから注そそいだ水を差し出す。

「うさー、どうやらワタシの出番のようデスね」

「──！」

　聞きなれぬテンションの高い声に、宗司が反射的に振り向く。

　女がいた。ナースがいた。ナースキャップもかぶっていた。

　三つ編みに結んだ栗くり色の髪、眼鏡めがねをかけた知的な顔立ちの向こうには子どものようにキラリと輝く赤い瞳ひとみ。ナース服の襟元には聴診器を引っ掛けている。

「我らが主あるじも、我らが敵も、この姿では始めまして──ラブリーキューティー癒いやし系ナース、ウサギのウサ子さんデス」

　片手をナース服の腰に当て、しなを作り逆の手でブイサイン。

　最後のデスと同じタイミングで眼鏡越しにウインクを一つ。

「…………ウサギ？」

　眼鏡のせいでわかり辛づらいが顔立ちは一乃に似ている、背丈も同じぐらいだ、肝心の胸部は結構ある、それなりにあるある、かなりある、たゅんぐらいのサイズだ。

「はいな、序列は七位の《兎エピスイメア》　デス、こんにちは」

　眼鏡のブリッジに中指をあて、くいと持ち上げ彼女は続けた。

「先日、我らが主が『アンダースコートを穿はいていると思い込んでスカートたくし上げパンツ全開にしました』事件をきっかけに人化のスキルを手に入れました！」

「きっかけくだらねえ！」

「ちょ、ちょっと思い出させないでよそんなこ、げほっごほっ！」

「羞しゆう恥ち心しんも高まれば限界を超える理由になる、人間って凄すごいデスよね？」

「確かに凄すさまじい、別の意味で」

　思わず叫び咳き込んだ一乃の背中をさすりながら、宗司は困り顔で頷うなずいた。

　人化したウサギは気にした様子もなく口元に悪戯いたずらっ子のような笑みを浮かべている。

「つうか、おまえの名前、ウサギだからウサ子ってそのまんますぎないか！」

「うさー……七つの大罪的に考えるとアスモデウスに当たるんデスが。どう略しても女性名が出て来ずウサ子になりました。良い名前を募集中デス」

「そうすか、ええと、うさー、はフェルの真似？」

「はいな、可愛いデスよね。うさうさって感じで」

　と、ナースキャップを被かぶった頭に両手をつけてウサミミっぽく前後に動かす。

　仕草がちょっと可愛かわいらしい。でも、口元がによによ笑っているのがちょっと怪しい。

「ところでソウジさん、風邪引いた女の子って何かえっちぃ感じが良いと思いません？」

「いかん、またアホが増えただけだ！」

「うさー！　アホとは失礼な。ワタシはこう見えても……んー？」

　言いながら、彼女はずいっと宗そう司じに顔を寄せた。

「な、なんだよ」

　近くで見る顔はやはり一いち乃のに似ていた、赤い瞳ひとみはやや吊つり目がちで鋭く、唇は薄い。だが一乃ほどシャープな印象を与えないのは口元に浮かんだ笑みと語り口調の中にあるテンションの高さだろうか。

　栗くり色の三つ編みも、ウサギの耳（垂れ耳）を模しているように見えなくもない。

　可愛らしいのだが、どうにも胡う散さん臭くさいのは……恐らく、フェルに似ているからだろう。

　外見ではなく精神的な部分、摑つかみどころのなさは（陰陽の方向は逆で活発な印象を与えるものの）フェルに良く似ている。

「うさー……これは、なるほど、ふーむ。大変に偽善者かつへたれな顔──」

　ウサ子はマジマジと宗司の顔を眺めると、満足そうに頷うなずいた。

「喧けん嘩かを売ってるのかおまえは！」

「うさうさ、冗談デスよ。ソウジさん大好きっ」

　ウサ子はどこかの妹がするようにきゃるんと可愛らしい顔で誤ご魔ま化かす。

「この女……まあ良い、で、ウサ子は一乃の見舞いに来たってことで良いんだよな？」

　ちらと、宗司は隣の風邪引き一乃を見てウサ子に聞いた。

　風邪で顔の赤い一乃は、興味深そうな眼まな差ざしでウサ子を見ている。

「うさっ！　厳密には治しに来たんデスけどね」

「治しに？　医者かおまえ？」

「ワタシは序列こそ七位で戦闘能力は低いも低いデスが、『煉獄カサルテイリオ』の獣で唯一の治ち癒ゆ能力持ちデスから。槍やりに備わっている技も、そうデスよ？」

「…………ああ、そう言えばそんな技があった、かしら？　外傷専用だった気もするけれど使わないから忘れてたわ」

　一乃の異能『煉獄カサルテイリオ』、七つの特殊能力を備えた槍の形質を持つが確かに最近は全然使っていない。日常生活で使う方がおかしいのだが。

「うさー。やっぱり忘れられてましたか。ま、風邪ぐらいなら一発で治せますし、治療治癒に代謝促進、生物系の薬品精製とかも出来ますから頼りにして下さい」

　自慢げに、ウサ子はナース服の腰に手を当て大き目サイズの胸を張る。

「地味に凄すごいじゃねえか、医者いらねえな」

「うさー、もっと褒ほめ称たたえても良いんデスよ！　どうぞ、遠慮なく！」

　更にふんぞり返るウサ子の眼鏡めがねの奥で赤い瞳ひとみが無邪気に輝いていた。褒ほめられたのが素直に嬉うれしいのだろう、案外単純な部分もあるようだ。

「はいはい後でいくらでも褒めてやるから、まずは一いち乃のを治してやってくれよ」

「うさ！　それでは早速、治療に入ります」

　どん、とウサ子は自分のそこそこレベルな胸を叩たたいて請け負った。

　ナース服の胸元で聴診器が揺れていた。

「……ねえ、宗そう司じ」

　ちらり、頰ほおを高潮させた一乃の瞳が宗司を見上げた。

　唇をもごもごと、少々言い辛づらそうに迷って口を開く。

「風邪が治っても、桃缶とプリンを食べても良い？」

「い、良いと思うよ、うん」

　ちょっと一乃が可愛かわいかった。

「そう、じゃあ、治して貰もらえるかしら……看病されているのは少しその、あなたを独占出来て嬉しいけれど、いつまでも風邪引きでいるわけにはいかないものね」

　かなり一乃が可愛かった。

「うさー、主あるじでさえなければ性的な意味で襲い掛かりたい可愛さデスねソウジさん」

「ああ全くだ……おい待てそこのウサギ！　今、凄すごい台詞せりふを吐かなかったか！」

「うさっ、それでは『煉獄カサルテイリオ』序列七位の力、お見せしましょう」

　宗司の疑問を軽やかにスルーし、ウサ子は眼鏡越しの赤い瞳でウインク。

　そのまま踊るように大きく両腕を広げ片足を軸にくるりと一回転、栗くり色の三つ編みが揺れナース服の裾すそがなびいて聴診器が回る。

「おおっ」

　何をするのかと、宗司が期待の混ざった声を漏らした。

「はい、この薬を飲めば一発で治りますよ。ちょっと苦いデスけど」

　ウサ子は普通にポケットからカプセルを取り出し一乃に手渡した。

「動作の意味がねえ！」

「……ま、まあ、お薬ありがとう。早速飲ませてもらうわね」

「どういたしまして、お薬は必ずお水で飲んでくださいね」

「ほい一乃、水」

「ありがとう」

　宗司が差し出した水を使って、一乃はカプセルを飲み干した。

「──！」

　一乃が赤い瞳を見開く。

　すうっ、と劇的に明確に体調が良くなって行く。

　熱が下がり、咳せきがとまり、腫はれた喉のどが癒いやされ筋肉から疲労が消える。

「……しゅごいわね、これ」

「…………い、一いち乃の、おまえ」

「なに、宗そう司じ……？」

　一乃は不思議なことに気がついた、先ほどより宗司の顔が遠くにある。急に宗司の身長が何十センチも伸びたみたいにだ。

　それと着ているシャツが何な故ぜかだぶっとして……

「おまえ、小さくなってる」

「にゃんっ！」

　びっくりした一乃が可愛かわいらしい声で悲鳴をあげて、ぺたぺたと自分の体に触れる。

　サイドテーブルに置いた水差しに映る姿は見事なまでの十歳児サイズ。

　幼女な一乃さん、略してロリ乃さんがここに誕生した。

「な、なによこれええええええええええ！」

　幼くなった一乃が、舌足らずな声で叫びをあげた。

　風邪は確実に治っているのだろう、見事に機敏な動きでぴょこんと立ち上がる。

　ベッドの上に立った一乃はやはり十歳児サイズだった。鋭かった顔は丸みを帯びて頰ほおはぷくぷく唇はぷるん、動揺のあまり涙目になった赤い瞳ひとみは零こぼれそうなぐらいに大きく見える。体格は身長に比して頭が大きく手足が長めな子ども体型で、髪の長さは変化していないため毛先が必然くるぶしの辺りに。

　着ていたシャツがワンピースサイズになり袖そでは盛大に余っている。ズボンの方はずり落ちて脱げ、足首の辺りに白い布が絡まっていた。

「おいウサ子！　どうなってんだこれ！」

　宗司が叫び元凶を探す、栗くり色の三つ編み、眼鏡めがね、ナースキャップにナース服、ウサ子の姿は既に室内にない。

「うさー、薬の使用はあくまで自己責任でお願いしまーす！」

　ドアの向こう、ウサ子は廊下を文字通り脱だつ兎との勢いで逃げて行った。

「ちょ、ちょっと、どうしゅ、どうするのよこれは！」

「おれに聞くなよ、おまえの異能なんだし！」

　ぎゃあぎゃあと言い合う二人の声を聞きとがめたわけでもなかろうが、今度はリリス（単体）が寝室に姿を見せた。

「兄さま、森もり塚つか一乃、おかゆを持って来ました」

　柔らかな髪をまとめた小さなポニーテイル、小柄な体に家事用のエプロンをつけて足元にはふかふかの柔らかそうなファースリッパ。

　両手で、おかゆの載った小さなお盆を持っている。

「叫び声が聞こえましたが何かありましたか？」

「ああ、丁度良かったリリス聞いてくれ」

　宗そう司じがリリスの方へ駆け寄る、その肩越しにリリスは見た。

「子……ども？」

　瞬間、一いち乃のの脳裏に電流が走る。

「はじめまちて！　そうじパパといちのママのこどもの、ニノです！」

「兄さまああああああああああああ！」

「ええええええええええええ、あっつぅぅううううううあああああ！」

　リリスが向かって来る宗司におかゆを投げつけた、頭から熱々のおかゆを被かぶった宗司が悶もん絶ぜつし床の上を転げ回る。

「うおおおおお」

　サイドテーブルに突進、水差しを引っくり返すようにして水を被る。

「……はあ、はあはあ、ち、違う、リリス、あれ、一乃が、小さくなった」

　肩で息をしながら宗司は弁解するが、リリスの虹にじ色いろの瞳ひとみは絶対零度だ。

「冗談は止よしてください兄さま」

　シュッ、シュッ、お盆を斧おののように素振りしながらリリスは言う。

「あんな天使のように可愛かわいらしい子どもが、腐った悪魔の死体についた病原菌のような森もり塚つか一乃に育つはずがありません！」

「うわすんげえ言われよう」

「さすがのわたしも傷つくいわれようね」

　ニノの演技を止やめた一乃が、舌足らずな声で言い、じとっとした目でリリスを睨にらむ。

「…………」

　リリスもまた、じっ、と虹色の瞳で一乃を──素振りは続けたまま見詰めた。

「おや、森塚一乃ではありませんか。もしかして小さくなったのですか？」

「ええ、そうよ」

「やはりそうでしたか、リリスは当然一目でそれを見抜いていました」

「噓うそつけやこら！」

「噓じゃないもん、信じてお兄ちゃんっ！」

「うん、お兄ちゃん信じる！」

「そうじがちょろいわね」

「やかましい……まあ、良いや。ちょっと一乃の着替えとか用意してやってくれないか、おれはシャワー浴びてこのおかゆを洗い流す」

　ふう、と宗司は大きく息を吐いた。

「わかりました兄さま」

「わるいわねリリス」

「いえ、恐らくリリスの古着でどうにかなりますから」

　一いち乃のがベッドの上にぽすんと腰を下ろす。宗そう司じはおかゆ塗まみれの頭を押さえて部屋の外へ、入れ違いにリリスがベッドの傍そばまで歩いて行く。

「やーれやれ。あのウサギめ、風邪を治せたのは良いが、こんなオチをつけるとは」

「たっだいまー。桃缶とプリン買って来たよー！」

　廊下へ出て漏らした呟つぶやきに被かぶさって、元気な声が玄関からした。

「あー、キリカか、おかえり」

「うん、ただいまっ」

　ぱたぱたと、キリカが二つに結んだ銀髪の尻尾しつぽを揺らしながら寝室まで駆けて来る。お使いに出ていたキリカの私服はパーカーにスラックスだ。

「一乃の調子、どう？」

　青い瞳ひとみに僅わずかに心配そうな色、声も少し落としてドアの傍にいた宗司に聞く。

　宗司は露骨に言い辛づらそうな顔をした。

「あ、ああ……それが、な」

「え？　もしかして悪くなったり……」

「いや、あれ」

　目線で寝室の中、ベッドの上にちょこんと女の子座りをしているロリ乃さんを指した。

　舌足らずな喋しやべり方、艶つや々つやの長い黒髪、うるうるの大きな赤い瞳、まるっこくて可愛かわいらしい顔立ちと大きなシャツに包まれた小さな体。

「なにあの子、すごくカワイイよ！」

　キリカの青い瞳に、ハートマークが浮かんだ。

　叫び声で気付いたのか、ロリ乃はキリカの方を向くとわざとらしいぐらいに可愛らしく無邪気な笑みを浮かべて口を開いた。

「はじめまちて！　そうじパパといちのママのこどもの、ニノです！」

「ソソソソソソソソソソソソージ！」

「違う違う違う！　一乃！　あれ一乃、小さくなった一乃です！」

　キリカにまで攻撃されてはたまらないと、宗司は慌てて弁解する。

「噓うそだよっ！　あんなカワイイ女の子が、世界中の毒と病気と呪のろいを集めて煮込んだよりも邪悪な人の形をしているだけの怨念みたいなイチノであるはずがないよっ！」

「あなたがわたしをどうおもっているのか、よくわかったわ」

「え？」

　マジマジと、キリカはロリ乃さんの顔を見詰めた。

「うわあああああ、イ、イチノだこの子！」

「そうよ、いちのさんよ、ざんねんだったわね」

「残念じゃないよっ！　イチノでも許せるぐらいに、カワイイよっ！」

　拗すねたような一いち乃のの台詞せりふを切り裂いて、キリカはかつてないほどに機敏な、もはやタックルに近い動きでロリ乃さんに抱き付いた……というか、飛びついた。

「にゃ、にゃにゃにゃ、にゃに、なに、するのよキュリカ！」

「ああんもうカワイイなあ！　舌足らずでちゃんと喋しやべれないところとか超カワイイ！」

　容赦なくロリ乃さんを抱き締めて、すりすりとキリカが頰ほお擦ずりをしている。

「アハハハ、頰っぺたぷにぷにしてる」

「や、やめなさいよ、ばぁかぁ！」

　じたばたともがくが、十歳児サイズの小さな体では大した力もない。

「アハハハハ、睨にらむイチノもカワイイよっ！」

「くぅぅぅぅ、バカにして、こうなれば、じつりょくこうしをしてやるわ！」

　抱き締めるキリカの隙すき間まから、一乃が虚空に手を伸ばし叫んだ。

「ちゅみを焼け──あかきあがない『かさるてぃりお』！」

　異能の名を呼び、名が力を呼び、力は形となり象かたどる。

　伸ばした手は虚空より、『煉獄カサルテイリオ』の形、燃える槍やりを摑つかむ──

「……って、なによ、これ！」

　子どもの玩具おもちやのような、赤く透き通ったプラスチック製の槍だった。

「イチノ、根元にボタンついてるよ」

「あら、ほんとうね」

　押した、ギュギュイーンと音が鳴って穂先がピカピカッと光った。

　どう見ても、子どもの玩具である。

「アハハハハハハ、異能までかわいくなってるよっ！」

「ううううう、こ、この、この」

「もうっ、痛いよイチノっ」

　ぽかぽかと、『煉獄カサルテイリオ』の槍（プラ）でロリ乃がキリカの頭を叩たたく。

　キリカは完全に子どもと遊ぶお姉さんの態度で痛がって見せた。

「むきいいいいいいい、はなしなさい、はなーせー！」

　涙目のロリ乃さんがキリカの腕の中でじたばたもがく光景は、本人の内心はともかく、何となくほわっと胸が温かくなる光景だった。

　我知らず宗そう司じとリリスの顔にも笑みが浮かんでいた。

「平和ですね兄さま」

「平和だなあリリス」

「見てないで、止めなしゃいよ！」

「んー、ちっちゃいイチノがこんなにカワイイなんて、もう成長しなくても良いよ！」

「ふちゃ、ふざけるなぁあああああ！」

「平和だなあ」

　そっとその場を離れ、宗そう司じは頭のおかゆを洗い流すべく風呂場に向かった。




　シャワーでおかゆを洗い流した宗司だったが、湯船に昨日の残り湯があったのでついでに追い炊きして一風呂浴びることにした。

「ふぅ、一いち乃のの風邪が治ったのは良いが……」

　湯船に肩まで浸つかり溜ため息をつく、果たして、ロリ乃さんはいつ元に戻るのだろうか。

「春休みだったのが、まだ良かったな」

　目を閉じて、宗司はしばし物思いに耽ふける──

「宗司、かくみゃっ、かくまっててちょうだい！」

「な、なに？」

　びっくりして目を開けると風呂場に幼い一乃の姿が、息が荒く、背中で押さえるようにして風呂場のドアを押さえている。小さくなる前に着ていたシャツ一枚の姿で、足元まで届く長い黒髪は心なしかよろっと疲れているように見える。

「キ、キリカから、逃げてきちゃのよ」

「あ、ああ、なるほど」

　耳を澄ませば、外で一乃を捜し回っているキリカの声がしていた。

「イーチーノー、お姉ちゃんがカワイイお洋服着せてあげるから出てきてよー」

「ぜったい、でていくものですか」

　小声で一乃が呟つぶやき、同時に、コンコンと浴室のドアがノックされた。

　びくん、と幼い一乃の背中が震える。

「どうした、キリカ」

「あっ、ソージ、イチノ見なかった？」

「風呂入ってるのに見てるわけねえだろ、でもまあ、足音とかも聞こえなかったし二階に隠れてんじゃないか？」

「なるほどっ、確かに隠れる場所がいっぱいあるもんねっ！」

「多分な」

「ありがとソージっ、イチノ捕まえたら抱っこさせてあげるね」

「程々にしとけよ」

「えー、いつ戻っちゃうかわからないんでしょ？　なら、イチノがカワイイうちに、可愛かわいがっとかないとねっ！」

「気に入ったんだな」

「うんっ！　じゃねっ、ソージラブー」

　ぱたぱたと、キリカの足音が遠ざかって行く。

「行ったぞ」

「たすかったわ、ありがとそうじ」

「おまえも大変だな」

「わらいごとじゃにゃ、わらいごとじゃないわよ」

　宗そう司じが愉快そうに笑うと、一いち乃のは丸い頰ほおを風船みたいに膨らませて唇を尖とがらせた。

「はいはい、で、おまえはどうする？」

「せっかくだし、わたしもおふろにするわ」

「え？　いや、おれが入ってるんだけど」

「いいじゃないの。きのうから、おふろにはいってないし、あせがちょっときもちわるいのよ。シャツをきたままなら、いいでしょ」

「それは、どうなんだ」

　宗司は急に真剣な顔になり、一乃を眺める。

　まさしくロリ乃さん、体のサイズは十歳児、胸はリリスにすら負けるぺたんこで、腰のくびれなどない寸ずん胴どう体型。

「あら」

　視線を感じて、一乃はその体たい軀くに不釣合いなほど色っぽく微笑ほほえんだ。

「それとも、シャツをぬいで、はいりましょうか？」

「わかった、おれの負けだ」

　体は小さくなっても精神は同じなのだと思い知らされ、宗司は掌てのひらで顔を隠して溜ため息を吐ついた。隠した顔が赤いのは、入浴中であるせいだろう。

「ふふっ、それじゃあ、おじゃみゃするわね」

　ちゃぷん、と小さな水音を立てて一乃が浴槽に入って来る。

　水かさが僅わずかに増えて水面は小さく揺れる。

「ふにゃあ……ああ、いちにちぶりのおふろ、きもちいいわね」

「それは結構なんだが、一乃よ……何な故ぜ、おれの膝ひざの上に乗る」

　ちょっこりと、胡坐あぐらをかいた宗司の上に膝を抱えるようにして幼い一乃が座っていた。

「いいじゃないのよ、ちゃんとシャツはきてるもん」

「いえ、くすぐったいんです。髪の毛が」

「いちの、しらないもん」

「何で微妙に口調を変えてるんだ？」

「こどもっぽくて、カワイイでしょう？」

「阿あ呆ほう……まあ、確かにカワイイがな」

「さいしょから、すなおにそうほめにゃ、ほめなさい」

　何となく会話が途切れた。音もなく、湯船に浸つかるだけの時間が過ぎる。

　幼い一いち乃のの体は湯に温められて桜色に染まっていた。

「かみ、あらいたいの」

「手伝えってことですか、お嬢さま？」

「あにゃたも、んっ、あなたも、きがきくようになったじゃにゃい」

　一乃が湯船を出て、風呂場用の洗い椅い子すに腰掛けた。

　水を吸った重たげな黒髪がシャツの背中に張り付いていた。

　宗そう司じも湯船を出て、一乃の後ろで膝ひざ立だちになる。

　それから部屋の隅にある籠かごを引き寄せた──一乃とキリカが住み着くようになり、ボディソープにシャンプー、リンスの種類が増えたので導入されたものである。

　因ちなみに宗司は基本的に石せつ鹼けんだ。

「一乃は……ええと、この花の奴やつだったか？」

「ん」

　こくりと一乃が頷うなずく。

「じゃ洗うから、お湯かけるな」

「ん」

　洗面器で頭から一乃にお湯をかけ、黒髪全体を濡らす。シャンプーを掌てのひらに出しよく泡立てて一乃の黒髪に触れる。

　しゃらしゃらしゃら、と、シャンプーの泡を黒髪に絡めるように、指の平で頭皮をなぞるようにして洗って行く。

「こんな感じで良いか？」

「ん」

「目、閉じてろよ。泡が入るからな」

「ん」

　言われる前から、一乃はぎゅっと強く目を閉じていた。ついでに両手の拳こぶしもぎゅっと握っていた。正面から一乃を見ると両手でガッツポーズをしているように見える。

「が、がんばる」

「あ？　ああ、そうか」

　何を頑張るのかわからなかった、とりあえず宗司は頷いた。

「でも、あにゃ、あなた、いがいとじょうずね」

「昔は、こうやってリリスの頭を洗ってやったもんだ」

　不意に宗司が懐かしげな眼まな差ざしをして、手つきがいっそう優しくなる──

「んー！」

「痛っ！　な、何だ、何な故ぜにおれの腿ももを抓つねる！」

「なんでもないもん」

「……なんでもないことはないだろう」

「なんでもないの！」

　唇を尖とがらせぷうと頰ほおを膨らませ、一いち乃のは拗すねていた。

　やはり肉体に精神が影響される部分もあるのか、今日の一乃はよく頰を膨らませる。

　まあ、可愛かわいいので良いのではなかろうか。

「……頰っぺたつんつん」

「……んー、んー、んー」

　泡に濡ぬれた指先で突くと柔らかいボールのような感触が心地良い。一乃の方も満更ではないのか少し楽しそうだ。

「おっと、いかんいかん」

　このままだと時間を忘れてつんつんしてしまう、宗そう司じは気を引き締めて一乃の髪を再び洗い出した。途中からは一乃の機嫌も良くなり。

「んーんっー」

　ぱたぱたと足を動かしながら、軽い鼻歌を口ずさんでいた。

　そして、風呂から出るなりロリ乃さんはキリカに拉ら致ちされた。




　以後は、一乃の受難の時間となった。

「はぁはぁ、カワイイよ、カワイイよイチノ！」

「うーもう、にゃに、なによ、この服は！」

「見ての通りイヌさんの着ぐるみパジャマだよ」

　イヌミミフードのついた、上下つなぎのパジャマである。色は茶色だ。

　寝室のベッドの上、不服そうな顔をしてツンとそっぽを向いたイヌさんパジャマロリ乃さんをキリカが携帯電話のメモリーを埋め尽くす勢いで撮影していた。

　何かに目覚めたのか、元々その気けがあったのか、撮影するキリカはシャッターボタンを押すたびに肌艶つやが良くなっている気がする。

　端的に言うと超楽しそう。まさに太陽のような、向日葵ひまわりのような笑顔。

「あれ、大昔にリリスが着てた奴やつじゃないか？」

「四年前です。他にもカエルさん、ネコさん、ウシさんのパジャマもありますよ」

「全部、一乃に着せるつもりか？」

「沢さわ村むらキリカはそのつもりのようです」

「よく、一乃が素直に言うこと聞いてるな」

「プリンだそうです」

「なるほど」

　宗そう司じとリリスは、キリカがやりすぎちゃったりしないように同じ部屋にいる。

「じゃあ次はイチノ、ポーズ取ってみよっかっ！」

「イヤだもん」

「プリンもう一個追加ああああ！」

「わんだにゃん」

「良いよ、良いよー、イヌなのに舌足らずでネコっぽくなってるところが良いよー、あ、目線こっち頂戴！」

「つーんだわん」

「はぁはぁ、言うこと聞かずにそっぽ向いてるところもいいよ。今夜はキリカお姉ちゃんと一緒に寝ようね！」

「イヤ！」

「本気で嫌がってるところも、カワイイねっ！　でも、くふふふふふ、どうせ同じ部屋だし、同じベッドの真ん中を仕切って使ってるだけだもんねっ！」

　銀色の髪を振り乱して寝室を移動しまくるキリカの荒い息遣いと携帯電話のシャッター音が、狂ったように響き渡る。

「大丈夫なのか、あれ？」

「兄さまは大丈夫だと思いますか？」

「宗司、リリス！　こんにゃ、じゃなくて、今夜はわたしと一緒に寝なさい。というか、いっしょに寝て！」

　その日は、宗司に、一いち乃の、キリカ、リリスとリリス。

　少々横に長い川の字で寝ることとなった。

　キリカの名誉のために言うならば、彼女は何もしなかった。




　そして翌朝。

「一晩寝たら、みょと、んんんっ、元に戻ったわ！」

「おう、おめでとう」

「昨日は色々な意味でお疲れさまでした」

「ちぇー、元に戻っちゃったのかー。はい、これ約束のプリン」

「凄すごい量だけど、何個買ってきたのよ」

「四十個くらい？　起きて一番にコンビニめぐりして買って来たよっ」

「くくっ、良かったな一乃」

「朝ごはんどころか、晩ごはんまでプリンでいけますね」

「こんにゃ、こんなに食べきれないわよ」

「じゃっ、みんなで食べよっか──あっ」

　キラン、キリカの青い瞳ひとみが輝いた。

「イーチーノー？　『マサチューセッツ工科大学』って言える？」

「古い話を持ち出してきたわね……言えるわよ」

　赤い瞳を細め、睨にらみ付けるように一いち乃のは言った。

「ま──まちゃつーちぇっちゅこうかにゃいがく！」

「アハハハ、全然言えてないじゃん！」

「う、うるちゃいのよ！　体が大きくなったり小さくなったり、おいつかないのよ！」

　キリカが楽しげに笑い、一乃が顔を真っ赤にして怒り。

「おーい、先に朝ごはんにしないか」

　宗そう司じが仲裁して。

「プリンはデザートにして、朝は洋食にしましょうか」

「うなー、プリン、プリン」

「朝食、お手伝いしましょうか」

　こうして、また新しい白しろ崎さき家の一日が始まった。

　大体、仲良しである。






日誌　九　エイプリルフール






　目が覚めて、宗司はカレンダーを確認した。

　明日から新学期が始まる、今日は春休み最後の日だ。

　布団から身を起こした状態で睨んでいた携帯電話（のカレンダー）を宗司は置く。

「嫌な予感がする」

　その悪寒を肯定するように、ドアの外から慌てた様子の足音が聞こえた。

　バァン！

「兄さま大変です、」

「グレイテストに大変ですとリリスは宣言します」

　ドアを乱暴に開け放ち現れたのは、鏡を合わせたように同じ顔の妹リリスとリリス。

　普段は小さなポニーテイルを作っている髪を下ろしてふんわりと軽いウェーブを、小さな体を包むのは春を意識したのか薄い桃色のワンピースと膝ひざ上までのニーソックス。

　ワンピースの裾すそを少し短めに、ニーソックスは少し長めに、間に挟まれた太ふと股ももとスカート部分の際きわどい短さが実にパーフェクト。

　思わず誘導されそうになる視線を精神力で制御し、リリスの虹にじ色いろの瞳ひとみを見た。

「うん？　何があったんだ？」

「兄妹で結婚を可能とする法律が、」

「先日、可決されたそうです」

　ばっと、リリスとリリスが片端ずつを持ち新聞紙を広げた。

　なるほど確かに、大見出しにそのような文章が書いてある。

「ちょっと詳しいところを見せて──」

　くれるか、と宗そう司じが頼む前にリリスとリリスは新聞紙をくしゃくしゃに丸めて後ろに放ほうり投げた。そのまま、今度はワンピースのポケットからウェディングドレスにつきものである純白のヴェールを取り出し、すっぽりと被かぶる。

「と、いうことですから、」

「今すぐリリスと結婚しましょう兄さま」

「そうか、よし結婚しよう！」

　宗司は立ち上がり、無駄に爽さわやかな笑顔を浮かべて両手を広げた。

「兄さまぁ、」

「兄さまぁ」

　リリスとリリスは星のように虹色の瞳を輝かせて宗司の腕の中に飛び込んで来た。















「おっと」

　小さな妹を二つ、宗そう司じはしっかりと受け止める。

　柔らかな髪からか、小さな体からか、石せつ鹼けんに似たよい香りがする。

「ところで、おれはどっちのリリスと結婚すれば良いんだ？」

「え」

「え」

「兄妹の結婚はともかく、重婚はまだ違法だろ？　まさか、重婚も同時に許可されるようになりました、なんて話もないだろうしな」

　リリスとリリスが、お互いに顔を見合わせた。

「リリス的に考えて、どのリリスが結婚しても同じことです、」

「はい、超固体であるリリスにとって、全すべてのリリスは等しい」

「つまり、リリスが結婚しても、」

「あるいはリリスが結婚しても同じこと」

「と、なると、どちらのリリスが結婚すれば良いのでしょうか、」

「兄さまはどちらのリリスと結婚すれば良いと思いますか」

「勿もち論ろん、おれはリリスの意思を尊重するとも。全てのリリスを愛しているからね」

　キランッと白い歯を輝かせた見事なスマイルと共に宗司は言い放った。

　困惑していたリリスとリリスも一瞬で、ぽわっと瞳ひとみをハートマークにする勢いだ。

「兄さま、今日も素敵です、」

「兄さまが今日もカッコ良いです」

「ですが、これは困りました、」

「どのリリスがお嫁さんになれば良いのか」

「やはり兄さまに決めてもらうしかないのですが、」

「兄さまは全てのリリスを愛しているそうです」

「困りました、」

「困りました、」

「困りました、」

「困りました」

　いつの間にか、リリスが四人に増えていた。

　部屋の窓ガラスを鏡代わりに、別のリリスを呼び寄せてしまったのだろう。

「じゃあ、どのリリスと結婚するか決まったら教えてくれ！」

　宗司は相変わらずの王子さまスマイルを浮かべたまま、自室を出た。

　パタンと背中でドアを閉め、ほっと一息を吐つく。

「どうやら、最初の危機は逃れたようだな」

　今日は春休み最後の日、つまり、四月一日。

　言わずと知れたエイプリルフール。噓うそを吐ついても良い日である。




　パジャマ姿のまま宗そう司じは一階へ降りた。紅茶の匂においにつられるようにリビングへ向かうと一いち乃のが一人ぼんやりとお茶を飲んでいた。

　窓から差し込む朝の日差しが反射して、艶つやのある黒髪が輝いているようだった。

　黒のロングスリーブに、膝ひざまでのスカート、黒いストッキングの黒尽ずくめ。

　白いのは肌で、赤いのは瞳ひとみと唇だけだ。

「おはよう宗司。あなたも飲む、いえ、朝食はどう？」

「良いのか？　他の連中はどうした？」

「キリカは朝早くからお買い物、リリスはさっきあなたを起こしに行ったわよ」

「ああ、来たよ。まだ部屋にいる」

「そう、フェルとリアはそのうちどこかから現れるんじゃないかしら」

「そうだな、じゃあ悪いけど朝食を貰もらって良いか」

「ええ、良いわよ」

　しゃらりと黒髪をかきあげて、一乃は席を立つ。

　そのままリビングに繫つながるキッチンへ向かわず、何な故ぜか宗司の傍そばにやって来た。

「そういえば、あなた今日が何の日か知っていて？」

「知ってるよエイプリル──」

「そう、聖エイプリル・バレンタインの日よ」

「初耳っす一乃さん」

「ふっ、あなたも案外と物を知らないわね」

　眼前に立つ一乃は、家庭教師のお姉さんが生徒を叱しかるようにつんと宗司の額を突いた。

　赤い唇に悪戯いたずらな微笑を浮かべて彼女は続ける。

「元々は春の第一日を記念するローマ時代の祝祭日だったのだけれど共和制から帝政に移行し国教がキリスト教に変化したあたりで事実の塗り替えが行われ、聖せい人じんエイプリル・バレンタインの殉教を記念した日に変わったのよ」

「へ、へえ」

「聖人エイプリル・バレンタインは名前の通り四月エイプリルの語源になった人物で、農夫の守護聖人。シンボルマークとして小さなクワを手に持っているわ」

　立て板に水の名調子で、一乃の雑学披ひ露ろうは続く。

「そして、ここが肝心なのだけれど。元々は、春の第一日目、村の乙女が豊ほう穣じようを願って種蒔まき前の土にキスをする日だったの。でも時代を経てキリスト教の影響を受けるにつれて変化して行き、十字架やマリア像に、そ、そして愛する人にキスをする日となったわ」

「なるほど」

　感心したように頷うなずく宗そう司じ、無論一いち乃のの雑学にではなく、これだけの大噓うそを堂々と並べ立てる度胸にである。

「と、いうわけで、特別に宗司…………キ、キスしても、良いのよ？」

　からかうように、余裕たっぷりに、黒髪をかき上げて微笑ほほえんだつもりなのだろうが、生あい憎にくと声が上うわ擦ずっていて無理をしているのが見え見えだった。

「なるほど、つまり、おれが一乃を愛しているならキスをしても良しと」

「ままままままままま、まあ、そ、そういうことね」

　平静を装う一乃の顔が真っ赤になり、黒いストッキングに包まれた指先が落ち着かなさそうに床を揺する。

「一乃」

　宗司が肩にそっと手を乗せると、一乃の背筋がぴくん、と伸びた。

「おれは、愛しているよ」

「そそそそそそそ、そ、そう、そう」

　そろそろ頭から湯気が出そうな一乃さんです。

「一乃が、おれのことを愛してるなら喜んでキスするさ」

「え、わ、私は、その、えっと、あなたと、同じ、です、はい」

「同じじゃわからないよ一乃、はっきり言ってくれないか」

　静かでどこか挑発的な笑みを浮かべて、宗司は顔を寄せる。

「さあ、その可愛かわいいお口で言ってごらん、おれを、なんだって？」

「あ、あ、あ、ああああああああああああ、あい、あいあい」

　赤い瞳ひとみがぐるんぐるん泳いでいる、舌がまともに回っていない。

　足先どころか黒尽ずくめの体全部がゆさゆさと揺れている。

「あ──あ、あー、あい、あいし」

　心を落ち着けるように大きく深呼吸をして、一乃はきっ、と赤い瞳で宗司を睨にらんだ。

「言えるわけないでしょうが、このバァカ！」

　叫ぶ勢いに乗せて、渾こん身しんのアッパーカットを一乃が放った。

　しかし、宗司は軽やかに身を反そらし回避した。

「ふっ、甘いぜ一乃」

「ううううううう、そ、宗司のバァカ！　バァカ！　バァカ！」

　悔くやしそうに唇を嚙かみ、長い黒髪をなびかせて一乃はリビングから逃げ出した。

　今日は調子が良いのか、宗司、二連勝である。

「あ、朝ごはん食い損そこねた」

　最後にちょっと、やられた。




　仕方ないので自分でトーストと紅茶の簡単な朝食を済ませ、部屋に戻るのはまだちょっと躊躇ためらわれた（リリスが降りて来ない）ので、パジャマ姿のままリビングにいた。

　外出していたキリカが戻ってきて、何やらキッチンで料理を始めた。

　十時ごろだろうか。

「ねえソージ、おやつ食べない？」

「食べる食べる」

　キリカが言って、宗そう司じは二つ返事で頷うなずいた。

「オッケー、すぐ持って行くねっ」

　キッチンから、キリカが小さなおぼんを持って姿を見せた。

　リボンで二つに結んだ銀髪と青い瞳ひとみ、今日のキリカは明るい顔立ちに良く似合った活発な服装をしていた。

　具体的には裾すそを絞った半そでのシャツに、太ふと股もも半ばまでのショートデニムだ。シャツの方は胸元が大きくたゆんと膨らんでいるせいで読めないが、何やら大きく英単語が記されている。

「はい、どーぞ」

　にっこりと明るい笑顔を浮かべてキリカが宗司の前におぼんを置いた。

　おぼんの上には小さなおにぎりと橙だいだいがかった饅まん頭じゆう、そしてほうじ茶が載せられていた。

「へえ、和風だな。ちょっと変な組み合わせだけど」

「うんっ、今日は和風な気分なんだ」

「まあ良いや、いただきます」

「どうぞ、召し上がれ」

　ぱちりと手を合わせて言うと、宗司はまず小さなおにぎりを手に取った。海の苔りも何も巻いていない極きわめてシンプルなおにぎりだ。

　そのまま手摑づかみでがぶり、一口で半分ほど食べた甘い。

「うううんっ！」

　びっくりして宗司が目を見開き変な声をあげる、慌ててほうじ茶を飲む。

「……び、びっくりした。な、なんだこれ？」

　齧かじったおにぎりを見てみれば、中に詰まっているのは餡あん子こだ。

「アハハハ、エイプリルフール特製、キリカさんのびっくり逆さおはぎだよっ」

「おはぎ、あ……ああ、なるほど」

　これはしてやられたと、宗司は素直に思った。

　おはぎは普通、餡子でもち米を包んでいる。これはまさにその逆だ。

「しかし、エイプリルフールってそういう意味じゃねえだろ」

「細かいことは良いの良いの、キリカさんは面白ければオッケーだよっ」

「おまえなあ」

　だが実際、こういう悪戯いたずらなら笑って許せる可愛かわいらしいものだ。

　宗そう司じは気を取り直して逆さおはぎを平らげ、今度は饅まん頭じゆうに手を伸ばした。

　先ほどのことがあるので多少警戒し、じっくり観察して匂においを嗅かぐ。

　手触りは普通の蒸し饅頭、橙だいだい色はオレンジ？　マーマレードの色だろうか、柑かん橘きつ系の匂いが残っている。

「なるほど、饅頭と見せかけて、中身はジャムって感じか」

「あっ、ソージ鋭い」

「まあな」

　少し自慢そうな顔でキリカの笑顔を見詰め、饅頭を齧かじった。辛からい。

「んんんんんんんんんっっっっっ！」

　湯飲みに残っていたほうじ茶を一気に飲み干す、熱いがそれどころじゃない、胸のあたりをバンバン叩たたいてとにかく無む理り矢や理りにでも飲み込みぜえぜえと荒い息を漏らす。

「こ、こ、これ……」

「正解は、皮はジャム入り、中身は辛子のびっくり饅頭でしたー」

「お、おまえなぁあああああ！」

「おおっとソージ、食べ物で遊ぶなって話ならその通りだけどわたしがそんな食べ物を無駄にするような女だと思う？」

「む……どういうことだ」

　機先を制された宗司が訝いぶかしげな顔をした。

　キリカはショートデニムの腰に手をあて、ばゆゆんっと胸を揺らして張った。

「ふふふのふ、ソージ。今度はあらかじめ、辛いお饅頭だと思って食べてみて」

「む、むう」

　言われたとおり、半分ほど残っているジャム辛子饅頭を食べてみた。

「これは！」

「そうだよソージ！」

「あんまり美お味いしくない、でも食べられないことはない！」

「その通りっ！　このお饅頭は際きわどいバランスで食べ物として成立しているのさっ！」

「あんまり褒ほめられたことじゃねえな」

「そだね、もうやめとく」

　一応、勿もつ体たい無いのでお饅頭も全部食べました。

「あ、最後にもう一品、同じコンセプトのがあるけどチャレンジしてみる？」

　満面の、まさしく太陽のようなニコニコ笑顔でキリカが尋ねる。

　宗そう司じにはそれが罠わなに誘う悪魔の笑顔に見えて仕方がなかったが、あえて乗った。

　プライドである。意地である。キリカの笑顔が可愛かわいかったからである。

「良いだろう、挑戦してやろうじゃないか」

「わーい、だからソージ好きだよっ、ソージラブー」

　可愛らしい笑顔を浮かべたまま、キリカが抱きついて来た。

「うわっ」

　ぎゅっと抱き締められる体、肩の辺りにシャツ一枚を隔ててたゆんたゆんなキリカの胸が当たって否いや応おうなく幸せな気分は高まって行く。

　警戒が緩んだ、その瞬間。

「最後は、キリカさん味」

　唇が触れた。

「…………あ、あぐっ」

　完全に不意を突かれた宗司が酸欠の金魚みたいな顔で口をぱくぱくさせる。

「アハハハ、わたしの勝ちだねっソージ」

　嬉うれしさ半分、恥ずかしさ半分、だろうか笑顔の頰ほおを僅わずかに染めてブーンと両腕を広げてキリカがリビングから逃げて行った。

　三分くらい経たって、立ち直った宗司は自然と緩みそうになる顔を押さえ首を振る。

「完敗だ……」

　本日の戦績は二勝一敗。

「いや……まだだ、まだあいつがいる」

　脳裏に過よぎるのは、何かイベントがあれば必ずやって来る赤毛のネコミミ少女──

「うなー？　それは、だれのことだろうかなー？」

「ぬう、この声は！　どこだ、どこにいるフェル！」

　声はすれども姿は見えず、宗司は席を立ち周囲をキョロキョロと見回す。

「はい残念、わたくしですわ！」

　長い金髪を揺らしテーブルの下から飛び出してきたのは、家にいたりいなかったりするペンギン娘ことリアだ。

「すいません間違いました！」

「あらあら」

　反射的に宗司が謝り、リアはくすくすと羽はね扇おうぎで口元を隠して微笑ほほえんだ。

　本日の彼女は胸元がたゆゆんと大きくはち切れんばかりに膨らんだシャツ──胸が生地を押し上げているせいで、裾すそからちらちらと肌が見える。

　下はチェックのスカートというカジュアルな格好、テーブルの下に隠れていたからか単に衣装に合わせたのかトレードマークの金髪縦巻きロールを解ほどいている。

　シャツの背中にはポップな字で『パンがなければ魚を食べれば良いじゃない　マリー・ペンギンネット』と記されていた。

　余談であるが、文字が書いてあるのは背中側のためキリカに匹ひつ敵てきするサイズでたゆゆんと胸が膨らんでいても問題はない。

「というか、何な故ぜそんなところにいる」

「ペンギンは狭いところが好きなのですわ」

「初耳だよそんな習性！」

「それはともかく」

　優雅に、羽はね扇おうぎを閉じて長い金髪をかき上げる。

「本日はわたくしが見事な噓うそを披ひ露ろうしてさしあげますわ、心して騙だまされなさい」

「それ言っちゃったら意味ないと思うけど、何だってー！」

　たゆんと胸まで張って大変張り切っている様子のリアに、宗そう司じは乗ってみた。

　このリアという少女、中々に頭は良いはず果たしてどんな噓を──

「あらまあ、見て御覧なさいな。窓の外にＵＦＯが飛んでいますわ」

　ぴしり、閉じた羽扇で窓を指してリアが言った。

　宗司は一瞬、凄すごく気の毒そうな顔をした。

「えー、まじでー、うわー、騙された……いるしＵＦＯ！」

　気のない様子で、宗司が窓の方を向く、いた、見えた、飛んでいた。

「ええええええええ、ああああ、そ、そうだカメラ！」

　ＵＦＯ、空飛ぶ円盤である、ピカピカ光っている。

　びっくりした宗司が思わず窓の傍そばまで駆け寄り、べたっと顔をくっ付ける。

「……ん？」

　ふと、宗司が振り返ってリアを見た。

「ほ、ほんとに、ひっかかりましたわ、あはっ」

　再び開いた羽扇で顔を隠し、シャツに包まれた肩を震わせていた。

「…………ちくしょう」

　露骨に悔くやしそうな顔で宗司が呻うめく。落ち着いてＵＦＯをよく見れば、本体からは糸が伸びているそれっぽく見えるように手を加えた玩具おもちやなのは明白だった。

「ああ、おかしい。あなたの驚いた顔、可愛かわいいですわね」

「可愛い言うな」

「大成功ですわね、気持ち良いぐらい見事に引っ掛かってくれましたわ」

　やっと笑いの波が去ったのか、顔を上げてリアは少し微笑ほほえんだ。

「くそっ、こんな子どもみたいな悪戯いたずらに引っ掛かるとは」

「違いますわよ、こんな子どもみたいな悪戯だから引っ掛かったのですわ」

　くすくすと、リアは大変愉快そうである。

「そうだな……あの赤毛ネコミミの方じゃなくて、リアが来たのも予想外だったぜ」

「第一罪でしたら『うなー、あえてフェルは、うそをつかない。なにもしない。せいぜい、フェルを、けいかいしているがいいさ、うなっなったー』だそうですわ」

「おれの思考パターンを読んできたか、やるなあいつも」

　感心したように頷うなずく宗そう司じだが、内心は結構悔くやしかった。




　だからフェルも含めて全員が揃そろう昼食の後で噓うそを吐ついてみた。

「なあ……実はおれ、好きな人が出来たんだ」

　思い思いに食後の時間を過ごしていた──食後の紅茶を飲んでいた、一いち乃の、キリカ、リリスとリリス、フェルにリアの動きが止まった。

「え？」

　全員が声を揃えて、宗司の方に視線を向けた。

『それって、つまり、わたしのこと？』と全すべての視線が訴えかけていた。

　ドキドキと、高まる少女の鼓動が聞こえてきそうな中で宗司はすくりと立ち上がる。

　そしておもむろに、ソファーの裏側から……タライを持ち上げた。

「マーンボーウ」

「友情が、恋に変わったんだ」

　キラキラ、と、宗司は胡う散さん臭くさいほどに爽さわやかな笑顔を浮かべて彼女たちに言った。

　全くと言っていいほど表情のないマンボウの顔が、僅わずかに赤かった。

「…………」

　一乃たちのリアクションはなく。

「あれ？」

「マンボウ？」

　宗司が不安になった頃。

　ふらーり、ぱたん……一乃たちが倒れた。

「噓ぉぅぅぅぅ！」

　彼女たちが次に気がついたのは、夕食の時間になってからだった。

　誰も、昼間のことについては覚えていなかった。

　エイプリルフール勝負、宗司は勝ったような負けたような複雑な気分で終わった。

　滅め茶ちや苦く茶ちや、心配したからだ。

「だって、まさか気絶するとは思わないだろ……普通」






日誌　十　高校三年最初のゲーム同好会






　春休みが終わり、宗そう司じたちは高校三年に、リリスは中学三年に上がった。

　始業式当日、昼前には式典と連絡事項も終わり放課後となった。

　いつだろうと変わりなく、第三旧校舎に人はおらず。

　三年に上がっても大差なく、宗司はゲーム同好会部室のドアを開けた。

「うーす、来たぞ……って、今日はおれが最初なんだけどな」

　部室の中央には以前と同じようにコタツがあるが、もうそんな時期でもないだろう。

　宗司は空気を入れ替える為に窓を開けた、いつぞやの夜桜は影も形もない。

　コタツを畳み、部屋の隅に移動させ代わりに古びたテーブルを中央まで運んで来た。

　ちょっとした模様替えを終えた宗司は椅い子すに座り、一つ息を吐つく。

　ガラリドアが開いて、一いち乃のが部室に姿を見せた。

「遅くなったわね」

「おう、掃除当番お疲れさん」

　新年度も同じクラスになった一乃は、いつも通りに見事な艶つやを誇る黒髪をなびかせてツカツカと部室を歩きテーブルに着いた。

　制服は春の季節に合わせたつもりか、すらりと伸びた肢体を包むのは赤と桜色をベースにしたセーラー服だ。

「キリカは？」

「すぐ来るわ」

「ソージラブー、ついでにイチノもやほー」

　言葉通り、すぐ（一乃が開けたままにしていた）ドアからキリカが入って来た。

「おう、掃除当番お疲れさん」

　今年度はキリカも同じクラスになった。

　窓から春風が吹きキリカを撫なでる。リボンで二つに結んだ輝く銀髪、ブレザータイプの制服、リボンを結んだ胸元は彼女自身の胸囲により大きく柔らかく押し上げられている。

「折せつ角かくだし、紅茶でも淹いれましょうか」

「そうだね、手伝うよっ」

　さっき座ったばかりの二人が立ち上がり紅茶の準備を始めた。

　一乃からは淡い花の香りがして、キリカからはミルクに似た甘い香りがする。

「手伝おうか？」

「良いわよ、座って待ってなさい」

「三人じゃ多すぎて、逆に手間取っちゃうよ」

　それもそうだ。二人は慣れた手て際ぎわでお湯を沸かし、ポットの用意をする。

　丁度お湯が沸いた頃のことだ。

「お待たせしました兄さま、」

「と、森もり塚つか一いち乃のに沢さわ村むらキリカ……他はまだいないようですね」

　荒あら谷や学園中等部三年に進級したリリスとリリス、鏡を合わせたようにそっくりな双子が部室のドアを開ける。

　柔らかな髪で作った小さなポニーテイルも、虹にじ色いろの瞳ひとみも、幼さが残る顔立ちに蕾つぼみのような唇まで全く同じ作りをした少女たち。

　着用しているのは一乃ともキリカとも違うタイプの制服で、襟元にレースをあしらったペールオレンジのブラウスとクリーム色のブレザーだ。

「リリスもお疲れ」

「いらっしゃいリリス」

「やほ、紅茶淹いれてるから、待っててねっ」

　宗そう司じたちが口々に言うと、リリスとリリスは鏡を合わせたようにそっくり同じ動作で頷うなずき口を開いた。

「そういうことでしたらリリスは、」

「持ってきたクッキーとサンドイッチを用意します」

　サンドイッチは昼食用である。

「手伝おうか？」

「すぐ終わりますので、」

「兄さまは待っていてください」

「うん」

　基本的にみんな家事が得意なので、あんまりやることがなくて少し寂しい思いをする宗司だった。

　程なく、一乃とキリカの淹れた紅茶、リリスが二枚の中皿に分けて盛ったサンドイッチとクッキーがテーブルに揃そろう。

　人数分のカップに注そそがれた琥こ珀はく色の紅茶は白い湯気を立て香る。

「じゃあ、いただきます、と」

「いただきます」

「いただきまーす」

「いただきます」

　進級して最初の日、最初のゲーム同好会が、お茶会のように始まった。

「ふははははは、ちょっとまったー」

　そんで終わった。

　声のしたほうを見れば、開け放った窓枠に赤毛のネコミミ少女が仁王立ちしていた。

　フェルだ。ぴっこりとしたネコミミを生やした長い長い赤毛、生徒でもないのに一いち乃のと良く似た色合いの赤いセーラー服を逆巻く激しい風になびかせて。

　リリスのように小柄な体に不釣合いなキリカ並みに豊かな胸を張り、一乃と同じ赤い瞳ひとみで部室を睥へい睨げいする。

「ペンッ、ペンッ！　ペンッ！」

　その足元では、赤いペンギンがフェルの赤毛をカッコよくなびかせるために身長と同じぐらいの団扇うちわで風を起こしていた。

「ようフェルにペンギン。おまえらもサンドイッチ食うか？」

「うん、食べるー」

「ぺンッ！」

　フェルが窓枠から飛び降り、ペンギンもあっさり団扇を放ほうり投げた。

　一人と一匹がてぽてぽとテーブルの方へやって来る。

「うさぁぁぁぁあああ！　それこそちょっと待ってください！」

「うわびっくりした！」

　唐突にテンションが高めの声が響き、栗くり色の髪をした眼鏡めがね少女が先程フェルがしたようにぴょこんと窓枠に飛び乗った。

　風に揺れる栗色の長い三つ編み、眼鏡をかけたシャープな顔立ち。

　レンズの向こうで赤い瞳がキラキラ輝き、口元には悪戯いたずらっ子のような笑みが浮かぶ。

　背丈は一乃と同じぐらいながら胸部の発育では大きく上回る体にはナース服が、栗色の三つ編みの上にはナースキャップを被かぶっている。

「あ、ウサ子じゃねえか」

「あら、何日かぶりね」

「えーと、誰？」

「リリスも知りません」

「うなー、いけねえ、わすれてたぜ」

　宗そう司じたちが口々に言う、窓枠に乗った少女はナース服の腰に手を当てなかなか見事なサイズの胸を張って背筋を伸ばす。

「知らない人には初めまして、お久しぶりの方にはこんにちは、『煉獄カサルテイリオ』序列七位《兎エピスイメア》こと、ウサギのウサ子さんデス」

　名乗りを終えたウサ子は腰に当てた手を頭へ、ナースキャップの横に当てて、ぴこぴことウサミミめいて前後に揺らす。

「アハハハ、なるほどね」

　キリカが銀の髪を揺らして大おお袈げ裟さに肩をすくめ、リリスとリリスが小さく首を振った。

「要するに、」

「また兄さまが新しい女に手を出したと」

「ひどい濡ぬれ衣を着せられた！」

「うなー、これもじごうじとく」

「ペンッ」

「やかましいわ！　ペンギンも全力で頷うなずいてんじゃねえよ！」

「宗そう司じの浮気者！　あなたという人は、どうして私のような黒髪ロングも素敵なクールビューティー大和やまと撫子なでしこが傍そばにいて他の女に手を出すの！」

「おまえはこいつのこと知ってるだろうがあああああああああああ！」

「うさぁ……ソウジさん、ウサ子はあの熱い夜の出来事が忘れられません…………」

「意味ありげに頰ほおを染めるな俯うつむくな、ちらちらこっち見んなぁああああああ！」

　連続でツッコミ、宗司が力いっぱい叫び声をあげた。

「いえーい」

　途と端たん、女性陣は声を揃そろえてそう言い、親指を立ててサムズアップ。

「なかなかやるじゃない、ウサ子」

「うんっ、ナイスタイミングだよっ」

「はい、叫びすぎた兄さまがぜえぜえと肩で息をしています、」

「これは高得点ですね」

「うなー、さすが、『煉獄カサルテイリオ』のいちいんだー」

「ペーン！」

「みなさん、ありがとうございます。ワタシこれからも頑張りますね！」

　お互いの健闘を称たたえ合う。

「おーまーえーらーなー」

　玩具おもちやにされた宗司はぐぬぬぬと悔くやしげに呻うめくも、多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいを理解している。

　すぐに諦あきらめたように大きく溜ため息を吐ついた。

「もう良いよ、で、ウサ子は何の用だ？」

「それはデスね」

　眼鏡めがねのブリッジを中指で押し上げ、ウサ子は口元を不満そうにへの字に歪ゆがめる。

「ウサ子が人化を出来るようになったので正式に紹介してもらえるという話だったのデスけれど、どっかの赤毛のネコミミ巨乳が忘れやがったので慌てて口を挟みました」

「うなー、ごめん、うっかり、たべものに、つられた」

「うさー、気にしないで下さい後でその巨乳を揉もむ全力で揉む」

「うなっ！　やべえ、こいつ、めがまじだ」

「フェル、深く追及するな。ウサ子、こっち来て座れよ一緒にお茶飲もうぜ」

「はーい、フェル、めんどうなので、ふかくかんがえませーん」

「ちっ、あの巨乳を堪たん能のうしたくて人化したようなものデスのに……それはさておき、ワタシもお言葉に甘えてご馳ち走そうになります」

　ウサ子は栗くり色の三つ編みを少し揺らして素直に頭を下げ席に着いた。

　お茶会は、フェルとペンギンにウサ子も加えて再開される。

「さんどいっち、なかみ、なに？」

「キュウリと卵、ハム、ツナ……だっけ？」

「ジャムもありますよ兄さま」

「ニンジン入りはあったり、しませんよね？」

「残念ながら」

「はい宗そう司じ、あーん」

「しませんよ？」

「やーい、ふられイチノー」

「安心しろ、おまえでも断るから」

「やーい、ふられキリカ」

「ペーッペッペッペンッ」

「ペンギンにすら笑われていますよ」

「ではワタシが口移しで」

「うるせえ黙れ」

　多分、仲の良い昼食風景である。

「そういや、今日は何をするんだ？」

「特に決めてないわよ」

　用意したサンドイッチも粗あら方かた消えた頃、キュウリのサンドイッチをまた一つ飲み込んだ宗司が何気なくそう聞いた。

「うまぁー、もめまま、ふぇるふぃ、ふぉまかせ」

「うしゃー、ふぁふぁひふぃも、ふぉまかせデス」

　一いち乃のの素っ気無い答えの後に、フェルとウサ子が口を挟んだ。

　二人とも両手にサンドイッチを持ち、リスのように頰ほおを膨らませむぐむぐ食べている。

「とりあえず、飲み込んでから喋しやべれ」

　宗司が言うとフェルは赤毛の上のネコミミをぴっこり、紅茶のカップを摑つかんで一気に飲み干しぱんぱんに膨らんだ頰の中身を飲み込んだ。

　ウサ子の方も同じように紅茶をがぶ飲みしてサンドイッチを流し込み、ぱんぱんぱんとナース服の上にこぼれたパンくずを払い、三つ編みの上のナースキャップを手で直す。

「うなー、それなら、だいじょうぶだぜ」

「うさー、ワタシがお近づきの印に面白いゲームを用意しました」

「へえ……」

「ペーン……」

　不安だ、宗そう司じとペンギンはそう思った。

「新学年になってもグダグダやってるゲーム同好会に火をつける凄すごいゲームデス！」

　宗司とペンギンの反応に気付いているのか、気付いていてスルーしているのか。

　ウサ子は得意気な顔でくいっと眼鏡めがねのブリッジを押し上げレンズを輝かせる。

　ついでにガッツポーズなんてしてみせる。

「うなー、すごいぜー？　すごいらしいぜー？　じつはフェルもよくしらないぜー？」

「おいそこの無責任ネコミミ」

「落ち着きなさいな宗司、フェルが無責任なのはいつものことでしょう」

「だぜー、いつものことなのさ」

「確かに正しい意見だが、当人が言っていいことじゃないからな」

「アハハハ、完全に開き直ってるね」

「ペーン……」

「ペンギンが悲しそうな顔をしています」

「ワタシが言うのも何ですけど、第一罪は第二罪に仕事押し付けすぎデスよ」

「うなー？　おかしいなー、フェル、きゅうに、みみがきこえなくなったぞー？」

　ネコミミをぺったり伏せて、フェルがすひゅーすひゅーと口笛を吹いていた。

「何て大胆なとぼけ方だ、思わず尊敬してしまいそうになる」

「思うに第一罪は巨乳、第二罪は美巨乳デスがソウジさんどっちが好きデスか？」

「知らんわ！　いきなり何なんだおまえは！」

「少し、良いかしら」

　突如会話を切り裂くように、一いち乃のの声が真剣みを帯びて温度を下げた。

　しんと、部室が静まり返り視線が一乃に集まる。

「気になることがあるの」

　誰も口を挟まず、一乃の言葉は静かにつむがれる。

「フェル、ペンギンのリア、そしてウサ子──」

　何な故ぜ、と彼女は問うた。

「どいつもこいつも、胸がでかいのはどういうことよ！」

「おまえまでアホなこと言い出すなよ！　頼むから！」

「いいえ兄さま大事な話です、」

「リリスもそれが少しかなり随分と気になります！」

「うわっ、予想外のところでリリスが食いついて来たよっ！」

「ペ、ペーン」

「そんなこと聞かれても困ると言ってるぞ」

「宗そう司じ……これ以上、巨乳密度が高まったら私は何をするかわからないわよ？」

「一いち乃のさん、真顔で物凄すごい反応に困る脅迫しないでください」

「うさー、貧乳は貧乳で良いものデスよ？　しかしながら、我らが主あるじがそこまで悩んでいるというなら胸の大きくなる薬を作りましょうか？　ちょっと時間かかりますけど」

　ウサ子の言葉に部室は再び静まり返り、視線が一乃に集まった。

「そう」

　春風のように、一乃は微笑ほほえんだ。

　その後、一乃がウサ子とどのような取引をしたかは謎に包まれている──




　そして、昼食後。

「と、いうことで今日のゲーム同好会はウサ子の歓迎を兼ねて、何だか知らないけれどウサ子が用意してきた凄いゲームとやらをするわよ！」

「いえーい、どんどんパフパフデスよー！」

「どんどんパフパフー、です」

「うなー、うなうなー、うなー」

「やべえ、部員の大半が乗り気だ」

「アハハハ、どうせ何するか決めてなかったから良いけどね」

「ペン！」

　サンドイッチや紅茶を片付けた宗司たちは、テーブルに集っていた。

　テーブルの上にはウサ子が用意した、三十センチほどの白い箱がある。

　どうやらこれが、件くだんの『ゲーム』らしいのだが。

　妙に盛り上がって拍手なんぞしている一乃たちを他よ所そに、宗司は不安そうな顔だ。

「大丈夫なのか、これ？」

「大丈夫デスよ、絶対安全、無公害、少なくとも死にはしません」

「うーん、絶妙に不安を煽あおる枕まくら詞ことばだねっ」

「タイトルは『ぬるぬる触手くんゲーム』デス」

「ちょっと待てその名前！」

「では始めまーす、カポッとなー」

　宗司の制止も空むなしく、ウサ子が白い箱を開けた。

「なにぃいいいい！」

「キャアアアアア！」

「えっえっ、な、なにこれっ！」

「──っっっ！　あ、兄さま、」

「た、たすけ──」

「うなっ、これは、やばいぜ」

「ぺぇぇぇぇぇぇん！」

『種』が白い箱の中にみっしりと詰まっていた。

『種』は蓋ふたを開けるや発芽して、爆発的に成長して蔦つたを伸ばす。

　否いな、触手を伸ばす。

「くっ、くそっ！」

　緑の触手は津波のように部室を襲い、流れ込み、押し流す。

　宗そう司じが反射的に誰かの手を摑つかみ、次に気がついたときはもう。

　部室の外、廊下の果て、第三旧校舎の入り口付近まで押し流されていた。

「ううっ、うさぁー……」

　摑んだ手、ウサ子も驚いて目を回している。

　幸いなのは触手の勢いは止まっていることだろうか、しかも、何な故ぜか付近の触手は宗司の方へと向かって来ずワカメのようにゆらゆらしているだけだ。

　ただし、奥の方へ向かうほど触手の密度が高くなっているのは入り口からでも見て取れる。ついでに言えば、今の第三旧校舎を外から見れば古びて苔こけむし全体に蔦が生えた古い洋館のようになっている。

　まあどうせ誰も来ないので、そこは気にする必要もない。

「おい、しっかりしろウサ子」

「う、うさ？　ソウジ、さん？　こ、ここは、どこデスか？」

「気がついたか」

　溜ため息を吐ついて、宗司は現状の説明をした。

「で、この触手は何なんだ」

「あ、これはデスね！」

　元気良く、ぴょこんと跳ねて──ナースキャップを載せた栗くり色の三つ編みが、眼鏡めがねが、ナース服の裾すそも跳ねた。胸は結構揺れた。

「ずばり『ぬるぬる触手くんゲーム』デス！」

「何の説明にもなってませんよ！　そもそも触手っておい」

「ワタシが治ち癒ゆ能力を応用して既存の植物を品種改良して触手にしました」

　えっへんと、ウサ子がナース服に包まれたそこそこサイズの胸を張る。

　物凄すごく自慢そうな顔で、眼鏡の向こうで赤い瞳ひとみがキラッキラ輝いていた。

「ウサ子」

　宗そう司じはにっこりと笑い、おもむろにウサ子の三つ編みを摑つかんだ。

「あまり、おれを怒らせないほうが良いぞ？」

　ぎゅー。

「うさー、痛いデス、痛いデスよソウジさん、三つ編みを引っ張らないでくださいー」

「まさか、人体に害があったりしねえよな？」

「そこは大丈夫デスから離して下さい。むしろ触手から美肌効果のある粘液が分泌されてます、お肌がつるっつるになりますよ！　ちょっとべたべたしますけど！」

「なら……まあ、一安心か」

　やっとこさ、宗司はウサ子の三つ編みから手を離した。

「あ、言い忘れてましたけど、触手の粘液には服を溶かす効果もあります」

「おまえなあああああ！　引っ張るぞ、引っ張るからな三つ編みを」

「うさあああああああ！　引っ張らないで、三つ編みを引っ張らないでください！」

　ぎゅー。

　ウサ子が涙目になったところで、宗司は手を離した。

「いかん、こんなことをしてる場合じゃない。はぐれた一いち乃のたちを探さないと」

「まったくデスね、ソウジさんはもっと女の子のことを考えるべきデス」

　真面目まじめな顔で、うんうんと頷うなずいているウサ子にムカッと来たが我慢した。

「ぐぎぎががが……落ち着けおれ、一乃たちを探すのが先決だ」

「それでしたらソウジさん、恐らく部室にいますよ」

「どういうことだ？」

「触手は匂においと体温で判断して女性だけを捕ほ縛ばくするように設計されてますから」

「便利な設定してやがんなおい！」

「はいな！　それはもうウサ子は頑張りましたから！」

「褒ほめてないからな！　少しも褒めてないからな！」

　さっきから叫んでばかりの宗司の顔は興奮で赤くなっていた、心なしか目つきまで荒すさんでいる。しかしながらウサ子の方は心底から不思議そうに、無邪気な瞳ひとみと子どものような口元で首を傾かしげる。

「んー、宗司さんは難しい人デスね。折せつ角かくの触手なのに」

「おれから言わせて貰もらえば、おまえの方が難しい相手だよ。そもそも何だって触手なんか作ったんだよ」

「えっちぃじゃないですか」

「理由がわかりやすいなー」

「ちゃんと、その、勉強も、しましたし」

「触手の勉強てなんだよ」

「うさー……それはその……あのー、デスね…………」

　一転して、恥ずかしそうにぽっとウサ子の頰ほおが赤く染まった。

　胸の前で人差し指と人差し指をツンツンさせて、もじもじしている。

　さっきまでイライラしていた宗そう司じも、うっかり可愛かわいいなと思ってしまう。

　しかし、台詞せりふの端々に平然とセクハラ的要素を混ぜ込んでいたウサ子がこんな可愛らしく照れるとは一体どんな勉強をしたのだろうか……

「我らが主あるじ、森もり塚つか一いち乃ののノートパソコンにインストールされていた、ゲ、ゲームを……プレイして、参考にしました……うさ……」

「ああうん、何だろう、この怒るに怒れない感じ」

「凄すごかったデスよ、ソウジさんもこっそりプレイしてみて下さい」

「ええと、機会があれば」

「一緒にプレイした第一罪と第二罪も夢中で、特にむっつりな第二罪は凄く……」

「それ以上言うな、おれもこれ以上は聞かないから」

　宗司は頭を抱えて、盛大に溜ため息を吐ついた。

「となると、やっぱりおれが助けに行くべきだよな。触手に弱点はあるのか？」

「弱点デスかー、うーん、生あい憎にくと思い浮かびませんね」

「火はどうだ？　一乃の『煉獄カサルテイリオ』がある」

「触手の出す粘液には熱伝導を著いちじるしくカットする効果があります」

「あー、キリカの『道化師の栄光バツドジヨーク』、リリスの『第一世界シユレデインガー』で片端から切り払う」

「残念ながら、粘液のせいで刃物にも強いデスよ」

「隙すきがない触手だな」

「それはもう、何せ我らが主の森塚一乃に、キリカさん、リリスさん、第一罪に第二罪……はペンギンですけど、まあ色とりどりの美少女に絡みつく触手デスから気合も入りますよ。ワタシが触手になりたいぐらいデス！　あの肌に、美しい髪に、小さかったり大きかったりとにかく何でも素晴らしいおっぱいに絡みつきたい、そうデスよねソウジさん！」

「気持ちはわか……じゃない、当たり前のように同意を求めるな！」

　叫ぶ宗司、ウサ子の方はレンズ越しの赤い瞳ひとみを星めいて輝かせている。

　駄目だこいつ──宗司は胸中で叫び、気を取り直した。

　実際のところ、炎や斬ざん撃げきに耐性がある程度ならば一乃たちに任せて問題ない、その程度でどうにかなる彼女たちではないと宗司は信じているが。

「仕方ない、たまにはラスボスポジションらしく力を見せとくか」

「うさー、ソウジさんのツンデレは気持ち悪いデスね。誰も得しません」

「やかましい。おれは部室まで戻るがおまえはどうする？　待ってるか？」

「一緒に行きますよ。ウサギは寂しいと死んでしまいますから」

「じゃあ、行くか」

「うさー了解、因ちなみに実際のウサギは構い過ぎるとストレスで死ぬので注意デス」

「マジで！」

　感嘆の声をあげ、宗そう司じは部室へ向かい触手がうごめく廊下へと歩き出した。

「はい、そうなんデスよ」

　ウサ子はその背中に──ぞっとするほど冷たい視線を、ほんの一瞬、向けた。




　触手の密度は奥へ向かうほど高くなる。出入り口付近はともあれ、廊下を一本進み角を一つ曲がった辺りでは相当なもので壁や床の殆ほとんどを触手が這はいずり回っていた。

「凄すごいなこりゃ」

　ウサ子の一歩前を行く宗司は邪魔な触手を片っ端から『凍りつかせていた』。

　両手にはめた白手袋で──宗司の異能『零白夜ラスト・エレメント』の力の形で触れるや、触手は彫像のように凍りつき硝子がらすのように砕け散る。

　シダ植物の原生林に、氷河期が訪れたような光景だった。

「あのあのソウジさん、確か『零白夜ラスト・エレメント』は『触れてモノを停止させる異能』デスよね？」

　一歩後ろからついて来るウサ子が、栗くり色の三つ編みを揺らして小首を傾かしげた。

　宗司はまた一つ触手を凍らせ砕き、律りち儀ぎに足を止めて振り返る。

「そうだが、どうかしたか？」

「何で凍ってるんデスか？」

「ああ、そういうことか。じゃあ、この『零白夜ラスト・エレメント』何に触ってると思う」

　と、宗司が片手を軽く上げた。

「別に何も触ってません……あっ」

　何かに気付いたように、ウサ子が口元に手を当てた。

「はい、正解。答えは『大気』」

　宗司は説明を続ける。

「厳密には『触手の周囲の大気』を停止させてるんだよ、酸素だけとか窒素だけとか選ばずに全部纏まとめて分子ごとだ。温度は分子の振動、冷却は振動の弱化」

「うわー、えげつないデスね」

　口調はそのままだが、声質が僅わずかに変わった。

「分子の完全停止──つまり、一瞬で絶対零度を作り出しているってことデスよね」

　眼鏡めがねのレンズが反射して見えぬが、その奥にある赤い瞳ひとみは鋭く輝いている。

「そうだけど、まあ防ごうと思えば防げるぜ何せ触られなけりゃ良いんだ」

　気にしていないのか、宗司は普段の調子で答えた。

「全くその通りデスね、実際は対象に触れずとも凍らせることが出来るのを問題にしなければ有効な対応策だと思います」

「なるほど」

　宗そう司じが軽く、空中で手を振った。

　背後にあった触手が一つ、触れてもいないのに凍りついた。

「確かにその通りだ」

　何事もなかったかのように、二人の空気が元に戻る。

「ところで……さっきから何か小さな声みたいなのがしないか？」

「はいな、ウサ子の鋭い聴覚によるとあの辺りデスね」

　と、ウサ子が指をさした方向。右斜めやや前方、まだ凍り付いていない触手の辺りからか細い声がしていた。そこは周囲と比して触手密度が高く、まるでその内側にいる獲物に絡み付いているように蠢うごめいている。

「どう考えてもそこだああああああ！」

　バリン、一気に半分ほど蠢いている触手を凍りつかせた。間髪いれず駆け寄り凍り付いて脆もろくなっている触手を蹴けり飛ばす。

　その向こうには、哀れにも触手に囚とらわれか細い声を上げる犠ぎ牲せい者が……

「ペ……ペーン」

　訂正、犠牲ペンギンがいた。

　触手に絡みつかれ、全身が粘液でぬるぬるしている。

「何だろう、この残念な感じ！　無事なのは良かったけど、ここは人間バージョンで、リアでいて欲しかったような気がする！　何だかんだ言って、おれも男の子だし！」

「女の子デスが、ワタシは山よりも高く海よりも深く同意します！」

「ペペーン！」

「良いからさっさと助けろとな。そりゃまた道理だ」

　宗司はペンギンに絡み付いている触手に直接触れ、一部だけ凍り付かせて叩たたき折り、ペンギンを引っぺがした。

「ペーン」

　自由になったペンギンは、喜びを表現するようにぐるぐる円を描いて駆け回る。

「おつかれさまデス第二罪。よかったら、これどうぞデス」

　ウサ子がナース服のポケットから取り出したハンカチをペンギンに渡す。

「ペンッ！」

　ありがたく受け取り、ペンギンが全身の粘液を拭ぬぐい取る──

「ペペーンッ！」

　何ということだろう！　ペンギンボディがつやつやと輝いているではないか！

「どうですかソウジさん、これがワタシの作った触手くんの効果デス！」

　ぷるっぷるっのつやつや、赤ん坊もびっくり、シャワーを浴びたら水を弾はじくこと間違い無し、確かに凄すさまじい美肌だ！　肌年齢が十歳以上若くなっている。

「第二罪が人間形態じゃないことだけが残念デス！」

「ああ残念でならない！　が、ここは気を取り直して一いち乃のたちを助けに行くべきだ！」

　宗そう司じは力強く拳こぶしを握り前方を睨にらんだ。

　部室はまだ遠く、近付くほどに触手の密度は高まる。

　果たして、一乃たちは無事なのだろうか。




　その頃──ゲーム同好会部室では。

「くっ、離れなさい、このっ」

「ううう、ぬるぬるして気持ち悪いよっ」

「肌を這はいずり回る、んっ、ダメです解ほどけません」

「うなぁ、やばい、これ、どうしよ」

　彼女たちの肢体に、情け容赦なくぬらりと粘る触手が絡み付いていた、

　両手両足は既に絡め取られ、身を捩よじる程度にしか抵抗が出来ない。

　大の字に拘束された一乃、両手を伸ばして吊つるされたキリカ、背中合わせに縛られたリリスとリリス、逆さ吊りのフェル。

　だが、触手にとってはここからが本番だ。

「……えっ、な、なんで、制服、溶けてるのよ！」

　気付けば、一乃が纏まとう赤いセーラー服が虫食い状に溶かされていた。

　スカートの端が、セーラー服の脇わき腹ばら部分が、右胸が、二の腕が。

　むき出しになり白い肌が覗のぞく。

「いやあああああ！　は、離れなさい、こ、この！」

　必死に身を捩り逃れようとするが触手の拘束は強く、あまつさえ虫食いに溶かしたセーラー服の隙すき間まからてらてらと粘液に濡ぬれた触手が入り込み敏感な肌を直接、舐なめるように這いずり回ろうとしている。

「ひっ──」

　引きつった小さな悲鳴が、一乃の唇から漏れた。

　しかし、一乃などまだマシな方だ。

「んっ、あ、な、なんで、この触手、胸ばっかりぃ」

　銀色の髪を揺らし、キリカが小さく悶もだえる。

　ブレザーはたゆんと膨らんでいた胸部だけが溶かされ、触手は当て布のようにむき出しになった部分を包み込んでいる。

「……んんっ、」

「せめて両手が動くか、鏡があれば」

　虹にじ色いろの瞳ひとみを歪ゆがめ、唇を嚙かみ締めておぞましい粘液の感触にリリスは耐える。

　ぴちょんぴちょんと上から滴したたり落ちる液体が顔に当たり、触手は薄い胸元をこじあけるようにして服の下へと侵入を開始する。

「う、うな、ぬ、ぬるぬるが、ネコミミにぃ、ふぁんぅ」

　長い赤毛の上にぴょこんと突き出たネコミミを、触手はデリケートなシルクを洗うようにやわやわと揉もみしだいていた。

　逆さに吊つられているせいか、ネコミミがくすぐったいのか、肌は桃色に染まり吐く息は荒く、喘あえぎ酸素を求めるように唇が開いて舌が突き出されていた。

「まずいわね、このままじゃ私も──んぐっ！」

　焦る一いち乃のの口を塞ふさぐように、触手が咥こう内ないへと突き込まれた──




「っていうシーンが繰り広げられてたら良いなって思いませんかソウジさん！　それで危機一髪のタイミングで助け出したら好感度もうなぎ上り、触手に解放されるも若い体は火ほ照てり疼うずき自然と……やっべえ、これいけますよ！　この路線で行きましょう！　ワタシも便乗してあーんなことやこーんなことをしたいんデスけど良いデスか！」

「良くねえよ！　つうかアホな妄想垂れ流してる暇があったら手伝えや！」

「ペーン！」

　宗そう司じが『零白夜ラスト・エレメント』で凍りつかせた触手を蹴けり倒し、二人と一匹は部室へと急ぐ。

　部室周辺の触手密度は凄すさまじく高い。焦りのせいか、心配のあまりか、宗司の双そう眸ぼうは獣の如ごとく鋭く凶暴なものと化して触手を破壊する動きに一切の躊ちゆう躇ちよも遠慮もない。

　部室に辿たどり着いた宗司はドアを蹴り壊し、一乃たちを呼びながら部室へ飛び込んだ。

「無事か、おまえら！　待ってろすぐ助けて…………やる？」

　一乃たちは──

「あら、宗司、おかえりなさい」

「ソージラブー、こっちも丁度、片付いたところだよ」

「下の中、といったレベルでしたね」

「がんじょうだけど、それだけだったねー」

　燃える槍やり『煉獄カサルテイリオ』を手にした一乃、割れた仮面『道化師の栄光バツドジヨーク』で人じん狼ろうの如く鋭いつめを生やしたキリカ。リリスの手には薔ば薇らをあしらったレイピア『第一世界シユレデインガー』。

　部室の中では、焼かれ、あるいは切り払われた触手がいたるところに転がっていた。

　一乃たちには傷一つなく、その制服には染み一つない。

「どうしたの宗司？　そんな気の抜けたコーラみたいな顔をして」

「ああ……いえ。皆さんが無事で何よりです」

「アハハハ、当然だよ。この程度の触手じゃ相手にならないねっ」

「はい、外見が気持ち悪いだけでした」

「うなー、さいしょは、びっくりしたけど、あんま、たいしたことなかった」

「なんかボク、炎と斬ざん撃げきに耐性があるって聞いたんすけど？」

「あったわよ？　力で押し切ったけど」

「あ、つまり、楽勝だったと。すいません、ボク焦って助けに来る必要なかったすね」

「いえ兄さま、心配してくれたその気持ちが、」

「リリスは大変嬉うれしいです」

「ありがとうリリス、お兄ちゃんちょっと救われた気分」

「えー、なにそれー、リリスだけ？　キリカさんだって嬉しいのにー？」

「私もまあ、嬉しくないとは言わないわよ」

「うなー、ひいきすんなこらー、ぬけがけすんなこらー」

「え、な、何？　何でじわじわこっち来るの？」

　何な故ぜかずずいっと近寄ってきた一いち乃のたちにより、宗そう司じは壁かべ際ぎわに追い詰められた。

「私ね、久しぶりの戦闘だったのに手て応ごたえがいまいちで物足りないの」

　ぞくっとするように色っぽい笑みを赤い唇に浮かべ、一乃が宗司の右腕を取った。

「キリカさんもね、まだ、満足できてないんだ」

　太陽のような笑顔を浮かべ、キリカはその胸を押し付けるように左腕に抱き付いた。

「この欲求不満を、」

「兄さまに何とかして欲しいとリリスは思うわけです」

　リリスとリリスは虹にじ色いろの瞳ひとみにからかうような輝きを浮かべ、宗司の腰に腕を回す。

「うなー、そうじ、あだるてぃに、おとなのあそびを、しようぜー」

　ぴょっこりと赤毛の上のネコミミを揺らして、フェルが肩の上に乗っかった。

「ペーン……」

　諦あきらめろ、とでも言いたげに少し離れたところにいるペンギンが肩をすくめる。

「ウサー……ソウジさん、後でウサ子印の特製栄養剤をあげますね」

「畜生！　こうなりゃ自や棄けだ、なんだ、バトルか？　良いぜかかって来いよ！」

　何もかもを諦めた宗司が叫び、一乃たちが嬉き々きとして襲い掛かった。

　その後、宗司は彼女たちが満足するまで頑張った。とても、頑張ったそうである。

　合掌。

　………………

　…………

　……

「どうだった第七罪、人化したその目で見た、我らが敵は」

「そうデスね、端的に言って隙すきがありませんでしたよ第一罪」

「予想外ですわね。『最弱の暗殺者』を演じる第七罪にも隙を見つけられないのは」

「今更デスが第二罪、ワタシはその役割も呼ばれ方も気に入りません」

「第七罪、私はおまえが人化した時からずっと気になっていたことがある」

「なんデスか？」

「『です』が『デス』なのは、暗殺者らしく『死デス』と引っ掛けた洒落しやれか？」

「ぐ、偶然デス！　偶然デスから！　本当に偶然デスからね！」

「……あの、第一罪、今は真面目まじめな話をしているので、そういうのは後で」

「わかった。残り四つは？」

「兆きざしはありますわ。何か切っ掛けがあれば人化するかと」

「ワタシたちが、完全な『煉獄カサルテイリオ』になる時が近づいている」

「そうだ。形なきモノを焼く浄化の炎が、正しく浄化のために使われる」

「永遠の『零白夜ラスト・エレメント』──世界の終わり、停止した世界、明けず沈まぬ白い夜を焼き払う」

「ワタシたちの使命」

「問題がありますわ。我らが主あるじは、完全な対『零白夜ラスト・エレメント』と化した我々を使いません。我らが主は愛のために世界を切り捨てるつもりです」

「ワタシたちが完成してしまえば、そうも言えないと思いますが？」

「いいえ。殺意の衝動、使命の強制、虚偽の憎悪に流されるほど我らが主は弱くない」

「問題はない、そうだろう『森もり塚つか一いち乃の』」

「ええ、何も問題はないわ」

「え？　あれ、え、我らが主……デスか？」

「ど、どうしてここに居ますの」

「何も不思議なことはないわ。私とあなたたちの目的は同じですもの」

「どういうことですの、森塚一乃！」

「解放があの人の願いならば、『わたし』はこの手を血に染めてでもあの人を救う」

「そんな、あなたらしくありませんわよ！」

「……見事だ、『道化師の栄光バツドジヨーク』」

「ありがとう。でもまだよ。わたしが知っている私は表面的な部分だけ。わたしはもっと私を知らねばならない。心を、精神を、魂を識しらねばならない」

「第一罪！　わたくしにも秘密で、何を企たくらんでいますの！」

「我らが主が愛と恋ゆえに世界を棄すてるのならば、愛と恋ゆえに『零白夜ラスト・エレメント』と戦うもう一人の『煉獄カサルテイリオ』がいれば良い──それだけの話だ」
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